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　序章




　静かな夜だった。

　風も吹ふかず、鳥も虫も声を潜ひそめ、何者も静せい寂じやくを乱さない。

　唯ゆい一いつの例外は、人の作り出す喧けん騒そうのみ。

　だがそれすらも、領ま地ちを見下ろす領主の館やかたに届くことはない。

　領主の館は夜の歓かん楽らくにざわめく領地とは対照的に、孤こ高こうの若き貴族にふさわしい静寂に包まれていた。

　同居する活発な姫ひめ君ぎみも、今は愛くるしい寝ね顔がおで熟じゆく睡すいしている。

　ここ最近の彼女は、昼間よく学び、よく遊んでいる影えい響きようで、眠ねむりにつくのは早い。

　ゆえに、白はく皙せきの貴族と従順な下しも僕べの夜の営いとなみは誰だれにも邪じや魔まされることなく終わり、宵よいの闇やみと同じ、静かで甘い余よ韻いんの時間を迎むかえていた。

　琉る妃き・リディアーノは、子供のように安心しきった表情で、主あるじの白くなめらかな肌はだに頬ほおずりをし、両りよう腕うでを彼の背中に回して抱だきつく。

　今日は、もう三度の交まじわりを終えていた。

　最初は普ふ通つうに組くみ敷しかれて、抱き合って、互たがいに見つめあって絶頂を迎え──その後は、二回とも後ろから攻せめられた。

　四つんばいになって、尻しりを掲かかげて、たっぷりと中に出されて。

　お互いが最も好む形での交わりは、いつも激しい。ほとんど間を置かずに連続で攻められたこともあって、終わった後はそのままぐったりとベッドに身を投げ出した。

　主──ルイヤ＝オフェル・クロスは苦笑めいた笑みを浮かべて下しも僕べの額ひたいに口づけ、そのまま胸むな元もとに抱き寄せ、今に至る。

「よかったぞ」

　簡素な、それでいて実感のこもった感想を述べ、主は下しも僕べの頭をやさしく撫なで始めた。

　どれだけ激しく交わろうと、その指と唇くちびるで翻ほん弄ろうさせようと、耳元で囁ささやく淫いん靡びな言葉で嬲なぶろうと、最後はいつもこうやって寝かしつけてくれる。

　抗あらがえないまどろみの中で、琉妃は茫ぼう洋ようと主との交わりに思いを馳はせていた。

　何な故ぜいつも……こんなふうに扱あつかってくれるのだろう？

　おそらくは最も男の本ほん性しようが曝さらけ出される行こう為いのはずなのに、ただ性せい欲よくのはけ口にすればいいはずなのに──主はそうしない。

　自分を抱くのは性欲処理と公言しているのに、処理が終わった後も、こうして部屋においてくれる。欲よく望ぼうを放った後は、一時的とはいえ自分の肉体への関心も失うせるはずなのに、扱いはむしろ交わりのときよりやさしい。

　抱かれているときも、自分を陶とう酔すいに導みちびかんとする心こころ遣づかいを感じる。

　肢体からだを這はう指と唇は支配的で、その冷たい瞳ひとみと淫靡な唇は、簡単に快楽の虜とりこに堕おとせる下しも僕べを時に憐あわれみ、時に見下しているには違ちがいないが──一方的に欲望をぶつけたりはしない。

　激しく求めるのも、言葉で責めるのも、もっぱら後ろから攻めてくるのも……自分の嗜し好こうというよりは、こちらがそれを求めているから、応こたえてくれているのだろう。

　最近になって、自分の性せい癖へきにも気づき始めてきたが……どうも……攻められるのが好きらしい。言葉で嬲られるのも……キライではない自分がいる。

　主も、きっとそれを見み透すかして抱いている。

　初めて抱かれた日から、自分の性癖も、心の奥底に秘めていた想いも、見透かされていたのかもしれない。

　そう、あの日から、全ては始まった。

　主の胸に頬をすり寄せつつ、琉妃は夢と現実の狭はざ間まに浸ひたる。

　初めて抱かれた日、初めて男を知った日のことが、薄うすくもやのかかった儚はかなげな光景となって、脳のう裏りに甦よみがえる。

　誘さそったのは、自分からだった。

　シャワーを浴びて身を清めた後、バスタオル一枚をまとって、彼の部屋を、今すごすのと同じ、この部屋を訪れた。

　思い返すと、裸はだかで迫せまった方が効果的だったかもしれないが、当時はそこまで気が回らなかった。もっとも、出会ったときから処女だと看破していた主には、虚きよ勢せい交じりの誘ゆう惑わくは見苦しいだけだっただろうが。

　あのとき体がかすかに震ふるえていたのは、湯冷めではなく、恐きよう怖ふからだった。

　破は瓜かへの恐怖、思い出したくない過去がもたらす恐怖──そして、主に拒きよ絶ぜつされる恐怖。

　きっと、見透かされていた。

　だから、主は自分を抱き締しめてくれたのだろう。

　今でもはっきり思い出せる、近づく主の唇。

　吐と息いきが触ふれ合うところまで近づいたが、口づけはされなかった。

　思えば、あのとき主は明らかに苦く悩のうしていた。その闇色の瞳には、隠かくしがたい感情の揺ゆらぎがあった。

　結局口づけはなされず、そのかわり、主は自分を強く抱き締め、唇以外の場所全てに口づけるかのごとく、求めてきた。



    

  
    
      　もうさして気にならなくなったが、何故か今も、主は唇だけは求めようとしない。

　とはいえ、それ以外の男女の行為はほぼされ尽つくしているから、大した問題ではないだろう。自分自身、口づけにこだわるほど初う心ぶではないし、主が求めない行為をねだる気はない。何より、主の手しゆ練れんはそんな小さなことなど、すぐに忘れさせてくれる。

　元々彼の下も僕のになると決めたとき、体を捧ささげること、体だけを求められることは覚かく悟ごしていた。なのにこんなやさしい扱い──これだけで充じゆう分ぶんすぎるぐらいだ。

　それでも、時折疑問に思ってしまう。

　疑問と言えば、あの日──去りゆく主の背に縋すがったときも、問うた。

「どうして、私のこと助けたの？」

　敵だった自分を、敵対していた貴族に仕つかえていた自分を、彼は救ってくれた。

　焼け落ちる城から、その身の危険も顧かえりみず。

　全てが終わった後、去りゆく彼はただ一言こう言った。

「元気でな」

　と。

　遠い昔に言われた気がする言葉を聞いたとき、我われ知らず彼の背に抱きついていた。

「あなたの傍そばに……いさせて」

　そう、懇こん願がんしていた。

「好きにしろ」

　と主は答え、振ふり返ることなく歩き始めた。

　始まりは、それから。

　全てを捧げたのは、その夜。

　文字通りの初夜に、主は女の悦よろこびと屈くつ服ぷくする快楽を教えてくれた。

　終わった後も、やさしく胸元に抱き寄せて、今と同じように寝かしつけてくれた。

　心地ここちいいが、どこか気き恥はずかしくて、まどろみに呑のみ込まれて、ずっと主の顔を見られない。

　どんな表情で自分を寝かしつけてくれるのか──今日も知ることはなく、眠りに堕おちる。

　琉妃が眠りについたのを確認し、ルイヤもまた、眠る用意に入った。

　彼女を抱いた夜は、いつも寝かしつけ、その寝顔を確認してから自分も眠る。

　さっきまで快楽に蕩とろけ、あられもない言葉を発していた下しも僕べの顔は、今は二階の自室で眠る少女と大差のない、可か憐れんで安心しきった表情だ。

　ツン、とその頬をつついてから、自分も横になろうとしたとき、ふと視界に入った窓から、奇き妙みような光景が飛び込んできた。

「………………？」

　夜目が異常なほど利きく闇色の瞳は、自分の領地からはるか離はなれた先の空に舞まう、奇妙な光に気づいた。

　妖あやしい緑の燐りん光こうが、空から地に降ふり注そそいでいる。雨あま粒つぶのような大量のきらめきが合わさった光景は、光の柱が降おり立ったような、幻げん想そう的な趣おもむきがあった。

　空に変化はなく、その現象の原因は気象によるものではないようだ。いくつもの燐光が舞う中、時折ちらつく羽ばたきのようなものを見ると、鳥でも関わっているのだろうか？

　距きよ離りがありすぎるため、さすがにそれ以上の分ぶん析せきはできなかった。

　だが気になるのは、光の降り注いだ地への影響。

　地理からすれば、海岸沿いの人里のはず──複数の貴族の領地が隣りん接せつしているせいで、互いの勢力争いもあり、明確に線引きがされていない土地だが、住民はいるはずだ。

　あの光が、その土地に何をもたらすのか。

　恵めぐみか──あるいは。

　闇の称号なを持つ貴族は目を細め、傍かたわらで眠る下しも僕べの髪かみをそっと撫でた。



    

  
    
      　第一章　王女再び






　コンコン、と獅し子しの装そう飾しよくを施ほどこしたドアノッカーを叩たたく音が、昼過ぎの館やかたに響ひびき渡る。

　迎むかえ入れようと玄げん関かんに来た琉る妃きだが、その隣となりには、何な故ぜか少女が腕うで組ぐみをして仁に王おう立だちしている。

「どうした、早く開けるがよい！」

　威い風ふう堂どう々どうとプリエラ＝シェヴィート・マムラハーは命じ…………思いっきり、ほっぺたをつねられた。

「やめろ、何をする何をする、何をする～～！」

「黙だまりなさい。いつから私に命令できる身分になったのかしら？」

「私は王女だぞ、エラいんだぞ!?」

　両方のほっぺたをこねまわされながら、プリエラが発展途と上じようの胸を張る。

　すでにこの領主の館では日常と化した女の戦いが、今日も幕を開けた。

「黙りなさい。私に命令できるのは、ルイヤ様だけよ」

　琉妃はギュ～ッと両方の手のひらでプリエラの顔を左右から押おし潰つぶし、うら若き王女を変顔の刑けいに処す。

「何をするはひほふふ、何をするはひほふふ～～!?」

　手足をバタつかせるが、地味に腕わん力りよくのある琉妃には勝てない。

　王女の顔は、今ではもう知る者もおらず、記録にさえ残っていない、極東の地に存在したという「ひょっとこ」なる面を模した表情に固定される。

「まったく、こんなのが王女だなんて……他の王族とやらも、どんな方々なのやら」

「馬ば鹿かめ、お前のように下しも々じもの者には、世界のちょーてんに立たんとする者の偉い大だいさは、理解できんのだ。ゆえに、私も一周回ってスゴイのだ！」

「まあ…………一理あるけど、ね。王位争そう奪だつなんて、私にはどうでもいい話だわ」

　琉妃の発言は、ほぼ平民全てが“〝王”〟に抱いだく感想でもある。

　平民も“〝王”〟の存在は知っているし、それが貴族の上に君臨する世界の支配者であることも、一いつ般ぱん常識として理解はしている。

　が、権力の高みに立つ存在は平民とは縁えん遠どおく、支配されている実感にも乏とぼしい。

　平民にとって畏おそれ敬うやまうべきはあくまで直接的な支配者である貴族、その中でも、せいぜい自身の生活に影えい響きようを及およぼす領主ぐらいしか対象にはならない。

「ふっ、やはりお前はその程度か。まあそれも仕方あるまい。どうせお前は、今後私以外の王族を目にする機会もなかろう」

「別に目にしたくもないけれど。チビっ子王女様だけでお腹いっぱいよ」

　小さな体で傲ごう岸がんに言い放つプリエラをあしらい、琉妃はドアを開け、来客を迎え入れた。

「どちら様…………？」

「名乗るがよい！」

　主あるじの代理として常識的な応対の琉妃に対し、上から目線で仁王立ちのプリエラ。

　体型といい、服装といい、どこまでも対照的な二人の前に佇たたずむ客人もまた、彼女達とはまったく指向の異なる美を備えた麗れい人じんだった。

「闇黒卿ダークロードはいるかな？」

「あなたは…………！」

「お姉様!?」

　驚きよう愕がくする琉妃とプリエラ。たった今謁えつ見けんの機会を全否定した存在が眼前にいた。

「どうも。王族が第六子、レギーナ＝シェシェット・マムラハーだ」

　しかも普ふ通つうに名乗ってきた。

　金のチェーンをつけた眼鏡めがねの奥できらめく怜れい悧りな瞳ひとみは、「王族ですけどそれが何か？」と語っている。

　琉妃とプリエラは、紺こんのレディーススーツに身を包んだ細身で知的なその女性に、見覚えがあった。

　先日の一件で対たい峙じした王族の一人にして、プリエラと同じく、世界の頂点に君臨すべく己おのれ以外の六人の王族全てを屠ほふらねばならぬ運命さだめを背負う者。

　ゆえに、本来ならば相あい見まみえた瞬しゆん間かんに殺し合ってもおかしくはない。

　そんな相手が、昼下がりに、ごく普通に訪たずねてきた。

　プリエラは本能的に身構え、琉妃もそんな彼女を庇かばうように進み出る。

　が、当のレギーナは争いの気配など皆かい無む、泰たい然ぜんたる表情で、先ほどの言葉を繰くり返す。

「闇黒卿ダークロードはいるかな？」

「何の……御ご用ようでしょうか？」

「そうだ、何しに来たのだ!?」

　緊きん張ちようした表情の琉妃と、敵てき愾がい心しんを隠かくさないプリエラ。

　が、レギーナの態度は変わらない。

「彼とゆっくり話したくてね。留守ならば出直そう…………と言いたいところだが、いるようだね」

　レギーナの視線は、琉妃とプリエラの後方に注そそがれていた。

　はっと振り向く二人。

　後ろには、完全に気配を殺した白い幽ゆう鬼きが立っていた。

「コーヒー………………」

　寝ね起おき丸出しのしゃがれた声で、ルイヤが言う。

　超ちよう低てい血けつ圧あつにして重度のコーヒー中毒、そして夜型の貴族は、たった今目覚めたばかり。

　半はん裸らで上半身を晒さらし、覆おおいかぶさった前まえ髪がみが視線を隠す。

　両りよう腕うではだらりと垂れ下がり、生気のかけらもない。

　一いつ旦たん居間に行ったが、誰だれもいないので人を求めて玄関にやってきたようだ。

「コーヒー……………………」

　うつろな口調で繰り返される言葉。

　先ほどより少し強めの口調に、琉妃は「急げ」という言外の意味を嗅かぎ取った。

　主の寝起きの悪さは身に染しみている。今彼の精神を正常にできるのは、あの濃のう縮しゆくされた漆しつ黒こくの液体だけだ。

「コーヒー………………………………」

　三度も言わせるな、そう感じさせる黒い情念がじわじわと主の白い肌はだから滲にじみ出る。

　王族の来訪など忘ぼう却きやくし、琉妃は一いち目もく散さんにキッチンへ駆かけていく。

「か、かしこまりました！　居間でお待ち下さい…………」

　去った下しも僕べの後を追うように、のっそりとした足取りでルイヤは居間へ向かう。

　レギーナのことは間ま違ちがいなく視界に入ったはずだが、一いち瞥べつもくれず、まったく反応を示さない。

　玄関に残された王族は互たがいに見つめ合い、まず姉の方から口火を切った。

「ええと……彼、寝起きはいつもあんな様子なのか？」

「そうなのだ、すごく寝起きが悪いのだ！　ちょっかい出すと、結構本気で蹴けられるのだ!!」

「なるほど……少し間を置いた方がよさそうだ。とはいえ、立ちっぱなしも何なので、中に入れてくれないか、妹よ？」

「うぅぅぅぅ～～何しに来たのだ？　この前の続きをしに来たか!?　敵と馴なれ合う気はない！」

　プリエラは警けい戒かいの姿勢を崩くずさない。

　つい先日、敵として対峙し、王国論をぶつけあった仲だ。

　プリエラの首に光るネックレスとレギーナの指に光る金の指輪は、互いの立場を証明し、同時に殺し合う運命さだめを決定づけている。

　場所を問わず、時刻を問わず、彼女達はどちらかが斃たおれるまで戦わねばならない。

　……はずなのだが、レギーナは軽く手を振ふって妹を諫いさめる。

「悪いが、今日はその気はない。今、君と戦うことに意味は無い。勝っても負けても、ね。久しぶりに歩いたせいで、地味に疲つかれているんだ。蒲柳ほりゆうの性質でね、坂は堪こたえる」

　トントン、と腰こしの辺りを拳こぶしで叩くレギーナ。

　演技ではなく、実際に疲れているらしい。頭脳労働はさておき、体を動かすのは苦手なようだ。

「あの程度の緩ゆるやかな坂で疲れてどうするのだ！　そんな者に、“〝王”〟が務つとまるのか!?」

「それを言われると辛つらいね。が、“〝王”〟とはけして万ばん能のうにあらず、だ。私も今日は自分の欠点を埋うめるために来た」

「…………？」

「先日君に言われた通り、少し『誠意』とやらについても考えてみた。君の臣下にも、素敵な贈り物を頂いたことだしね。手て土産みやげを持ってきたが、お気に召めすかな？」

　レギーナが差し出したのは、リボンで包装された高級感のある紙箱だった。

　その包装、そして店の名を示す貼はられたシールに、プリエラがたじろぐ。

「こ、これは…………!!」

「〈黒こく宵しよう街がい〉で人気の極上スイーツ、『スイートデヴィル』の売り上げ上位品の詰つめ合わせ、『乙おと女めの恥はじらい』セットだ」

　ネーミングはさておき、味は領民の保証付きの大人気商品だった。

　文明が一度滅ほろびようが、貴族に平民が支配される世になろうが、変わらない真理がある。

　子供は甘い物好き。

「た、食べてやってもよいぞ？」

「それはそれは。上がってもよろしいかな？」

　口元を綻ほころばせるレギーナ。若じやつ干かん、目の奥に上から目線の嘲あざけりがあるが、妹は気づかない。

「うむ、争うのはいつでもできるが、すいーつには賞味期限があるのだ！」

　王女プリエラ、姉の知略に陥かん落らく。

　末子対第六子の対決は、始まる前にまず姉に軍ぐん配ばいが上がった。





　数分後、ルイヤの館の居間は、異様な様相を呈ていしていた。

　ソファーに座り向かい合うプリエラとレギーナ──共に覇は権けんを狙ねらう王族二人。

　が、妹たる姫ひめ君ぎみは満面の笑みでケーキを頬ほお張ばり、口元を生クリームで白く染めている。

「うふむふ、苦しゅうないふふひゆうはひ」

「…………食べながら喋しやべるな」

　しかめっ面つらでルイヤが言う。こちらは片手にコーヒーカップを提さげている。カフェインの効能でようやく覚かく醒せいしているが、寝起きだけにまだ半裸のままだ。

　元々寝起きは機き嫌げんが悪いうえに、気づいたらこの状じよう況きよう……白はく皙せきの貴族は不ふ機き嫌げんを隠せない。

「お前の姉貴、のこのこやってきたが、どうする気だ？　さっさと殺せばいいのか？」

「まあ待て、闇黒卿ダークロード。確かに敵同士ではあるが、ただ無む闇やみに戦うのは愚おろか者のすることだ。共に世界の頂点に立つことを定められた者同士、対話を深めることで得られるものもあろう。それはきっと、戦いで得られるより尊とうといものだ」

「言っていることは王族っぽいが、ケーキを食べながらだとまったく説得力がないな」

「よほいひでへははなはいひかは、よほいひでへははなはいひかは」

「ずいぶんと仲が良いのだな、君らは？」

　弄いらうように、ルイヤの真向かいに座るレギーナが言う。

　ルイヤは溜ため息いきを吐ついてそっぽを向くが、相手の指し摘てきはもっともだった。

　プリエラは、ソファーに腰こし掛かけるルイヤの膝ひざを椅い子す代わりに、ケーキをパクついていたのだ。

「……おいクソガキ、何な故ぜ毎朝俺に座る？」

「ここは私の席なのだ！　よいか、他の女を座らせてはならぬぞ？」

「……そう言われても、たまに琉妃も座っているが？　昨日も座っていたな」

「何ィっ!?　どういうことだ!?」

　プリエラは、ルイヤ達から少し離はなれた位置で給仕として振る舞まう琉妃を睨にらむ。

　敵意をぶつけられた琉妃は、若干目を泳がせながら、キッチンに逃にげ込んだ。

「どーゆーことなのだ!?　何故アイツを座らせている!?　重いであろう!?」

「お前より重いのは当たり前だが、他のことに集中しているから、あまり気にならんな」

「何なのだ、何をしているのだ!?」

「……………………」

　基本、乳を揉もむ姿勢、とは言えなかった。

　昨日も後ろから柔やわ肉にくを堪たん能のうした。口で先せん端たんを愛あい撫ぶできないのは残念だが、揉むことのみに集中した場合は、後ろからがベスト──それは二人の共通認識だ。

　文字通り琉妃の体をほぐしかつ火ほ照てらせる始まりとして、結構な頻ひん度どで後ろから揉んで、いや、揉みしだいている。

「うぅぅぅぅぅぅ～～ならば、私にもアイツと同じことをしろ！　アイツが座っているときと同じように扱あつかえ!!」

「断る。お前のはまだ、胸とは呼べん」

　冷れい酷こくに切り捨すて、ルイヤはコーヒーカップを口元に運ぶ。

　プリエラはほっぺたを膨ふくらませ、憤ふん慨がいしつつケーキのヤケ食いに走った。

　そんなやりとりを見ていたレギーナは長い脚あしを組み、微笑する。

「本当に仲が良いね、君達は。それこそ兄妹きようだいのようだ」

「「誰が」」

　息ピッタリで言い、互いに違ちがう方向にそっぽを向く。

　レギーナの笑みはさらに深くなるが、その笑みはどちらかと言えば皮肉に近いものだった。吐はかれる言葉も、温度が冷たい。

「……が、そんなヌルい関係ではこの先の戦いを勝ち抜ぬくことはできない」

　首を左右に振り、彼女は出されたコーヒーを口に運ぶ。香かおりを楽しみつつ、慎しん重ちように口に含ふくむ。

「ほう…………噂うわさには聞いていたが、頭が起きてくる感じだ。かつては世界中に広まっていたというのも、あながち嘘うそではなさそうだな」

「今となっては、一部の地域での嗜し好こう品ひんだがな。街道の発達に伴ともなって、流通は拡大しつつある」

「なるほどね…………君とは気が合いそうだ」

　レギーナの視線は、解説を入れたルイヤの持つカップに注がれている。

　二人が飲んでいるのは共にブラック。

　レギーナのカップには砂糖とミルクも添そえられていたが、未知の飲み物の素すの味を知るため、そしてルイヤと同じものを味わうために、彼女はあえてそのまま飲んだ。

「私は甘い物が苦手でね。これにはそのまま何も加えない方がいい。君とは好みが近い」

「一いつ緒しよにするな。俺とお前のものは、淹いれ方からして違う」

「ほう……興味深い。試しても構わんかな？」

　レギーナは身を乗り出し、ルイヤのカップに手を伸のばす。

　それを、プリエラが制した。

「やめておけ、こやつのコーヒーは常人ならばまず腹を壊こわす。王族ともあろうものが、そのような醜しゆう態たいを晒したいか？」

「お前は晒したけどな」

　ボソッと呟つぶやかれた言葉に、プリエラはムムッと眉まゆを吊つり上げ、レギーナは肩かたを竦すくめてソファーに座り直す。

　姉が元の位置に戻もどったところで、プリエラも姿勢を正した。すでにケーキは食べ終え、甘味による懐かい柔じゆうも効果を終えている。

「それでお姉様……闇こ黒や卿つに何の用だ？」

「俺も訊ききたいな。先日の同盟の申し出は断ったと聞いた。ならば、お前達が顔を合わせるときは、戦い以外にありえないはずだが？」

　敵意を隠かくさないルイヤとプリエラ。

　姿勢が姿勢だけに迫はく力りよくは皆かい無むの上に、どこかほほえましい。

　レギーナは苦笑めいた笑みを浮うかべつつ、本題に入る。

「確かに、妹を飼い慣ならすことは諦あきらめた。元々王族とはそういうもの、究極的には無理な話だったようだ。だが……君は別だ、闇黒卿ダークロード」

「何が言いたい？」

「単刀直入に言おう。私は君が欲しい。私の配下となって、王位継けい承しよう戦に協力してくれまいか？」

　予想外の申し出に、プリエラは目を瞠みはる。一方、ルイヤは無表情を崩さず問い返す。

「何故俺を？　俺の立場は知っているはずだ」

「ああ。どの派は閥ばつにも属さない孤こ高こうの貴族。そして、反逆の系けい譜ふに連つらなる者。君を味方に引き入れれば、少なくとも完全に王党派は敵に回るだろう」

「ならば、何故俺を引ひき抜く？　王座を勝ち取るのも、王座を維持するのも、面めん倒どうが増えるだけだ」

「一理あるね。だが、王党派の取り込みはすでに手て遅おくれだ。先日妹には伝えたが、すでに王党派はほぼ『次じ兄けい』と『長ちよう姉し』が掌しよう握あくし、勢力を二分している。子飼いの貴族を含めて暗あん闘とうも始まっているようだ。私を含め、他の王族が食い込むのはまず無理だ。王党派への配はい慮りよは、もう無む駄だな努力だよ」

　いかにも面倒、というふうにレギーナは肩を竦めた。彼女なりに、色々と気苦労をしているらしい。

「ならば、反王党派を頼たよればいい。立りつ憲けん派や共和派、合議派はどうだ？」

「それが不毛な努力なのは、君も知っているだろう？　王党派以外の派閥は、その存在自体が不ふ明めい瞭りようだ。まずコンタクトを取ることも難むずかしい。各派閥間の対立もあるし、仮に反王党派の全てが私の支持に回ったとしても、人員、組織力共に貴族最大派閥の王党派に敵かなうべくもない」

「それはそうだな。しかし…………」

「うぅぅぅぅ～～何か話がややこしいのだ！　そもそも王党派って何なのだ!?　何でお姉様は闇黒卿ダークロードが欲しいのだ!?」

　蚊か帳やの外に置かれていたプリエラが、手足をバタつかせて喚わめきだす。

　ルイヤとレギーナは共に軽く溜息を吐つき、視線で妹の処しよ遇ぐうを話し合う。

　結果、身内のレギーナが説明を買って出た。

「……妹よ、貴族も一枚岩ではない。人が大勢いれば、考え方は様々だ。そして、同じ考えを持つ者同士は、互たがいに派閥を形成し、利益のために動く。それが派閥であり、王党派は貴族の中で最大の派閥だ」

「ほほう。たしか、死侯爵デスマークイスが属しているのもそこだったな。でも、実際何がやりたいのだ？」

「名前の通りだ。“〝王”〟を崇あがめ、“〝王”〟を称たたえ、“〝王”〟を敬い、“〝王”〟に忠誠を誓ちかう貴族達。あくまでも“〝王”〟を中心として世界を統治し、その手足となって様々な施し策さくに臨のぞむ──それが王党派の基本理念だ」

「おかしいな、それは何も王党派に限ったことではなかろうに。闇コ黒ヤ卿ツのような変わり種はさておき、貴族は原則、“〝王”〟を敬い臣下の礼をとる。言うなれば、貴族の全ては本来王党派。わざわざ派閥などと区切って定義することもあるまいに」

　鋭するどい指摘に、ルイヤもほう、と幼き王女を見直したように目を細める。

　それはレギーナも同じだった。

　妹への脅きよう威いを感じつつ、彼女は講義を続ける。

「いい指摘だ、妹よ。だが、人間というものは、当然のことを殊こと更さらに強調して、自身を特別視したい生き物なのだよ。自みずからを“〝王”〟の忠臣として強調し歓かん心しんを得て、政治の中ちゆう枢すうに切り込む。王党派と呼ばれる派閥は、そこから始まったと言われる」

「当たり前のことを言っているだけのようだがな。陛へい下かがそんな佞ねい臣しんを傍そばに置くとも思えぬし、甘言を真まに受けるとも思えぬが」

「その通りだ。王党派を名乗ったところで、陛下の覚えがめでたくなるとは、私も思えない。だが、他の貴族に対しては別だ。王党派の金看板は、他の貴族に対して実に有効に働く」

「…………？」

「君の言うとおり、王党派の主張は、貴族ならば当たり前かもしれない。だからこそ、彼らは自らの行こう為いを全て正当化し、“〝王”〟の御み旗はたの下もとに他を断罪する。王党派以外の派閥は、そもそも存在自体が許されない。王党派の敵は、すなわち陛下の、世界の敵。当然、誰だれもがそう呼ばれるのを避さけたい。だから王党派に与くみする。正式に加わらなくても、逆さからいはしない。表立っての争いは避ける。他の派閥は地下に潜もぐり、身を潜ひそめる。ゆえに、王党派を制するということは、ほぼ貴族を制するといっても過言ではない」

　レギーナの解説に、プリエラはうーむと腕うで組ぐみをして唸うなる。

　ただの子供に見えて、こういうことの理解は早い。

「ふむふむ、そうなると、二番目のお兄様と、一番上のお姉様はかなり有利というわけだな？」

「その通りだ。どう足あ掻がいても、私達は少数派。しかも、王党派を相手にするとなると、支持をしてくれる貴族を探さがすのも一苦労だ。いたところで、数の論理には心もとない。だが──ここに一いつ騎き当とう千せんの兵つわものがいる」

　妹への講義を終え、レギーナはどこかねめつくような視線をルイヤに向ける。

「たった一人で王党派を敵に回し、なおかつ勝利してきた男。君が現在狙ねらわれていないのは、死侯爵デスマークイスとの交遊が理由ではなく、繰くり返された返り討うちに、王党派の中枢が粛しゆく清せいを躊ちゆう躇ちよしているからと聞くが？」

「さて、な。大体、王党派自体も内部は複雑だ。京きよう夜やを含めた中枢はさておき、お前が説明したように、我が身かわいさで身を置く者、争いを避けるために標ひよう榜ぼうするだけの者も多いしな。王党派の究極の目的に賛同し、それを理解している者はほんの一ひと握にぎりだ」

「ほう……その目的とは？　興味深いね」

　身を乗り出すレギーナ──それからルイヤを庇かばうように、プリエラは両手を広げて阻はばむ。

「近づくな、これは私のなのだ！」

「人を物もの扱あつかいするな」

「うるさい！　お前は私の物なのだ！　前に誓ったであろう!?」

「そうだったか？」

　素で忘れた様子のルイヤに、プリエラは半泣きの表情となり、レギーナは脈ありと口元を綻ばす。

「妹よ、最終的に決めるのは彼自身だろう？　大体、君は彼に何をしてやれる？」

「う、うぅぅぅぅ………………」

「私は君を束そく縛ばくする気はないよ。陛下との因いん縁ねんに関しては、君の思うがままにすればいい。王党派に関しては、共通の敵だ。私にとっては敵対派閥となるし、君にとっても……敵だろう？　先代の殺害に、彼らも少なからず協力した可能性がある」

　先代という言葉に、部屋の空気が変わった。

　ルイヤの闇色の瞳ひとみの奥に灯ともる、昏くらい炎ほのお──それが殺気を伴って全身から噴ふき出ていく…………が、幼き王女はそんなことにまったく気づかずルイヤにすがる。

「闇黒卿ダークロードよ、私を捨てるのか!?　私よりもお姉様の方がいいのか!?」

「いや、そういうことではなくて」

「お前好みの女になるから！　体だけの関係でもいいから！　都つ合ごうのいい女でいいから！　もう奥さんと別れてなんて、言わないから!!」

「どこで覚えた、そんなセリフ？」

「学校でよく遊ぶ者の父親が遊び人らしく、女と逢あい引びきしてるのを目もく撃げきしたそうなのだ。そのときに、相手の女が言っていたそうなのだ。修しゆ羅ら場ばなのだ！」

「…………そうか」

「そんでもって、また別の女が家に乗り込んできて、ソイツの家は今大変らしいのだ!!」

「…………後でソイツの家を教えろ。個人の下半身事情などどーでもいいが、子供の前でだけはちゃんとしているという大人のルールを破った罰ばつで、俺が直じき々じきに蹴けりを入れてやる」

「うむ！　よろしく頼たのむ！　ところで、私を捨てるのか!?　飽あきたらボロ雑ぞう巾きんのように捨てるのか!?　出会ったときから、結局こうなる運命だったのか!?　いっそ出会わなければよかったのか!?」

「お前、それを言ってみたいだけだろ」

　セリフに酔よう王女に、ルイヤは深く溜ため息いきを吐つき、とりあえず黙だまらせるために無気力に尋たずねる。

「何でそう捨てる捨てないにこだわる？　俺がいようがいまいが、たくましく生きていけばいいだろうに」

「だって…………」

　不ふ機き嫌げんに唇くちびるを尖とがらせてそっぽを向くプリエラ。

　生意気な姫ひめ君ぎみに、ルイヤは畳たたみ掛かける。

「大体、俺に自由はないのか？　お前は納得ずくで俺を後見人に選んだかもしれんが、俺だって選ぶ自由はある。見限られるようなら、それはお前に魅み力りよくがないからとも言える」

「………………」

　元々小こ柄がらなプリエラの体が、さらに小さくなっていく。

「無論、お前にも同じことが言える。俺にこだわらず、他をあたればいいだろうに」

「…………ヤダ」

「ヤダってお前」

　所しよ詮せんはガキ、とルイヤは鼻を鳴らすように言うが、次のプリエラの言葉で、真顔に戻もどった。

「捨てられたら、一人ぼっちになるのだ」

　ポツリと呟つぶやいた少女の瞳には、涙なみだがいっぱい溜たまっていた。小さな両手を握にぎり締しめて、涙が零こぼれ落ちないように全身に力をこめる。

　たとえ彼女の過去を知らずとも、こんな姿を見て見捨てられる者などいない。

　普ふ段だんの彼女を知る者ならば、余計にその小さな体に秘められた想いの深さに気づくだろう。

　ルイヤはしかめっ面つらのままそっぽを向き、投げやりに手を振ふって告げる。

「わかったわかった。捨てないから」

「ホントか!?　うむ、苦しゅうない!!」

　さっきまでの泣き顔はどこへやら、にっこりと笑い抱だきつくプリエラ。

「……というわけで、配下が欲しければ他を探せ」

　またプリエラを膝ひざの上に座らせながら、ルイヤは物もの憂うげにレギーナに告げる。

　得意満面なプリエラに対し、レギーナは、どこか苦々しげな表情を浮うかべ、少々不機嫌に口を開く。

「私の何が不服なのかな？」

「単純に先着順の問題だ。このクソガキはもう俺のデッキに組み込まれている。変える気はない」

　ルイヤの手に、プリエラを取り込んだカード、ナンバー《聖統なる女王フエイテツドクイーン》が光った。うら若き王女の成長した姿を思わせるカードは、王女の命を削けずるかわりに、全てのカードの力を底上げする。

「そうなのだ、私と闇黒卿ダークロードは、すでにこれで繋つながっているのだ。お似合いなのだ！」

　ルイヤの右腰こしのカードケースが展開したのをいいことに、プリエラはそこから一枚のカードを引っ張り出し、レギーナに見せつける。

　取り出したのはデッキの中ちゆう核かくにして、ルイヤの称しよう号ごうを象しよう徴ちようするカード、ナンバーＩ《闇黒卿ダークロード》。

　どこかルイヤの面おも影かげを漂ただよわせる男性と、成長した王女は、確かに似合いの二人とも言えた。

「闇黒卿ダークロードよ、私のカードはお前を強くできるのであろう？　この《闇黒卿ダークロード》と『こんぼ』をすれば、お前もいい感じになるのか？　色黒になって、ムキムキになるのか!?」

「…………嫌いやな強化だな。カードを通して俺自身を強化することはできなくもないが、今のお前がそれをやったら、即そくくたばるぞ。今はせいぜい、カード単体で発動する効果の強化──すなわち、俺の奈落アビスの闇やみ衣ぎぬの強化程度だろう」

「ほほう、あのインバネスがゴージャスになるのか!?　空飛べたりするのか!?」

「………………いらね」

　ルイヤは王女の無む邪じや気きな強化案を否定してぼやく。

　さらにまったく嬉うれしくない強化案を提案し続けるプリエラを無視していると、静観していたレギーナがどこか楽しげに口を挟はさむ。

「頼もしい主あるじを持っているね、闇黒卿ダークロード？　それで、彼女は君を強くしてくれたのか？　この前の戦いから察するに、君がそうやすやすと妹を使うとは思えないが？」

「かも、な。だが、言ったようにカードを変える気はない」

「変えられない……の間ま違ちがいではないかな？　君の戦歴を調べたが、君の手札は増えこそすれど、変わっていない。私が思うに、君のカードは増やすことはできても、一度埋うめたカードを後から変えることは難しいと見たが？」

「否定はしない。一度埋めたカードは、俺の意志でブランクに戻すことはできない。ただし、このクソガキのように、自みずからの意思でデッキに組み込まれた者は、相手が俺を見限ればカードはブランクに戻る」

　隠かくすことでもないと感じているらしく、ルイヤは平然と己おのれの王威の封具インペリアルギフト、《禁忌の断章アスルデツキ》の機能の一いつ端たんを口にする。

　未知の事実を知ったプリエラは、さらに傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度でルイヤに言い放つ。

「つまり、私から見限らぬかぎり、お前は私を手放せないというわけだな!?　うむ、これまで以上に丁てい重ちように扱あつかうがよい！」

「一いつ旦たん取り込めば、こっちのものとも言える。お前の都合など知ったことか」

　うるさいクソガキ、とルイヤはプリエラのほっぺたをつねって黙らせる。

「……王族のカードを、もう一枚増やすという選せん択たく肢しもあるのではないかな？」

「いらん……とは言わんが、このクソガキのように、著いちじるしく使い勝手が悪い可能性もある。やめておこう。大体、お前が俺に心から屈くつ服ぷくするとは思えん」

　レギーナの提案をあっさり切り捨てるルイヤ。

　不満げなレギーナに脅きよう威いを感じ、プリエラはそっと臣下に耳打ちする。

「あまり刺し激げきしてはダメなのだ。私を殺して、お前の主人に成り代わろうとする可能性もあるのだ！」

「いや、元々そういう関係だろう？　大体、お前は俺の主人じゃない」

「何をぉっっ!?」

　またも勃ぼつ発ぱつする微笑ほほえましい抗こう争そうに、レギーナは素そっ気け無く口を挟む。

「安心したまえ、妹よ。今君を殺す気はない」

「…………どういうことだ？」

　と、プリエラは首を傾かしげた。

「仮に君を殺せば、闇黒卿ダークロードは確実に私を殺す。私にはその方が怖こわい。君と直接戦うよりも、はるかにね。だからこそ、彼を臣下にしたいわけだが」

「買いかぶりだな。俺とクソガキの関係は、単なる契けい約やくだ。それ以上でも以下でもない。このクソガキが死ねば、俺がお前と戦う理由はなくなる」

「変に悪ぶるのはよしたまえ。利益に関係なく、私が妹に害をなせば、君は確実に私を殺すだろう。妹が私や他の王族のように、自分の身を守る力があるならいざ知らず、無力な姫君に仇あだなすものを、君は捨て置かない」

　レギーナの視線は、妹の胸元に注がれていた。

　その胸に輝かがやくネックレスは、自らの親指に光る指輪と同じ王族の証あかし、七大王器レガリアピース。

　だがそれを与あたえられ、正式に王族として“〝王”〟からも認められたにも拘かかわらず、レギーナは妹から何の脅威も感じない。

　それはつまり──

「……君は、妹がデッキに組み込まれたと言った。それは、同時に妹が王族としての力を失ったということではないかね？　妹が力を発揮するのは、あくまでも君のカードを介かいしてのみ。だが、君は手札に満足しているのか？」

「少なくとも、お前よりは、はるかに使い勝手がいい」

　不敵な笑みを浮かべ、ルイヤはプリエラの首に両りよう腕うでを回し、その頭に顎あごを載のせる。

「無力なガキの方が、無む駄だに賢かしこい女よりよっぽど扱いやすい。お前は、目的のためなら平気で俺を切り捨てるだろう。自分自身に力がある分、そうなると厄やつ介かいだ。傍そばに置くなら、このクソガキの方がマシだ」

「そうだ、闇黒卿ダークロードは私の物なのだ！」

　回された腕を掴つかみ、プリエラは得意満面に胸を張る。

　レギーナは長い脚あしを組み、つまらなそうに鼻を鳴らす。

「無力が君の力、か。なるほど、末子の特権だな。いや、お子様の特権と言うべきかな？」

「何をぉっ!?」

「だが、私も引くわけにはいかない……妹よ、ケーキをもう一つあげるから、闇黒卿ダークロードを私にくれないか？」

　ズイ、とレギーナは自分にも供されていたケーキの皿をプリエラに押しやる。

「うっ…………」

「…………何な故ぜ迷う？　ケーキ一切れと俺を天てん秤びんにかけるな。大体、あの女は甘い物が苦手らしいから、実質的にタダでお前を釣つろうとしているぞ」

　さすがにケーキ一切れと引ひき換かえは沽こ券けんに関わるため、ルイヤが口を挟む。

「そうなのだ……お姉様からケーキをもらえても、それは一いつ時ときのこと……闇黒卿ダークロードといれば、これからもっといっぱい買ってもらえるのだ!!」

「琉妃、このクソガキにしばらく甘い物を与えるな」

「かしこまりました」

　共に硬かたい表情でルイヤと琉妃は言う。

「何故だ、よいではないか、甘い物がほしいお年とし頃ごろなのだ！」

「黙だまれクソガキ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでプリエラのほっぺたを左右に引きのばすルイヤにつけいる隙すきを感じたのか、レギーナはケーキ作戦に続く知略に出た。

「闇黒卿ダークロードよ、私が君に何の見返りも用意せず、勧かん誘ゆうをすると思ったかね？」

「お前の下について、何か得があるのか？」

「無論だ。私の体を好きにしたまえ」



　はい？



　と、ルイヤと琉妃は口をあんぐり開けて表情を凍いてつかせた。

　プリエラは意味がよくわからず、腕うで組ぐみして首を傾げている。

「あ～～…………何故そこに行き着いた？」

「この前の会談で、妹からは多くを学ばせてもらった。確かに、私には王族として至らぬ点が多々ある。上に立つ者として、やはり自ら体を張るということも必要だろう」

「うん、完全に間違った方向で学習してしまったな。血は繋がっていなくても、妹と結構似ている気がしてきた」

「何か不都合があるのかね？　私とて王族の端はしくれ、時には自らの血を流す覚かく悟ごもある」

「血は流れないと思うが」

「多分流れるのではないか？　私は処女なんだが」

「まさかの下ネタか」

　ルイヤは果てしなく遠い目で抑よく揚ようなくぼやいた。

　本当に似ている姉妹だ。本人が真しん剣けんなだけに、余計に性た質ちが悪い。

「今気づいた。お前、頭よさそうに見えるがバカだろう？」

「何が気に入らない？　私にはそこまで魅み力りよくがないか!?」

「いや、熱くなられても…………」



    

  
    
      　何だか頭痛がしてきた。何故真っ昼間からこんな会話をしているのだろう？

「闇黒卿ダークロードよ、私も処女だぞ!?　お姉様には負けないぞ!?」

　そして乱入するお姫様プリエラ。

　やや老ふけ込んだ感もある無気力な動作で、ルイヤは少女の頭に手を載せる。

「お前に関しては確実にそうだろうな。その歳としで経験豊富だったら、色々と問題だ」

「ところで処女って何なのだ!?」

「……予想通りの返しをありがとう。それは大人になったらわかる。もしくは琉妃に訊きけ」

「私は年ねん齢れい的には問題ないだろう。私ではダメなのか!?」

　結構マジ顔で自分を指差すレギーナ。

　若じやつ干かん女のプライドがかかっているらしい。

「私も頼たのむのだ、お姉様には負けないのだ!!」

「ガラじゃないのはわかっているが、年長者の義務として言わせてもらおう。二人共、もっと自分を大事にしろ」

　懇こん々こんと諭さとすように語るルイヤ。

　人生の悲ひ哀あいを感じさせる言葉だが、王女二人には届かない。

　拒きよ絶ぜつされたと判断したレギーナは、持ち前の頭脳で冷静に敗因を分ぶん析せきする。

「ふむ……やはり私の体が魅力に乏とぼしいか。確かに起き伏ふくに乏しい体型なのは自覚していたが…………」

「それ以前に男のわびさびを理解しろ。やらせる女がいれば、飛びつくと思うなよ」

「でもお姉様は細くてキレイなのだ。私もそういう感じのスタイルになりたいのだ！」

　ルイヤの願いも空むなしく、プリエラは無む邪じや気きに将来への展望を語る。

　憧あこがれを寄せられた姉は、柳りゆう眉びを寄せて物思いに沈しずんでいた。

「ほめられて悪い気はしないが、闇黒卿ダークロードの歓かん心しんを得られなければな…………」

「仕方ないのだ、コイツはああいうムチムチな女が好きなのだ」

「ほう、ムチムチとな？」

　王女二人の視線は共に、静観していたムチムチ、もとい琉妃に向けられた。

　いきなり水を向けられ、琉妃はビクッと身を震ふるわせる。

「確かにムチムチだな。はちきれそうだ。特に胸が」

「そう、ムチムチなのだ。お尻しりとか太ももとかも」

「ムッチムチか…………」

「ムッチムチなのだ…………」

　自分にないものを見せつけられ、王女二人は深刻な顔で首を振ふる。

「お前ら、ホントいいかげんにしておけよ…………」

　ルイヤの右腰こしで、カードケースが展開し、カードを吐はき出す。

　王族とか関係無しに、とりあえずレギーナはここで始末しておいた方がいい気がする。

　しかしそんな剣けん呑のんな気配に気づかず、レギーナはさらにルイヤの好みを分析していく。

「やはり肉感的で経験豊富な方が好みか…………困ったな、私にはないものばかりだ」

「いや、私はそんな経験豊富じゃ…………その、ルイヤ様しか………………」

　もじもじと指先を絡からめ合わせながら、琉妃が呟つぶやく。

　一応王族相手だけに発言には遠えん慮りよしていたが、妙みような誤解を持たれては困る。

「ほう、ということは、初めては闇黒卿ダークロードに？」

「………………まあ」

「できれば感想などを。痛いのかな？　私は体を動かすのも苦手だし、痛いのも嫌いやなのだが…………」

　すでに抱だかれることが前提で尋たずねるレギーナ。

　真ま面じ目めな口調のためか、琉妃もつい初夜の感想を漏もらしてしまう。

「いえ、全然平気というわけじゃないですけど、思ったよりは…………すごくやさしくて、時間をかけてくださったし………………その、一つに、なった後も、すぐに動いたりしないで、落ち着くまで、ギュ～ッとしてくださって………………」

「なるほど…………」

　意味も知らずに頷うなずくプリエラ。レギーナも興味深げだ。

　言うまでもないが、ルイヤは顔をひきつらせている。

「では、一つ私もそういう感じで」

「よろしく頼む！」

　王女二人の申し出を無視し、ルイヤはその闇色の瞳ひとみに怒いかりを灯ともし、琉妃を睨にらむ。

「…………おい」

「だって………………」

　目を逸そらしつつも、甘美な思い出は譲ゆずれない琉妃。

　前門の姫ひめ君ぎみ二人に、後門の下しも僕べ。

　何だこのまったく嬉うれしくないハーレム。

　世界で最も高貴な女難にルイヤが苦く悩のうする最中さなか、救世主が舞まい降おりる。

「モテモテだねぇ、ルイヤ」

　男性のものではあるが、声変わりを感じさせない高く朗ほがらかな声。

　純白のスーツに身を包む美少年は、死侯爵デスマークイスの称しよう号ごうを冠かんする貴族、京夜＝メス・マドグリフ。

　居間と廊ろう下かを繋つなぐドアの傍そばで、木こ漏もれ日びのようにはにかんだ笑顔の花が咲さく。

「やあ」

　その場にいる全ての者の注目を浴びつつ、京夜はルイヤに近づいていく。

「ホント、うらやましいかぎ………………ゲボ、ガヘッ」

　言い終わる前に、常人なら即そく死し確実の蹴けりが顔面に叩たたき込まれ、京夜の顔は陥かん没ぼつした。

　鼻に踵かかとが減めり込み、美少年はそのまま壁かべにぶっ飛ばされる。

「何するんだよ!?　毎度毎度、ボクじゃなかったら死んでるからね!?」

　平然と起き上がる京夜。

　ダメージ皆かい無むのその顔は容よう赦しやなく踏ふみつけられ、少年の頬ほおは床ゆかに押しつけられる。

「何でお前がいる…………？」

　そのまま頭を踏み砕くだくことも辞さない、底冷えする声を出すルイヤ。

「ふっ、ボクがキミの傍にいることに、何か理由がいるのかって話になってくるよね？」

「死ねばいいのに」

「玄げん関かんの鍵かぎが開いていたのさ……無用心だね。もっとも、キミに辿たどり着つくための扉とびらなら、たとえ鋼鉄製でも貫つらぬくけどね」

　無言のまま、ルイヤは踏みつけの力を増した。

　グリグリと踵を押しつけ、文字通り侯こう爵しやくたる貴族を足あし蹴げにする。

　が、京夜は動じない。

「おやおや、不死身で無む痛つう症しようのボクに、せめて屈くつ辱じよくを与あたえて精神的ダメージをという腹づもりかな？　甘いね……ボクはこの体勢にむしろ快感を覚える側のドＭにんげんだ!!…………ってちょっとやめて、カードの端はしを使って仮面を剥はがそうとするのはやめてよ!!　ボク以外の人間だと取れないんだから！」

「安心しろ、皮ひ膚ふごといく」

　刃やいばに変じたカードを使い、ルイヤは無表情のまま手オ術ペに挑いどむ。

　死ねばいいのにっていうかむしろ殺す。

　勃ぼつ発ぱつしたドＳ卿ロードとドＭ侯爵の戦い。

　サクッとカードの端が仮面と皮膚の隙すき間まに刺ささったところで、レギーナが思い出したように語る。

「そういえば死侯爵デスマークイス、ここまでの道案内ご苦労だった。だが、体を武器にするのは失敗だったようだな……うまくいかない」

　その発言が、ルイヤに全ての元げん凶きようを悟さとらせた。

　無言のまま、彼は手に数あま多たのカードを光らせる。

　京夜は何故か不敵な表情で、悪びれずに言う。

「ルイヤ、誤解だよ。別にキミの家を訊かれたから教えたり、プリエラでんかの好きそうなお土産みやげをアドバイスしたり、キミが女好きとか、その他もろもろあることないこと吹ふき込んだりなんか、してないんだからねっ!!」

「死ね!!」

　連続の踏み蹴りが醸かもし出す、憎にくしみのハーモニーがしばし居間にこだました。

　軽く四、五十発蹴ったところでプリエラとレギーナが諫いさめ、ひとまず惨さん劇げきはやんだ。

　一いつ旦たん血まみれになった京夜が《不滅の死面エクスデスマスク》の力で元に戻もどったところで、ルイヤが不ふ機き嫌げんに尋ねる。

「この見た目と頭脳が釣つり合っていないバカ王女へのアドバイスはさておき、何な故ぜ来た？」

「だからボクがキミの傍に…………」

「次それ言ったら殺すぞ」

「べ、別にエリザと夫ふう婦ふ喧げん嘩かなんかしてないし、城から締しめ出されてなんかいないんだからねっ」

「死ねばいいのに」

　万ばん感かんの思いを込めてぼやき、ルイヤは肩かたを落としてうなだれた。

　もう疲つかれた。

　起きたばかりなのに、もう何もかも忘れて眠ねむりたい。

　つーかここから逃にげ出したい。

　白はく皙せきの貴族が真っ白に燃もえ尽つきて押おし黙だまる中、活発な姫君は琉妃のブラウスの布地を引っ張り、自身の腹を押さえる。

「お腹空すいたのだ。ケーキは食べたが、やはりお昼食べないと力が出ないのだ!!」

「そういえばそんな時間ね…………え～～とルイヤ様、その…………皆みな様さまの分も？」

「助かるな。さして路銀はないので、一食浮うくのは財布にやさしい」

　と王女らしからぬ発言のレギーナ。

　京夜の方も、

「あ、いいねそれ。何なら手伝おうか？」

　と、侯爵の威い厳げんゼロで揉もみ手てしながら琉妃に擦すり寄る。

　肝かん心じんのルあイるヤじは現実逃とう避ひをしてぼんやりと天てん井じようを眺ながめ、勝手にしろと言外で告げていた。

　期せずして始まった王族同士の世にもくだらない会談は終わり、新たに会食が始まろうとしている。





「…………で、何があった？」

　昼食を終え、ルイヤと京夜は互たがいに同じソファーの両りよう端はしに座っている。

　琉妃は食事の後片付け、プリエラとレギーナはダイニングキッチンで、何やらルイヤ陥かん落らくのための意見交こう換かん中だ。

　女達から距きよ離りを置き、貴族達は余人の入り込まぬ語らいに移る。

「おや、ボクとエリザの夫婦仲が気になる？」

「それは心の底からどうでもいい」

「実は…………エリザに言われて彼女のブラジャーを外したんだけど、ホックを壊こわしてしまって。基本エリザは自分から脱ぬぐタイプだから、ボク、イマイチ経験少なくて」

「うん、もうホントありえないぐらいどうでもいいっていうかむしろ死ねばいいのに」

「エリザに…………『下へ手たくそ』って言われてさ。わかってるよ？　あくまでブラを外すことだけに限定してであり、夫婦の営いとなみ全ぜん般ぱんじゃないことぐらいは、さ。でもボクの男のプライドはズタボロさ。それって、ベッドの上では絶対に言っちゃいけないことでしょ!?」

　熱く語る京夜。

　そして冷たく返すルイヤ。

「何くだらんことを熱く語っている？　あんなもの、慣れれば誰だれでも外せるだろうに」

「さすが、数多の女性のブラを外してきた男は言うことが違ちがうね？」

「誇ほこれるほど外してないし、そもそもどれだけ外そうが誇れるものでもない」

「それは上じよう手ずに外してきた者の傲ごう慢まんだよ。ボクってやっぱり不器用かなあ」

　京夜は己おのれの小さくて柔やわらかい両手を見つめる。手だけ切きり離はなしてみれば、どう見ても女性、それも可か憐れんな少女の手だ。

「仮面を外したら、指も長くなるしイケるかな？」

「お前の場合、力加減に余計苦労すると思うが」

「背せ伸のびせずに、ありのままのお前でいろってこと？」

「死ねばいいのに。さっさと来た理由を言え」

　おふざけを許さない口調に、京夜もまた真しん剣けんな顔で答える。

「耳貸して」

　メリ、と再び踵が京夜の顔に叩き込まれる。それでも彼は軽かろやかな表情を崩くずさず続けた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、耳元でアーッ！とか大声出さないし」

「子供か」

「キミの耳たぶを軽くカミカミとかしないから」

「それをやったらマジで殺すぞ」

「闇黒卿ダークロードよ、私にも耳を貸してくれ！　私はカミカミしたいのだ！」

「私はねっとりと熱い吐と息いきを吹き込んでみよう。男性は喜ぶのではないかね？」

　いつの間にか、ルイヤの両耳にそれぞれ陣じん取どる王女二人。

　何かもうメンドくさいので、大おお技わざで全てを血祭りにあげることを考え出したとき、隙すきを突ついてそっと京夜が唇くちびるを耳元に近づける。

　やめろ、という前に、唇から言葉は吐はかれた。

　ごくごく短いたった一つの言葉が、ルイヤの表情を凍いてつかせる。

　愕がく然ぜんと京夜を見たとき、もう彼は身を離していた。

　ルイヤに艶えん然ぜんたる微笑ほほえみを向けつつ、彼はこの場にいる全ての者に語りかける。

「今日は皆様をぜひご招待したく参上致いたしました。お昼をごちそうになったお礼もありますし、ぜひいらして頂けないでしょうか？」

「どこに招待してくれるのだ？」

　首を傾かしげながら無む邪じや気きに尋たずねるプリエラ。

　琉妃とレギーナもそれに準じた表情だが、ただ一人ルイヤだけが重い表情だ。

「憩いこいの場ですよ。貸切のようですので、気き兼がねなくお楽しみ頂けるかと思いますが」

「貴族きみたちにとっての憩いの場……何なのかな、それは？」

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを光らせ、レギーナが問う。

　微笑みを崩さず、京夜は告げた。

「貴族の“〝保養地”〟です」



    

  
    
      　第二章　やすらぎの地






「スゴイのだ、景色がどんどん変わってくのだ！」

　窓の外を見ながら、プリエラがはしゃいだ声を上げる。

　確かに彼女が言うように、窓から見る風景は、みるみるうちにその姿を変えていく。

　窓まど枠わくで切り取られた風景は、それこそ瞬まばたきする間に更こう新しんされ、一いつ時ときも固定化されない。

「馬車程度で騒さわぐな、クソガキ」

　相も変わらずプリエラに椅い子す代わりにされているルイヤは、やや不ふ機き嫌げんに旅に沸わき立つ王女をたしなめた。

　が、彼女はまったく動じず、ルイヤの膝ひざの上でピョンピョン飛び跳はね、高こう揚よう感かんを隠かくせない。

「だって、馬車に乗るのも初めてなのだ！　でも、馬車ってみんなこんなに速いのか？」

「普ふ通つうの馬車じゃ、こうはいかないわよ。これは貴族の高速馬車だから…………」

　ルイヤの左ひだり隣どなりの座席に座る琉る妃きが、まだまだ世間知らずの王女に、今乗車している馬車の性能を語る。

「私も詳くわしくは知らないけど、馬に秘密があるみたいね。何か薬を使ったうえに、体にも手を加えているみたい。使い魔まとは、また違うようだけど…………」

「貴族の高速馬車は、生体強化馬の走りがものを言う。その速度に合わせて馬車も設計されている。閉鎖技術バウンドテクノロジーの一種だが、まあ所持者は伯はく爵しやく級以上だな。二台所持しているとは、一応侯こう爵しやくの面めん目もく躍やく如じよと言ったところか。御ぎよ者しやの腕うでもいいようだ。こちらを操縦しているのは……ミナだったな」

　下しも僕べの説明を補強しつつ、ルイヤは馬車を駆かるうら若きメイドを思い出す。

　黒くろ髪かみのショートカットの少女は、可か憐れんなメイド服のまま、屈くつ強きような生体強化馬を鞭むち打うち、馬車を走らせていた。

　車体の揺ゆれが少ないことからも、彼女の技量が窺うかがいしれる。おそらくは、旅のルートも最短かつ高速走行に支障のないものを選んでいることだろう。

　この世界において、馬は貴族や平民を問わず使われる移動手段だが、貴族の高速馬車はその速度ゆえに操縦は困難を極きわめる。事故を防ぐためにも、御者には熟練した腕が求められるが、有能なメイドは難なくこなしていた。

「う～む……馬車でも速いのに、これは本当にスゴイのだ。でも、貴族ばっかりズルイのだ！　皆みんなが乗れたら、もっと速く移動できるのに…………旅とか、行商とかでも便利ではないか？」

「一理あるな。だが、万ばん人にんが利用してしまえば有利性が薄うすれてしまう。あくまでも貴族の特権だからこそ、意味があるのだ、妹よ」

　訳わけ知しり顔で語ったのも、また王女。

　ルイヤと琉妃の向かいに陣取り、本来は二人用の座席の中央に座り、優ゆう雅がに脚あしを組むのは、レギーナ＝シェシェット・マムラハー。

「何な故ぜお前までついてくる？」

　膝でプリエラを遊ばせながら、頬ほお杖づえを突いてルイヤが問う。

　レギーナは両手を広げ、大おお仰ぎような動作で答えた。

「死侯爵デスマークイスに誘さそわれたからだよ。彼が声をかけた者の中には、私も入っていた。何か問題があるかね？」

「せめて馬車は別にしろ。お前は京きよう夜やとエリザの乗っている方に乗れ」

「まあよいではないか、闇黒卿ダークロード。旅は道連れ世は情け。お姉様との語らいも、そう悪いものではあるまい」

「ほう。ところでお前、何故クッキーを食べている？　やった覚えはないぞ？」

「よいではないか、よいではないか」

「闇黒卿ダークロードよ、君の主あるじが納得しているのだから、細かいことは気にするな」

　再び妹を餌え付づけしたレギーナは、勝者の笑みを浮うかべる。すでに妹の扱あつかいを完全にマスターした姉の姿がそこにあった。

「開放的な気分となる旅路の中で、君と私の関係にも変化が出るかもしれない。あ、押おし倒たおすときは一声かけてくれ」

「断言しよう。絶対しない」

　それきりルイヤは押し黙だまり、腕うで組ぐみをして目を閉じ、沈ちん思し黙もつ考こうの姿勢に入る。

　琉妃は主の横顔を見つめつつ、この風変わりな旅路に思いを馳はせた。

　思えば、主が京夜の提案に乗ったところから、何かがおかしかった。

　昨日、京夜が告げた“〝保養地”〟への誘いざない。

　招待に対し、まずはプリエラの疑問が飛んだ。

「“〝保養地”〟って何なのだ？　おいしいのか!?」

　無邪気な質問に対し、答えたのは彼女の姉だった。

「“〝保養地”〟とは、その名の通り貴族が体を休める場所だ。狩しゆ猟りようだったり、舞ぶ踏とう会かいだったり、日々の責務から解放されてやすらぎに身を浸ひたす場所…………というところかな。貴族が別べつ荘そうのような形で所持していることもあれば、複数の貴族が共用で管理していることもある。いずれにせよ、貴族の特権の一つだ。で、何故我々をそこへ？」

「特に何も。日々お疲つかれでしょうし、疲れを癒いやして頂けたらと。王族の宿命は熟知しておりますが、一つ休戦というのは？」

「私はそもそも今妹と争う気はないが、招待に乗るのは──そちらの意向を聞いてからだな」

　レギーナはルイヤとプリエラに目を向ける。

　口火を切ったのは、プリエラだった。

「私は行ってみたいのだ！　面白そうだし、どうせ学校は一週間ぐらい休みだし…………」

　最後の方は、機嫌を窺うように、ルイヤを見上げながら語られた。

　決定権を持つ貴族は、王女の小さな懇こん願がんにも特に興味を示さず、ただ無表情で淡たん々たんと京夜に問う。

「出発は？」

「明日あしたの朝。準備は今日中に。〈黒こく宵しよう街がい〉の南の端はしで落ち合おう」

「俺一人では駄だ目めなのか？」

　主の言葉に、琉妃は耳を疑った。

　すでに行くことは主の中で決まっている。

　だが、何故？

　貴族の特権をそのまま具現化した遊ゆう行こうは、主の好むところではないはずだ。

　いかに親友の誘いとはいえ、わざわざ領地を空あけてまで赴おもむくなど──ありえない。

「キミが望むならそれでもいい。だが、殿でん下かはどうする？」

　京夜の一言に、ルイヤの顔に昏くらい影かげが差す。

　この逡しゆん巡じゆんの理由は、琉妃もわかった。

　ついこの前も、レギーナを首しゆ謀ぼう者しやとする街を巻き込んだ事件があったばかりだ。

　レギーナとは休戦状態にあるとは言え、他の王族やそれに従う貴族が仕し掛かけてくる可能性は充じゆう分ぶんにある。

　彼女を一人にはできない。自分も護衛役としては、少々心もとないだろう。

　だが、そもそも何故領地を留守にするのかという疑問は残る。

　主はしばし時を置いてから、静かに答えた。

「留守は他に任まかせる。俺と琉妃、あとはこのクソガキが行く」

「私も同行しよう。構わないな、死侯爵デスマークイス？」

「ええ。それではお待ちしております」

　同行を望んだ王族レギーナに丁てい重ちように一礼し、京夜はその場を辞した。

　主はその後も何も語らず、館やかたにはただ、旅にはしゃぐプリエラの声がこだまし、琉妃もまた準備に忙ぼう殺さつされ、主の不可解な発言は心の隅すみに追いやった。

　そして翌日、早朝に主は自分とプリエラを引き連れ、約束の場所へ向かった。

　別に声をかけてはいなかったが、レギーナも道の途と中ちゆうで合流した。

　待ち合わせの場所にいたのは、京夜とその妻──そして、付き従うメイド二人と、ペットの豹ひよう一いつ匹ぴき。

「お初にお目にかかります、王女殿下。私わたくし、死侯爵デスマークイスの妻、鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネスことエリザ＝ダーム・マドグリフと申します」

　さすがに王党派の貴族らしく、普ふ段だんの高たか飛び車しやな態度はおくびにも出さず、エリザはプリエラとレギーナに丁重に一礼した。付き従うメイド達もそれに続く。躾しつけが行き届いているのか、ペットの豹ですら、地に平へい伏ふくしていた。

「お招き、痛み入る。どうか楽にしてくれ」

　と、レギーナは無難に返したが、プリエラはある意味初めて見ると言ってもよい、貴族らしい貴族に目を輝かがやかせる。

「おおっ、スゴイ美人なのだ！　大人の魅み力りよくなのだ！」

「あらやだ、殿下ったら…………」

　エリザは顔の前で扇おうぎを振ふって謙けん遜そんする。無論、瞳ひとみは賛辞をさも当たり前のように受け止めていたが。

「死侯爵デスマークイスよ、これがお前の嫁よめか!?」

「ええ、自じ慢まんの妻です」

「ほほう…………果報者だな、お主ぬし」

「もう殿下ったら、そんな本当のこと…………」

　結構本ほん音ねを隠さないエリザ。

　が、無む垢くな王女は踏ふみ込んではいけない領域にあっさり踏み込む。

「けど、性格悪そうなのだ。闇黒卿ダークロードとドおＳなサじイがドわな気がするのだ。お前、大だい丈じよう夫ぶか？　いじめられてないか？　尻しりに敷しかれてないか？」

　一いつ瞬しゆん、場の空気が凍こおった。

　青ざめるメイド達──エリザは笑顔のままだが、額ひたいには青筋が浮かんでいる。

「大丈夫ですよ、殿下。確かに、時には顔面騎き乗じようでリアルに尻に敷かれるというか、窒ちつ息そくするというか、もっと舌を使ってなんて言われながら、さらに押しつけられることも多々ありますが、ボクはそれに喜びを感じる側のドもＭのですから」

　心配そうに顔を覗のぞきこんできたプリエラに、京夜は笑顔で返答する。

　その後ろ襟えりを、エリザが笑顔のままガシッと掴つかむ。

「あなた～～ちょ～～っとこっちに来て」

「どうしたんだいエリザ、そんな笑顔の裏にステキな殺意を込めて？　あれ、何で雌豹ネケヴアも一いつ緒しよなの？」

「いいからぁ～～は・や・く」

　ルイヤを除く全員を総毛立たせる危険な笑顔。

　京夜もまた、ニコニコした笑顔のまま馬車の裏に引きずられていく。

　その後、

「あ、ちょ、やめ！　そこはやめて！　再生するけどやめて！　精神的に痛……あ、ダメ、ヒールは…………あれ、いっちゃう？　ネケヴァさん、そこから喰くらいついちゃう!?」

　などという、悲痛とも被ひ虐ぎやく的な喜びともとれる叫さけびがこだまし、出発は少し遅おくれた。

　数分後、京夜が血ち塗まみれかつネケヴァが頭に齧かじりついた状態で帰き還かんしたことで、ようやく準備は整った。何故か、エリザの顔も晴れ晴れとしている。

「さあ、それでは行きましょう」

「…………う、うむ」

　若じやつ干かん顔を引きつらせつつ、プリエラは頷うなずき、一行は二台の馬車に分かれて乗り──今に至る。

　途と中ちゆう幾いく度どかの休きゆう憩けいを挟はさみつつ、高速馬車は疾しつ走そうを続け、すでに窓から見える風景は夜の闇に塗ぬり込こめられていた。

　プリエラはいつしか穏おだやかな寝ね息いきを立てて眠ねむり出し、レギーナは持参した本に目を通し、己おのれの世界に没ぼつ頭とうしている。

　静かになった車内で、琉妃は隣となりの主に目をやるが、彼は長い脚を組み、ただひたすら沈思黙考の姿勢を崩くずさない。

　そこに、“〝保養地”〟での遊楽を求める貴族の姿勢はかけらも見られなかった。

　いつ“〝保養地”〟に到とう着ちやくするかは気にしているようだが、楽しみにしているというわけでもない。

　少ない会話から、通常の馬を使えば、二、三日はかかる旅路を高速馬車で大分短縮できることは喜んでいるようだが、乗り心地ごこちとエリザの同行には文句を垂れていた。

　だが、そもそもいかに京夜が仲ちゆう介かいしたとしても、主とエリザが共に小旅行に出かけること自体がおかしい。

「どうかしたか？」

「あ、いえ…………」

　いつの間にか、主が顔を覗きこんでいた。心配とまではいかないが、それなりに様子を気にしている素そ振ぶりだ。

「このクソガキは楽しんでいるようだが……お前は不服か？」

「いえ、そんなことは……ただ、その…………領地が多少気になるというか…………」

「問題ないだろう。俺がいなくても、街は回っていく。事前に話はつけておいた」

「それは…………」

　確かに、街を出る前に各ギルドや有力者にはその旨むねを伝えていた。

　主が〈黒こく宵しよう街がい〉の最高権力者であることは疑いがないが、彼が強権を振るうことはまずない。時折「お伺うかがい」を立てられることはあるが、基本は領民の自治に任せ、必要なときのみ介かい入にゆうする──それが彼の施し政せいだ。

　だが、主は同時に貴族の権けん威いが領地を支ささえていることも自覚している。

　極論すれば、彼はただ領地に君臨するだけでその存在に意味を持つ。

　なのに離はなれた──しかも、彼らしからぬ、貴族らしい理由で。

「あの……プリエラあのこのためなら、彼女だけ行かせればよかったのでは？　王党派の京夜様なら、預けてもご安心かと…………」

「誰だれがあのクソガキのためだけに動くか。野や暮ぼ用でな。“〝保養地”〟に寄るのは……まあ、ついでか？」

「ついでって…………じゃあ、何な故ぜ私も？」

「たまには骨休めでもしろ」

「え…………？」

　何気なく吐はかれた言葉。

　真意を問おうとしたとき、レギーナが外の様子を窺いながら呟つぶやく。

「着いたようだな」

　気がつけば、馬車は止まっていた。

　京夜達を乗せた馬車も同様に停車しており、旅の終わりが来たことを告げる。

　御ぎよ者しや台だいからミナが降り、中の面々に外へ出るよう促うながす。

「長旅、お疲れ様です。到とう着ちやく致いたしました。さあ、こちらへ」

　ミナに促され、一行は“〝保養地”〟へと降り立つ。

　窓の景色から察していたが、馬車が止まったのは鬱うつ蒼そうとした森林地帯で、一行の宿たる建物も、木々に囲まれていた。

　訪れる貴族に備えてか、道は舗ほ装そうされており、自然の面おも影かげを残しつつも、すごしやすいように人の手が入っている。

「ほほう、中々大きいのだ」

　眼前に聳そびえる広大な屋や敷しきに、眠りから覚めたプリエラは感心したように頷く。

　三階建てで、大きさは「城」と呼べるレベルではないが、それでも彼女が暮らす館よりははるかに大きく、貴族らしい建物と言える。

“〝保養地”〟として、領地を離れ歓かん楽らくに身を委ゆだねる貴族の宿しゆく泊はく所としては、手て頃ごろな物件だろう。

　客人を迎むかえるためか、全ての部屋には灯あかりが灯ともされ、窓から放たれる光が、森林に囲まれた周囲を照らしている。

「ようこそお越こしくださいました」

　イルミネーションを背に、それを演出したであろう女性が深々と頭を下げる。

「出で迎むかえご苦労。“〝保養地”〟の『管理人』か？」

「はい。マドグリフ侯こう爵しやく夫妻、そして闇黒卿ダークロード様。お待ちしておりました」

　顔を上げた女性は、古風なメイド服に身を包んでいた。スカートの丈たけも長く、配色もかなり地味だ。ミナやルーシーの纏まとう、仕事着の機能性を追求しつつもデザイン性を強調したものとは違ちがい、ある意味で正統とも言える、純然たる「メイド」の姿がそこにあった。

　女性の実じつ年ねん齢れいはまだ二は十た歳ち前後とも思えるが、シニョンにまとめた後うしろ髪がみと目線を覆おおい隠かくすように垂らされた前髪、そして分厚いレンズの眼鏡めがねが、彼女をひどく年上に見せていた。

「私わたくし、当“〝保養地”〟の管理人の、フィリア・エルマーナと申します。以後、お見知りおきを。さあ、どうぞ中へ。ささやかながら、歓かん待たいのご用意が整っております」

　丁てい寧ねいではあるが、ひどく事務的、己を殺し、あくまでも仕事に徹てつするプロの姿勢を見せ、メイドは一行を屋敷の中へと誘いざなう。

「うむ、苦しゅうない！」

　夜でも元気のいいプリエラを始めとして、一行は屋敷の門をくぐっていく。

　だが、本来は一行を率ひきいるべき二人の貴族、ルイヤと京夜は女達を先に行かせ、小声で囁ささやきあう。

「かすかに潮しおの香かおりがする…………海が近いな」

「ああ、歩けばすぐに海岸だ。何か問題が？」

「数日前、家から、妙みような光がこの辺りに飛び散っているのを見た。実際に来たおかげで、場所がほぼこの辺りだったことに、確信が持てた」

「それはそれは。まさか……すぐ動く気かい？　疲つかれているとは思わないが、明日あしたにしよう。殿でん下かや、琉妃ちゃんもいるだろう？」

　京夜の提案に、ルイヤはかすかに目を細める。

　しばしの沈ちん黙もくの後のち、彼は妥だ協きよう案を提示した。

　繊せん細さいな指先が、右腰こしで展開したカードケースから、一枚のカードを引ひき抜ぬく。

　ナンバー──《獅子王レグルス》。

「今夜は、使コいイ魔ツに辺りを探さぐらせる。何か異常があれば、琉妃達アイツらが寝ね静しずまった後にでも動く」

「…………仕事熱心、だね」

「………………」

　肩かたを竦すくめる京夜の傍そばで、カードから漆しつ黒こくの獅し子しが飛び出る。

「行け」

　という主の一言で、巨きよ躯くを躍おどらせ、百ひやく獣じゆうの王は夜の帳とばりに身を浸ひたしていく。

「いかがなさいましたか？」

　動かない主しゆ賓ひん二人に対し、フィリアが怪け訝げんな顔で声をかける。

「何でもない。しばらく厄やつ介かいになる」

「ヨロシク」

　それまでのやりとりの余よ韻いんを欠片かけらも残さず、黒こく白びやくの貴族は屋敷の門をくぐった。





「おお～～～おいしそうなのだ！　いただきま～～す!!」

　食しよく欲よく旺おう盛せいな王女の掛かけ声を合図に、やや遅おそめの夕食が始まった。

　一行は屋敷の広間に通され、それぞれディナーテーブルにつき、フィリアが作ったであろう料理に舌した鼓つづみを打つ。

　琉妃、ミナ、ルーシーは共に給仕の手伝いをフィリアに願い出たが、“〝保養地”〟での貴族の接待は全て管理人の仕事と固辞され、それぞれの主の意向もあり、共に食しよく卓たくを囲んでいた。

　宴うたげ、とまではいかないが、大人数だけに料理の品数は多かった。

　コース料理の形式は取らず、この近辺の特産品とおぼしき肉や魚、野菜を使用した料理が供され、長大なディナーテーブルを埋うめ尽つくしていく。

　長旅というほどでもないが、長時間の移動が堪こたえたせいもあり、少食のルイヤを除けば、全員の食は進んでいく。

　が、不満を漏もらす者が一人。

「しっかし、垢あか抜ぬけない料理ねぇ。これが郷土料理というものかしら？　味は悪くないけれど、品ひんが足りないわ」

　ナイフとフォークを優ゆう雅がに駆かりながら、エリザが大おお仰ぎように首を振ふる。

　確かに、侯爵級の貴族が歓待で供される料理としては、やや華はなやかさが足りない食卓かもしれない。ご馳ち走そうには違いないが、どこか家庭的というか、庶しよ民みん的な雰ふん囲い気きが漂ただよう。

「せめて前菜オードブルは新しん鮮せんな海産物を味わいたかったのだけれど、ね。それがこの地域の売りだとも聞いていたわ。事前に申し伝えたはずよ？」

　上品にナイフとフォークを繰くりながら、エリザが眉まゆをひそめる。

　彼女の指し摘てきする通り、並ぶ皿は全て火を通した料理だ。味はさておき、海産物の醍だい醐ご味みを味わうには少々物足りない。

「申し訳ありません。ここのところ、近きん隣りんの海は不漁でございまして。加えて、この“〝保養地”〟に、侯爵のような高位な方々がいらっしゃるのは初めてのことですので、不調法はお許しください」

　エリザのグラスに赤ワインを注つぎながら、フィリアが頭こうべを垂れる。

　ワインの香りを楽しみながら、驕きよう慢まんな淑しゆく女じよは冷ややかに言う。

「もてなしの基本は、全てを相手に合わせることよ。後で私の下しも僕べに教えでも乞こいなさいな」

「だが、お前の旦だん那なは満足しきってるぞ」

　テーブルの隅すみでボソッと呟くルイヤ。

　皆みんなの視線は、侯爵たる美少年に集中する。

「おいしい、おいしい。いや～～こういうの大好きなんだよね。このコロカシア芋いもの甘あま煮にとかサイコ～～。これだけでパン三斤きんはいける」

　その場の料理でも最も庶民的、実際に地域を問わず平民の間で親しまれる一品に、死侯爵デスマークイスはご満まん悦えつだ。

　無論、夫と対照的に、エリザの顔は引きつっている。

「お前、昔からこういうの大好物だよな。安い宿屋とかで出される『おばちゃんの手料理』的な物を、目を輝かがやかせて食ってたし」

「うん。気取った料理とかより、そういうのが百倍好き」

「じゃあ、結けつ婚こん後は大変だろう？　ミナとルーシーの料理の腕うで前まえは知っているが、どうせエリザの好みに合わせた、無む駄だにお高くとまった高級料理だろうし」

「そうなんだよね～～ホント、もう屋や台たいとかで売ってるものでいいのに。おいしいんだけど、満たされない。むしろ二人が食べてる賄まかない飯めし的なものに憧あこがれてる今日この頃ごろ」

　溜ため息いき交まじりに、心底無念そうに語る京夜。

　妻から離はなれた〈王都〉での療りよう養よう期間がある分、まだまだ幸せな新しん婚こん生活なはずなのに、胃い袋ぶくろだけは満たされない。

「どうしようミナ…………前々から思ってたけど、旦那様、かなりやっすい舌よ。いくら私達が奥様付きの下しも僕べだからって言っても、少し献こん立だて変えた方がいいかな？」

「でも、奥様高級嗜し好こうだから…………さすがに二パターン作るのは手間がかかるし」

　ヒソヒソと囁かれるメイド会議。

　高い物しか口にできない女主人と、やっすい舌の入いり婿むこ、果たしてどちらを優先すべきか？

　難題が勃ぼつ発ぱつする中、京夜は笑顔で追い求め続けた味を楽しみ、エリザは顔を引きつらせながら、持っているグラスを破は砕さい寸前まで握にぎり締しめる。

　食の不ふ一いつ致ちが露あらわになった友人夫婦に、白はく皙せきの貴族は愉たのしげに会話を振る。

「京夜、嫁よめの嗜好が不満なら、自分で作ったらどうだ？　地味に料理は得意だろう？」

「いやぁ～～エリザが厨ちゆう房ぼうに立たせてくれなくて。男の仕事じゃないとか言って」

「では、ベタに嫁の手料理とかはどうだ？　さすがに凝こった物は作れないのは当然としても、何でもうまく感じるだろう？」

　貴族としてはさておき、夫婦としては珍めずらしくない提案。

　が、京夜は笑顔で否定する。

「な～に言ってんだよ、ルイヤ。エリザが料理なんてできるわけないじゃない。顔と体は最高でも、生活能力ゼロだもん。ゆで卵すら無理だって。もう世界一エプロンの似合わない女だからね。それゆえに、基本ガーターベルト着用で、他にも様々なエロコスチュームでボクを愉しませてくれるけど、定番の裸はだかエプロンだけはしないからね。そりゃあそうだよ、だってシチュエーションが現実と乖かい離りしすぎてて、やってしまったら、ホントにただの裸エプロンのための裸エプロンであって、そこに感動は生まれないから!!」

　男のロマンに対するこだわりを熱く語ったとき、情じよう炎えんをたぎらせた妻は、席を立って夫の首根っこを掴つかんだ。

「あなた、ちょぉ～～っとこっちに来て」

「どうしたんだいエリザ、そんなステキな殺意を秘めた笑顔で？　あれ、ネケヴァも一いつ緒しよだね。何で舌なめずりしてるの？」

　そのまま嫁に部屋の外へ引きずられていく京夜。

　呻うめき声と蹴けり音、そしてかすかに響ひびく咀そ嚼しやく音に、その場のメンバーは彼の運命を悟さとった。

「…………結婚って、大変なのだな」

　男女の真理を悟ったプリエラは、神しん妙みような顔で頷うなずく。

「確かに…………食の不一致は大きな問題に発展するらしい。その点、私達は気が合うとは思わんかね？」

　妹に同調したレギーナは、ルイヤに意味ありげな流し目を送る。ある意味、婉えん曲きよく的な求きゆう婚こんとも取れる発言だが、ルイヤはにべなく否定した。

「個人的には、性の不一致の方が問題だと思うがな。そして、俺はお前にまったくそそられない」

「これは手て厳きびしい。しかし、貴族と王族に関しては、結婚や恋れん愛あいを禁じる掟おきてはない。有力な貴族と手を結ぶためには、私とて寝技を駆く使しする必要は理解しているが？」

「もっぱら、かける方が好みだ」

「妾めかけも容認しようか？　性せい欲よくはそちらに任まかせ、私達はより世界に対する対話を深めよう」

　役割分担に関する提案には、琉妃も組み込まれていた。

　一いつ瞬しゆん、琉妃の表情に暗い翳かげが差すが、気づく者はいない。

「う～～待つのだ、闇黒卿ダークロードは私のなのだ！　渡わたさないのだ!!」

「管理人よ、食事は中々だった。できれば、食後のお茶などを。そして妹には、何か甘い物を」

「おおっ、苦しゅうない！」

　プリエラ、姉の知略に三度陥かん落らく。

　ほどなくして、軽いデザートと食後の飲み物がフィリアの手で運ばれ、くつろいだ歓かん談だんの時間が始まった。

　プリエラとレギーナ、琉妃とルーシー、ミナ──女性陣じんはとりとめのない話に興じているが、その場で唯ゆい一いつの男性であるルイヤは、ただ供されたコーヒーを啜すすっている。

　話し相手がいない……というのではなく、この食事の席そのものに興味がない様子だった。

　あくまでも何かを待つ時間潰つぶし──少なくとも、隣となりの琉妃にはそう見えた。

　そして、ようやく彼が興味を示す存在が広間を訪れた。

「あら…………レグルス？」

「おおっ、レグレグではないか！」

　琉妃とプリエラは共に声をあげ、ルイヤの忠実な使い魔まを出で迎むかえた。

　いかに使い魔とはいえ、本来は貴族の食卓に同席するのは無礼に当たる。獣けものでも、いや、獣だからこそ、その手の作法は徹てつ底てい的てきに仕込まれているはずだが、レグルスはまっすぐルイヤの下もとへ向かい、何かを伝えるように首を上下に動かす。

「首しゆ尾びは？」

　主あるじの問いに、レグルスは首を上下に振る。

　それだけが使い魔の報告であり、それだけでルイヤは使い魔の成果を悟った。

「やはり出向くか」

　呟つぶやきに、まったく事情の呑のみ込めない女性陣は首を傾かしげる。

　そのとき、広間に侯こう爵しやく夫妻が帰き還かんした。

　エリザはいつもの如ごとく貴族然とした優雅な立ち振ふる舞まいだが、その後ろに続く夫は、何な故ぜか泣きじゃくっている。その身に着ける王威の封具インペリアルギフトの効力ゆえに、傷きず痕あとこそ残っていないが、地味に心はズタボロだった。

「ううっ、ドメスティックバイオレンス…………」

「黙らっしゃい…………って、あら、何故こんなところに下げ賤せんな使い魔が？　主に似て、礼れい儀ぎを知らないようね。うちのネケヴァとは大おお違ちがい」

　嘲あざけりを隠かくさないエリザ。

　が、レグルスはまったく気にせずつかつかとネケヴァの下へ歩み寄り、小さく頭を下げる。

　──ちっす、ネケヴァさん。お久しぶりっす。

　──あら、久しぶりねボーヤ。最近どう？

　ネケヴァもまた、気心の知れた様子で頷き、顔を近づける。

　──相変わらずっスよ。ご主人、マジ使い魔使い荒あらいし。琉妃あねさんも完全に俺のこと下に見てるし。マジ。王女さんだけがやすらぎっス。

　──あらそう。アンタも大変ねぇ。ま、何かあったら言ってきなさいな。

　──あざーす。

「何か、二人共仲良い感じなのだ」

「ペットは主人と違ちがって、寛かん容ようなんだろう。お前も見習え、エリザ」

　そう言い捨すて、ルイヤは席から立ち上がった。

「あ、どちらへ…………？」

　琉妃が尋たずねるが、ルイヤは同行不要とばかりに突つき放はなすように言う。

「散歩だ。少し外の風に当たってくる。うっとうしい相手との食事は、息が詰つまる」

「こっちの台詞せりふよ。ようやく視界からゴミが消えて、せいせいするわ」

　互たがいに悪あく罵ばを言い合い、ルイヤは広間から出た。途と中ちゆう、京夜に顎あごをしゃくり、共に出て行くよう促うながす。

　京夜も軽かる口くちを叩たたかずに頷き、黒白の貴族は連れ立って屋や敷しきを出た。

　奇き妙みようなことに、エリザはそれを一切止めようとせず、フンと鼻を鳴らして、席に戻もどる。

　男達は消え、食しよく卓たくに残された女達は、今こ宵よい催もよおされた奇妙な食事の意味に思いを馳はせた。

　困こん惑わくが支配する広間の中で、一人、エリザのみが静せい謐ひつな表情で紅茶を啜っていた。





「いいのかい、あんな出てき方で？　琉妃ちゃん心配するよ？」

「放っておけ。片づいたら話す」

　心配そうな京夜を尻しり目めに、ルイヤはためらわず夜道を進む。

〈黒こく宵しよう街がい〉と異なり、道を照らす外灯など一つもないが、その闇色の瞳ひとみは迷うことなく行き先を捉とらえ、足取りを停てい滞たいさせない。

　連れ立って歩く二人は、森林地帯を越こえ、保養地とほぼ隣りん接せつする村に入った。

　事前の情報から、小さな漁村の類たぐいで、人口も少ないことはわかっている。漁業の収入と共に、“〝保養地”〟を訪れる貴族が落としていく金を収入源に細々と生き繋つないでいる──そんなどこにでもある、小さな村だ。

「領主はいるのか？」

「一応、ね。だが居きよ城じようはこの村にはない。領地の端はしの端、なくなったところでどうでもいいらしい。ゆえに、異常に気づかず、僕らにお鉢はちが回ってきたというところだね。にしても…………」

　二人が目にしているのは、あまりにも静かで人ひと気けのない「村」だった。

　歓かん楽らく街がいならいざ知らず、娯ご楽らくの少ない漁村ならば、皆みんな眠ねむりにつくのは早いことだろう。

　朝の仕事のため、この時間帯ならばまず寝ね静しずまり、灯あかりも消す。

　だが、それを考こう慮りよしても、静かすぎる。

　灯りは皆かい無む、人の気配もまったくしない。

　何よりも、死侯爵デスマークイスの称号なを持つ貴族には、看過できない現象があった。

「……死し臭しゆうがする」

　京夜は村内へ立ち入り、注意深く辺あたりの様子を窺うかがう。

　途中、目に入った一軒の民家の前に立ち、軽く安い作りの木製のドアをノックする。

　返答は無し。

「失礼」

　詫わびと共に、少年の手で髑髏どくろの飾かざりをつけたステッキが閃ひらめいた。

　内部に仕込まれた刃やいばが展開され、仕し込こみ杖づえは木製のドアを数枚の木片に分割する。

　開け放たれたドアから、京夜は屋おく内ないに入った。

　粗そ末まつな平屋の中にいるのは、子供二人と──その親とおぼしき男女。

　ベッドで就しゆう寝しん中の彼らは、突とつ然ぜんの侵しん入にゆうにもまったく反応しない。

　京夜は子供の一人に近づき、その脈を取る。瞳どう孔こうの状態も確認し、どこか悲しげに首を振ふる。

　ドアの傍そばに佇たたずんでいたルイヤが、静かに尋ねた。

「死んでいるのか？」

「ああ。家族全て、ね。外傷はない。状じよう況きようから見て、流は行やり病やまいの線もない。ある日、突とつ発ぱつ的な『死』が彼らを襲おそった。苦しんで──彼らは死んだ」

　死を司つかさどる貴族の瞳は、死の間ま際ぎわの苦く悶もんをまざまざと想像させる死体の表情に向けられていた。

　皆みんな胸を押さえ、嘔おう吐との痕こん跡せきが見える。

　かといって、食中毒が原因ではなさそうだった。部屋の状態から見ても、食事は終え、就寝中に何かが起こった──そう判断できる。

　京夜は無言のまま民家を出た。

　ルイヤと共に周囲に目をやるが、村の静けさが、先ほどまでとはまったく別の意味を持っている。

「村人全員……死んだのか？」

「おそらくね。どこの家の中に入っても、同じような死体が見つかるだけだろう。少し歩けば、きっと道みち端ばたで行いき倒だおれている死体も見つかる」

　淡たん々たんと語る京夜の表情に、いつもの軽かろやかさはなかった。

「死」を語るとき、この貴族は常に寂せき寥りようを湛たたえる。

「住民全てが殺された、か。目的は？」

「さあ…………金品の強ごう奪だつの線はないだろう。そもそも、荒あらされた形けい跡せきもないしね。では、殺すこと自体が目的の、快楽殺人なのか？　それも違う。侵入の形跡自体もない。殺人者は、殺した人間を見てはいない。『死』は全て遠えん隔かくで行われた。傷つきもせず、死と直面もせず、ただ撒まき散ちらされた」

　京夜の口調に、感情の色は見えない。

　ただ事務的に「死」を分ぶん析せきしている。

　それでも、ルイヤは気づいた。

「死」への畏い敬けいのまったく感じられない、この無機質な大量殺人に、死侯爵デスマークイスが怒いかりを覚えていることに。

「俺は先日、この近辺に光の粉が降ふるのを見た。それなりに綺き麗れいな光景だったが、ここの領民にとっては、地じ獄ごくへの呼び水だったようだな」

「おそらく、それは毒。人をあっさりと死に至らしめ、自分は一切手を汚よごさなくて済む、とても便利で、とても無ぶ粋すいで、とても身勝手な殺し」

「領地は貴族のもの。互いに不ふ干かん渉しよう──それが原則。ゆえに、無む辜この民たみが何者かに殺されれば、領主は立たねばならない」

「しかしながら領主が多た忙ぼう、あるいは領地の地理的・政治的な問題で領主自みずからが動けぬ場合──陛下が乗り出す。だからこそ、ボクらは“〝保こ養の地ち”〟へやってきた」

　使命を語り合い、黒白の貴族は後ろを振り返る。

　共に厳きびしい顔で、闇やみに向かって、そこに潜ひそむ者に言い放つ。



「「出て来い」」







　夜よ更ふけを迎え、うら若き王女は、すでに眠ねむりについていた。

「闇黒卿ダークロードが帰ってくるまで起きてるのだ!!」



    

  
    
      　と言った数分後にはあっさり眠りに落ち、すやすやと、見る者全ての顔を綻ほころばせるかわいい寝ね顔がおをしている。

　唯ゆい一いつ欠点があるとすれば──枕まくらが自分の膝ひざであること。

「…………まったく」

　自分の膝で寝ね息いきを立てるプリエラに、琉妃は軽く肩かたを竦すくめた。

　うつらうつらしだした頃ころから寝しん室しつに行けと言ったのに、結局この場で寝てしまった。

　今二人がいるのは、それぞれが与あたえられた寝室とは異なる、小さな客間だった。

　上質のソファーと壁かべ際ぎわにある酒さか棚だなが印象的で、いわゆるホームバーに近い作りの部屋だ。宿しゆく泊はくする貴族に酒を供するための場所なのだろう。

　ルイヤを待つために、ひとまずこの部屋に落ち着いたが──どうにも耐たえ難がたい欠点が一つ。

　思いっきり──空気が重い。

　その場には、エリザも同席していた。

　フィリアは遠ざけ、ミナとルーシーに酌しやくをさせている。すでにワインを二本空あけ、表情からも多少酔よっていることが見てとれた。

　当然ながら、会話はない。

　典型的な貴族とも言えるエリザにとって、単なる下しも僕べ、しかもいけ好かない青年貴族の性せい欲よく処理の下しも僕べなど、まず会話の成立しない相手だろう。

　それはわかるのだが──無言のプレッシャーがとにかく辛つらい。

　プリエラも寝たことだし、それを口実に部屋を出ようとも思うが…………何か、因いん縁ねんをつけられそうな予感というか、確信がする。

　時折視線でレギーナに助けを求めるが、あちらは一人用のソファーで無表情に本を読みつつ、ブランデーを数滴てき垂らしたコーヒーを啜すすっている。

　沈ちん黙もくがまったく苦にならず、空気もあえて読まないところは、ある意味王族の図太さなのかもしれない。

　が、琉妃には無理だ。

　徐じよ々じよに空気が張はり詰つめ、胸の中のもやもやしたものが喉のどから這はい上がってくる。

　それが限界を迎え、エリザに向けて放たれようとしたとき、意外にも向こうから声をかけてきた。

「言いたいことがあるなら、言ったらどう？」

　ワイングラスを傾かたむけながら、エリザは傲ごう然ぜんと言い放つ。

　琉妃は一いつ瞬しゆん虚きよを突つかれたが、すぐに視線を逸そらして、心とは裏腹な言葉を口にする。

「私は何も…………遅おそいですね、お二人とも」

「下へ手たな嘘うそはおよしなさいな。いいわよ、ヒマなんだから、話し相手ぐらい、なってあげる。何が気になってるのかしら？」

　酔いのせいか、若じやつ干かん絡からむような口調だった。

　むしろ相手にしない方がまずいと考え、琉妃はとりあえず前々から気になっていたことを尋たずねる。

「ルイヤ様のこと…………お嫌きらいですか？」

「大っキライよ。出会ったときから、いけ好かない男だったわ」

「お付き合い……長いんですね」

「はっ、別に付き合いなんてないわよ。まあ、面識ができたのは夫より先だけれど……誤解しないでちょうだい、あの男が私と主人の仲を取り持ったなんてこと、全然ないから。私達は出会うべくして出会って結ばれた。あんな男はまったく関係ないわ。いてもいなくても一いつ緒しよ。いえ、いなければよかったのに」

「はあ…………」

　京夜より先に出会っていたのは意外だった。

　あくまで夫の友人としての関係かと思ったが、多少因縁めいたものがあるらしい。

　まあ、仮にも夫を斃たおした男を好きになれるはずがないだろう。

　もし勝敗が逆で、自分がルイヤを失ったとしたら、絶対に京夜を許せない。

「あなたも、よくあんな男に仕つかえてるわねぇ。大変でしょうに。女なんて、ただの道具としか、考えてないわよ、あの男」

「………………」

「でも、あなたは気に入られてるみたいね。長く傍そばにおいて、何度も抱だくなんて。よほどあなたの肢体からだにご執しゆう心しんなのかしら？」

　からかうようにエリザが言う。

　本心ではあるだろうが、完全に絡み酒の状態になってきた。

「奥様、飲みすぎですよ？」

「これぐらいでおやめになられた方がよろしいかと。旦だん那な様も心配されます」

　ルーシーとミナの諫いさめを、驕きよう慢まんな女主人は物もの憂うげに手を振って制する。

「この一いつ杯ぱいで終わるわよ。それで、もう質問は終わりかしら？」

「あと一つ……よろしいですか？」

「何かしら？」

「ルイヤ様はどうしてこの“〝保養地”〟に？　京夜様がご一緒とはいえ、いつもなら考えられない…………あなた様も、ルイヤ様とご一緒では、楽しめないでしょうに」

　いささか皮肉交まじりの発言だが、エリザは笑みを浮かべた。

「あら……ここに来た理由、聞いていないのね。まあ、あの男らしいわ。心配をかけまいとしているのか、単に足手まといと考えたのかは知らないけど」

「どういうことです？」

「ここに来たのは仕事よ。この“〝保養地”〟のすぐ傍そばの領地で、異変があった。本来ならば領主が動くところだけれど、様々な事情から、陛下は私の夫に命を下された。ああ、ついでに、あの男にもね」

「陛下が……？　どういうことです!?」

「そのままの意味よ。“〝王”〟が臣下に命令を下して、何が悪いのかしら？」

　おどけたふうにエリザは言う。

　確かにその通りではあるが……しかし、こと自分の主だけには、その原則は通用しない。

「でも…………ルイヤ様は…………」

「私も知りたいな。あの闇黒卿ダークロードが、陛下にやすやすと膝を屈くつするとは思えん」

　それまで静観していたレギーナが口を開く。

　一人用のソファーから離はなれ、琉妃の傍に座り直し、彼女はエリザを真正面から見み据すえる。

「闇黒卿ダークロードの称しよう号ごうが持つ意味については、私も多少調べた。貴族とは、皆みんなそれぞれ“〝王”〟の治世において役割を持つ。それは称号と共に、代々受うけ継つがれていくものだ」

「よくご存知で。さすがは殿でん下か」

「見みえ透すいた世辞はいらん。私が知りたいのは、真実だ。闇黒卿ダークロード本来の役目──それは、反逆した貴族を始末すること。いわば、貴族に対する断罪者。違ちがうかね？」

「………………！」

　琉妃は思わず息を呑のむ。

　主から、そんな話は聞いたことがない。

　知られざる闇黒卿ダークロードの真実の一いつ端たんが、今この場で明かされようとしている。

「闇黒卿ダークロードの戦せん闘とうに突とつ出しゆつした力……それも、対貴族用に練ねり込まれた力を見れば、自おのずと想像はつく。彼の《禁忌の断章アスルデツキ》がいい例だ。彼の『卿ロード』という位も、それで説明がつく。貴族には違いないが、爵しやく位いの枠わく外がいにある存在。かといって、低位の貴族ではありえない力──それはすなわち、通常の貴族の序列から外れた存在。いわば、“〝王”〟の子こ飼がいである腹心たる存在。当然だな、貴族を斃す貴族を御ぎよするのは、“〝王”〟以外にありえない」

　自身の結論に絶対の自信を持ち、レギーナは断言する。

　エリザは微笑したままそれを聞き、どこか満足げに頷うなずく。

「ご明察……と申し上げておきましょう。もっとも、私もあくまで王党派の古い伝承と、夫から聞いただけですけれども」

「皮肉なものだな、ある意味で最も“〝王”〟に近く、その直属と呼べる貴族が反逆者に転じたとは。だが、何な故ぜ今さら“〝王”〟の命を受ける？」

　再び持ち上がる疑問──それに答えたのは、エリザではなかった。

「陛下に近づく、ため…………」

　琉妃の呟つぶやきに、レギーナは柳りゆう眉びを寄せる、確信のこもったその一言は、下しも僕べの戯ざれ言ごとと切り捨すてられるものではなかった。

「……どういうことだ？」

「陛下直じき々じきのご命令ならば、その分陛下に近づける。仮にお言葉や褒ほう美びを賜たまわれるのなら、〈王都〉にも招かれる。だからこそ、かつて京夜様とも戦った。矛む盾じゆんしていても、あの人は、先代のために…………！」

　琉妃の声には、悲痛なものが交じっていた。

　今なお復ふく讐しゆうに燃える主につき従いたいという気持ちと、それに相反する──止めたいと思う気持ちとが。

「それだけじゃ半分よ。陛下の命を受ける理由はもう一つ……もっと単純に考えなさい」

「「………………？」」

　琉妃とレギーナは顔を見合わせ、共に答えを考える。

　が、答えは出ない。

　弄いらうように、エリザはシンプルな答えを口にした。

「簡単よ、そんなの。あの男は貴族がキライ。でも、無む節せつ操そうに暴れたりはしない。でも、相手が悪い貴族なら？　たとえ命令を下す陛か下たが気にくわなくても、その命令そのものが正当であるならば、動く理由には充じゆう分ぶんではなくて？」

「悪い…………貴族とは？」

　腕うで組ぐみをしながらレギーナが訊きくと、エリザは愉たのしげな微笑を浮うかべて答えた。

「そうですわね…………たとえば、一つの村の領民を、皆みな殺ごろしにする貴族とか？」





「来ないなら、こちらから行く」

　右腰こしのカードケースを展開させつつ、ルイヤはゆっくりと夜道を進む。

　すでに闇やみの中に蠢うごめく人ひと影かげは捉とらえている。

　体格は、意外に小こ柄がら。おそらくは……女か？

　いずれにせよ、蹴けり殺す。

　それで終わる。

　指先を《闇黒卿ダークロード》と《暴力フオース》のカードに伸のばす。

　その瞬しゆん間かん、向こうからこちらへ駆かけてきた！

「いい度ど胸きようだ」

　迎むかえ撃うつルイヤ。

　タイミングを合わせて、上段回し蹴りでそのまま顔を砕くだく。

　相手は策もなく突っ込んでくる──外しはしない。

（………………!?）

　蹴りを放つ寸前、相手の唇くちびるが尖とがった。

　ヒュッ、と鋭するどい音と共に放たれる息吹いぶき。

　本来無色透とう明めいのはずのそれは、薄うすい緑色の色しき彩さいを帯びていた。ルイヤの瞳ひとみは、闇夜でもその色を認識できる。

　吐と息いきはすぐさま大気に溶とけ込み、色を失った。

　反射的に、ルイヤは口元を押さえ、後ずさった。

　両目に突とつ如じよ痛みが生じ、喉の奥がひりつく。

　この症しよう状じよう、これは──

「毒、か…………？」

「当たりよ」

　傲ごう慢まんで憎にくしみに満ちた声が答えた。吐息のみでルイヤを後退させた女性は、にんまりと笑い、胸を張る。

　痩やせ型で小柄な立ち姿は、まだ少女と呼べる年ねん齢れいだった。

　だが、全身から滲にじみ出るどこか退たい廃はい的でやさぐれた印象は、彼女の歩んだ苛か烈れつな人生を想像させる。ボブカットヘアの勝ち気で典てん雅がな顔立ちには年とし頃ごろの快活さはまったく感じられない。

　華か美びな装よそおいを排はいし、活動的なシャツとホットパンツ姿に、今となっては本来の用よう途とを知る者はおらず、名めい称しようすらほぼ知る者のいない装備、「弾だん薬やくベルト」を上半身に纏まとった姿は、戦いくさ乙おと女めそのものだった。

　ベルトに込められるのは、かつての世界の遺物「銃じゆう」に用もちいられる「弾だん丸がん」ではなく、コルクで栓せんをされた数あま多たの試験管。

　その中身は、今の攻こう防ぼうだけで想像がついた。

「遠えん慮りよせず来たら？　死ぬけどね」

　嘲あざけりと自信を隠かくさず、女は首を振ふり、どこか悩なやましげな動作で吐息を周囲に撒まき散ちらす。

　四散する薄い緑の吐息は、毒の華はな。

　かぐわしき吐息を認識したとき、辺りには死体の山が築かれる。

「領民を殺したのは、お前か？」

「そうよ。何か問題でも？」

「外れとはいえ、ここは他人の領地だろう？　何故無法をはたらく？　お前も貴族だろうに」

　気配で敵の身分を看破し、ルイヤは右腰のカードケースを外し、表面に刻まれた逆十字に鎖くさりをあしらった紋もん章しようを晒さらす。

「闇黒卿ダークロード──ルイヤ＝オフェル・クロス」

「毒伯爵ポイズンカウンテス──ヴェレーノ＝ラール・ヴェンデッタ」

　貴族の流りゆう儀ぎに従い、相手もまた名乗った。

　しかし、その身分を示す紋章も、それを刻んだはずの王威の封具インペリアルギフトもまだ晒されてはいない。

「礼れい儀ぎ知しらずなガキか。おいたがすぎる」

「あら…………気づいてないの？　別にいいけど」

　吐はき捨てたそばから、また薄い緑の吐息が彼女の周囲を彩いろどる。

　同時に、ルイヤはナンバーＩ《闇黒卿ダークロード》を発動。カードから飛び出たインバネス、奈落アビスの闇やみ衣ぎぬが白はく皙せきの貴族を闇の如ごとく包む。

　毒どく霧ぎりを警けい戒かいし、ルイヤは口元まで黒い布で覆おおう。気休め程度だが、ほぼ物質化した「闇」とでも言うべきこのインバネスならば、多少は防毒効果がある。

　あとはいかにして敵を斃すか。

　近きん距きよ離りは危険、ならば氣砲式断罪カドウルゲイター辺りで──

　戦術を組み立てたとき、揶や揄ゆするように京夜が言った。

「あまり甘く見ない方がいいよ、ルイヤ。彼女の吐息は、ただの毒じゃない。それ自体が、王威の封具インペリアルギフトだ」

「どういうことだ？」

「わからない？　よ～く見てみなよ。キミなら見えるでしょ？」

　促うながされるまま、ルイヤはヴェレーノの周囲で渦うず巻まく吐息を凝ぎよう視しした。

　色彩を失わない緑の気流──それが形作るのは、交差する一いつ対ついの針に蠍さそりを模した紋章。

　その称号なにふさわしい毒々しい紋章は、確かにその吐息に刻まれていた。

「まさか…………」

「そう。吐息こそが、彼女の王威の封具インペリアルギフト──毒色吐息バジリスクガス。彼女の吐息はその周囲で循じゆん環かんし続け、完全に消失することはない。時に大気に、時に体内に紛まぎれながら、永遠に彼女を毒で満たし続ける」

「あら……覚えてたんだ？」

　ヴェレーノは敵意を剥むき出しにし、京夜を睨にらむ。

　一方の京夜はあくまでも軽かろやかに──だが、その紫むらさきの瞳に、どこか追つい憶おくを交まじえて語る。

「忘れるわけがない。仕事の相手は、皆全て覚えているよ」

「それがせめてもの償つぐないとでも…………？　笑わせるわ！」

　敵意を、いや、明確な殺意を込めてヴェレーノは進む。

　友と敵の間に蟠わだかまる因いん縁ねんを感じ取り、ルイヤはぼやき交じりに言った。

「おい京夜、女関係は結けつ婚こん前に清算しておけ。お前の痴ち話わ喧げん嘩かに俺を巻き込むな」

「耳が痛いねぇ。エリザには内ない緒しよにしておいてね」

　いつもどおりの二人──だが、ヴェレーノは許さない。

「来なさいよ死侯爵デスマークイス…………殺してやる!!」

「……だそうだが？」

「ボクをご指名だ。ボクが行くよ」

　いまだ奈落アビスの闇やみ衣ぎぬで全身を保護するルイヤを庇かばうように、京夜が進み出る。

　痛みを感じぬ不死の体には、いかなる毒とて無効。

　ルールの下で勝敗を争う「勝負」ならいざ知らず、ただいずれかの命が尽つきることで決まる殺し合いで、彼に勝てる者などいようか？

　ルイヤは止めず、京夜自身も勝利を疑わない。

　ただ一人、ヴェレーノのみが高らかに笑う。

「死ね!!」

　一いつ瞬しゆん両手を腰の後ろに回してから、ヴェレーノは京夜目がけ何かを投げつける。

　細く鋭い針を備えたそれらは、おそらく平民では正体を看破することはできなかっただろう。

　まだまだ一いつ般ぱんには浸しん透とうしていない医い療りよう機器である──注射器。

　しかも、閉鎖技術バウンドテクノロジーをふんだんに盛り込んだ、対象に接せつ触しよくすると同時に自動的に注射される特注品。

　注射筒とうから透すけて見える毒々しい濃こい緑の液体は、おそらくは子供でもその中身を理解できる。

　それ即すなわち──猛もう毒どく。

　放たれた無数の注射器は、全て京夜に突つき刺ささり、濃のう縮しゆくされた液体がその肉体に投とう与よされていく。

　だが、京夜は動じず、いつもの笑みを崩くずさない。

　ルイヤもまた、一切動きを見せない。

《不滅の死面エクスデスマスク》からなる絶対的な不死身性に、毒など無意味。

　無意味なはずなのに──京夜はその場に片かた膝ひざを突いた。

「…………あれ!?」

　何かがおかしい。

　視界が歪ゆがむ。

　脳が揺ゆれる。

　感覚が、ぶれていく。

「おか、しい、な。ボクに毒なんて………………」

「効きかないと思った？　バッカねぇ～～確かにアンタは死なない。どんなに致ち命めい傷しようを負っても、『死』ぬことだけは絶対にない。けど、肉体はダメージをしっかり負ってる。もっとも、再生速度がハンパないから、今までは気にならなかったでしょうけど」

「だけど、毒、程度で…………」

「毒程度？　常人なら、その注射器一本で千回は死ぬわよ？」

「………………!!」

　嗜し虐ぎやく的な毒伯爵ポイズンカウンテスの笑みに、ルイヤと京夜は彼女の戦略を悟さとった。

　京夜の不死身は百も承知。

　それを考こう慮りよしたうえで、ひたすら彼を殺し続ける「毒」を投与。

　京夜の不死身性の自じ負ふをも利用し、殺せないまでも、一時的に彼の動きを止めた。

　今、京夜の体内では「生」と「死」が鬩せめぎあっている。

　いずれ「生」は勝ち、「死」を駆く逐ちくするだろう。

　それでも常人ならば数万回、いや、数百万回は死に続けるであろう毒は、彼をかりそめの「死」に留とめ置く。

「さすがは、毒伯爵ポイズンカウンテス。その称しよう号ごうに恥はじぬ、腕うで、だ。しか、し…………」

「いくら何でも、京夜をここまで追い込める毒を簡単に精製できるとは思えん。お前、まさか…………」

「あら、気づいた？　そうよ、この辺り一帯の平民が死んだのは、私の実験のせい。死体をほっておいたのは、片づけが面めん倒どうなのもあるけれど、アンタ達みたいな貴族を呼ぶためよ。いつか来るとは思ってたけど…………最初から死コ侯イ爵ツが来てくれて、助かったわ」

「貴様…………」

　全ては、京夜を招くための所業。

　昏くらい怒いかりを携たずさえ、ルイヤはカードケースに手を伸のばす。

「あら、戦やる気？　けど、私とアンタは同じ穴のむじなでしょ？　私だって、これが罪にあたることは知ってる。覚かく悟ごはしてるわよ？　アンタだって同じ立場でしょうに、何でこんな奴やつとつるんでるわけ？　アンタもこちらへ来たら？」

「一いつ緒しよにするな、メスブタ」

《暴力フオース》のカードの端はしを口に咥くわえ、ルイヤは冷ややかに言い放つ。

　交こう渉しようの余地などない態度に、ヴェレーノはすぐに方針を切り替かえて注射器を構える。

　始まろうとする新たな戦いを、弱々しい声が制した。

「ダメ、だよ…………ルイヤ………………彼女のご指名は、ボク、なんだから…………」

　ゆらりと京夜が立ち上がる。

　足元はおぼつかず、瞳ひとみもうつろ、だが徐じよ々じよに「死」を克こく服ふくしつつある。

　致ち死し量をはるかに超こえる毒を打ち込まれ──などという表現は彼にはふさわしくない。いかに大量の毒でも、彼にとっては致死量たりえないのだから。

「さすがね。もう立てるなんて。何なら、仮面を外したら？　いくら頑がん張ばっても、さすがに子供の肉体じゃ、私の毒を防ぎきれないわよ？」

　ヴェレーノの申し出に、ルイヤが柳りゆう眉びを寄せる。この女、すでに京夜の《不滅の死面エクスデスマスク》について熟知している。外せば、京夜の元来持つ力は解放されるが──かわりに、不死身性を失う。それはこの毒女に対して、あまりに不利。

　ならばどう戦う、死侯爵デスマークイスよ？

「仮面は外さない。でも…………ちょっとキツイかな」

「じゃあそこで見てなさいな。アンタのお友達を殺してあげる…………そしたら、私の気持ちが少しはわかるでしょ!?」

「…………遠えん慮りよしとくよ」

　京夜の手に閃ひらめく、細長い羊よう皮ひ紙しの札。

「emeth」と刻まれたそれを、彼は地に放った。

「見せたげる…………ボクの使い魔」

「何ですって!?」

　すでに、地に変へん貌ぼうが生じていた。

　地に落ちた札は、突とつ如じよ発生した土の隆りゆう起きに取り込まれ、土つち塊くれの奥深くに埋うまっていく。

　土の隆起は続き、京夜の前方に巨きよ大だいな土の壁かべがせりあがっていく。

　周囲の地面からはそれと同体積分の土が消え、抉えぐれていた。

　そして巨大な土塊はやがて人型をとった。

　造りは精せい巧こうではなく、あくまで人体の輪りん郭かくを模しただけ。その異い形ぎようの巨きよ体たいは、とても人とは呼べない、あくまでも人工的な創造物。

　古い伝承にあるその巨きよ人じんの名を、ルイヤが呼んだ。

「久しぶりに見たな。お前の使い魔ゴーレム」

　刹せつ那な、巨大な拳こぶしがヴェレーノに振ふり下ろされた。

　大きく重い拳は、その巨大な質量と重力を糧かてに、衝しよう撃げきを叩たたき込む。

「何よこれ…………」

　鈍どん重じゆうな攻こう撃げきゆえに、ヴェレーノは後方に下がることで躱かわすことはできた。

　が、拳はそのまま地を抉り、土と岩石を無む秩ちつ序じよに周囲に飛ばす。

　投石と同等の破は壊かい力の飛礫つぶてが飛び、一つが鋭するどい速度でヴェレーノの左ひだり脚あしに当たった。

「クッ…………」

　骨折とまではいかないが、飛礫は肉を裂さき、体内に減めり込んだ。反はん撃げきのために注射器を構えるが、すぐに無む駄だなことに気づく。

　よろめきながら、京夜が微笑ほほえむ。

「そう…………賢かしこい選せん択たくだ。ボクの使い魔は、動きも鈍のろいうえに自我もほぼない。単純な命令しかこなせないし、取り得は巨体と再生能力だけ。でも、毒は効かない。たとえ『毒』を司つかさどるキミのものであっても」

「やるじゃない…………！」

　歯は噛がみしたとき、彼女の腹を強きよう烈れつな衝撃が叩いた。

　喉のどを駆かけ上がる胃液の逆流を感じながら、ヴェレーノはゴーレムの傍そばで横蹴げりの姿勢を取るルイヤを見た。

　二人の距きよ離りは遠く、その靴くつ底ぞこが腹に叩き込まれるはずがない。

　だが、不可視の衝撃だけが闇やみ夜よを裂き、到とう達たつした。

　闇黒卿ダークロードの繊せん手しゆに閃くのは、《闇黒卿ダークロード》《暴力フオース》《制御ルール》の三枚のカード。

「三連札技シエルシエツト・コンボ──氣砲式断罪カドウルゲイター・集束ツエロル」

「こ、の…………！」

「今のは手加減してやった。お前には、まだ訊ききたいことがある」

「…………だね。いくらキミでも、大量の平民を殺すには、それなりの準備がいる。この村の住民は、おそらくはほぼ同時に殺された……お仲間がいるのかな？」

　ヴェレーノは答えず、怒りを抑おさえながら冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきした。

　厄やつ介かいなゴーレムに……闇黒卿ダークロード。いずれ、京夜も完全に回復するだろう。

　ならば。

「いいわ…………ここは退ひく。目的は果たしたしね。死ア侯ン爵タが来て、毒も効いた。今日はこれで満足よ！」

　数本の試験管を地に叩きつけ、ヴェレーノは中身を周囲にぶちまけた。

　こぼれた液体は瞬しゆん時じに気化し、辺りを白はく煙えんで覆おおっていく。

　刺し激げき臭しゆうと目を刺す痛みに、ルイヤは奈落アビスの闇やみ衣ぎぬで顔を覆う。

「毒ガスの煙えん幕まくか…………毒伯爵ポイズンカウンテスらしい──だが」

　まだ手に残る三枚のカードは、再び札技コンボを繰くる状態にあった。

「氣砲式断罪カドウルゲイター・拡散ピズル!!」

　回し蹴りの体勢で繰り出されるのは、先ほどの蹴りのバリエーション。

　集束ツエロルに比べ威い力りよくは落ちるが、脚あしから飛び出す不可視の衝撃は、より広こう範はん囲いに敵を狙ねらえる。衝撃で、白煙を掃はらうことも可能だろう。

　しかし──

「何っ!?」

　白煙を掃う衝撃に、また別の一いち撃げきが割り込んだ。

　それは、ある意味で煙けむりとは近しい関係にある「火か炎えん」だった。

　赤く燃え盛るのではなく、高貴な金色の色を放つ炎ほのお。

　太陽の紅炎プロミネンスの如ごとく燃え盛る炎は、膨ぼう大だいな熱量を持ち、ルイヤ達の前方から放射状に広がっていく。

　それは同じく放射状に放たれたルイヤの一撃とぶつかり、威力を相そう殺さいし合う！

　互ご角かく──いや、打ち負けた。

　火傷やけどをする寸前の強烈な熱風が、ルイヤと京夜の顔を叩く。威力を削そいでこれだ。

　札技コンボを発動していなければ、確実に二人共黒くろ焦こげだったことだろう。

　白煙が晴れていくのも、ルイヤの蹴りではなく、むしろ乱入した火炎の功績だ。

　だが、視界は熱のもたらした陽炎かげろうで歪んでいた。

　そしてルイヤは見た。

　歪む視界の中、闇の彼方かなたに去るヴェレーノと、同じ方角に去る、もう一人の姿を。

「何だ今のは…………？　火を司る、貴族とでも…………!?　昔存在した、『火炎放射器』ってものかな？」

「いや……違ちがうな」

　京夜の呟つぶやきを即そく座ざに否定し、ルイヤは二人の敵が去った方向を見み据すえる。

「『火』を司る貴族はいる………俺が斃した」

「初耳だな。いつ？　一緒に旅してたとき、そんなことあったっけ？」

「お前との“〝決闘デユエル”〟の後だ。琉妃の……元の主人だった」

「…………へえ」

　自身の知らぬ親友の戦いに、京夜は興味深そうに呟く。

「その貴族じゃ……ないよね？」

「ああ、違う。確かに死んだ。看み取とったのは俺だ。それに、技の系統がまったく異なる。今のは、ただ炎を撒まき散ちらしたわけじゃない」

「どういうこと？」

「あれは──『蹴り』だ」

　首を傾かしげる京夜。

　だが、ルイヤの闇色の瞳は、先刻己おのれの蹴りを打ち負かした相手の姿勢をはっきり記き憶おくしていた。

　陽炎の先にいた敵は、長身のルイヤを越す巨きよ漢かんだった。その筋肉質の肉体が取っていたのは、ルイヤと同じく脚を高々と上げた上段回し蹴りの姿勢。

　ルイヤが《暴力フオース》を《制御ルール》で方向性を変へん換かんし、左脚を軸じくとして放ったように、敵もまた火炎を脚から放った。

　単に類似した技がぶつかり合っただけではなく、相手は意図的に同じ姿勢の蹴りをぶつけていた。

　去り際ぎわ、あの男は確かに一度こちらを振り返り──嘲あざ笑わらっていた。

「……毒伯爵ポイズンカウンテス以外にも、厄介な敵がいるようだ」

「確かに、ね。でも、彼女の憎にくしみの方が怖こわい」

　追つい跡せきを諦あきらめ、京夜は肩かたを竦すくめる。すでに体はほぼ回復済みで、毒ガスも苦にはしていない。あれだけの毒を身に受け、よくぞ──と人は言うかもしれないが、ヴェレーノは全て計算ずくで動いていた。

　最初から退たい却きやくを視野に入れ、決着は持ち越す気でいたことだろう。この生せい還かんすら、けして京夜の勝利ではないのだ。

「ずいぶん恨うらまれているな。結けつ婚こん前の火遊びにしては、大きすぎる」

「消し忘れてね…………って、もうわかってるでしょ？　ボクの仕事が原因さ」

「何があった？」

「殺したんだ」

　剣けん呑のんな言葉と裏腹に、京夜は微笑んでいた。

　いつもと同じ、軽やかな笑顔が事実を紡つむぐ。

「彼女の先代を」





「夫は陛へい下かの勅ちよく命めいを受け、闇黒卿ダークロードに伝えた。そして、あの男はあなたと殿でん下かを伴ともなってこの“〝保養地”〟を訪れた。それがこの小旅行の真実よ」

　どこか愉たのしげに言い、エリザはワイングラスを傾かたむけ、中の液体を全て飲み干ほす。

　グラス越ごしに琉妃の表情を見定め、その心中を見み透すかし、さらに笑みを深くする。

「まあ…………あなたに何も告げないのは、あの男なりの気き遣づかいかしら？　留守を任まかせて一人で…………というのもアリだけれど、殿下がいる以上、それもできない」

　エリザの視線が、今度はレギーナに向けられる。

　ルイヤが懸け念ねんしたのは、琉妃の安全もあるが、何よりプリエラの存在だろう。

「…………確かに、妹を一人にするのは得策ではないな。無力な妹にとっては、正せい攻こう法ほうで殺しに来られるのがある意味一番厄介だ」

「それはそうですわね。妹君がお一人なら、殿下も、手間が省はぶけたでしょうに」

　剣呑な言葉を向けるエリザ。

　夫同様、特定の王族に肩かた入いれしているわけではないが、王族間の血ち塗ぬられた宿命を否定しているわけでもない。

「妹を殺さねばならないのは確かだが、今は難むずかしい。彼女に何かあれば、闇黒卿ダークロードに真っ先に疑われるのは私だ。たとえ無実でも、信じてもらえずに殺されるだろう。困ったものだね」

　手て駒ごまにしたい貴族は、現状では最悪の敵。

　レギーナの覇は道どうも、道は険けわしい。

「もしも闇黒卿ダークロードと事を構えることになった際は、ぜひ私もお招き下さいな。あの男の死に様、私も見たいので」

「助力は頂けるのかな？」

「主人の許可があれば」

　ルイヤへの敵意の中でも、夫をたてることを忘れない。愛情表現はさておき、これで中々夫思いの妻だ。

「私はお暇いとましますわ。酔よい醒ざましに、風に当たって参ります」

　エリザは席を立ち、ミナとルーシーもそれに続く。

　同時に琉妃もプリエラを抱だきかかえて立ち上がり、エリザと共に部屋の外に出る。

「あら……主人への助すけ太だ刀ち？　男の仕事に、女は立ち入るものじゃなくてよ？」

「いえ…………ルイヤ様がこの娘こを私に預けたということは、それが私の仕事ですので」

「分をわきまえてるのね。キライじゃなくてよ、そういうのは」

　薄うすく笑い、エリザはメイドを引き連れ廊ろう下かの奥に消えた。

　残された琉妃があらためて邸てい内ないを見回すと、いつの間にか、傍そばにフィリアが立っていた。

「あら……いらしたの？」

「仕事ですので」

　口ぶりから察するに、ずっと客間の外で控ひかえていたらしい。客人に対しては影かげの如ごとく気配を消し、必要なときのみ姿を現す──儚はかなげとも言える雰ふん囲い気きのまとわりつく女性だった。

「お休みでしたら、お部屋にご案内致いたします。リディアーノ様は、闇黒卿ダークロード様と同室と承うけたまわっております」

「え、あ、そうですか…………」

　主あるじの指定は意外だったが、まあ今日は独ひとり寝ねだろう。

　プリエラを寝かして、部屋で主の帰りを待つ──そう思った矢先、プリエラが目を覚ました。

「う～～む…………闇黒卿ダークロードよ、戻もどったか？」

「まだお戻りになってないわよ。ほら、起きたなら自分で立ちなさい」

　琉妃はプリエラを手放したが、少女の足はおぼつかない。ふらついた足取りのまま、フィリアに抱だきつく。

「うぅぅぅぅ母様ぁ…………」

　どこか切なげな寝ね言ごとを漏もらし、プリエラはフィリアの体に頬ほおずりする。

「ほら、寝ぼけて迷めい惑わくかけないの。ちゃんと起きなさい」

　フィリアからプリエラを引ひき剥はがし、琉妃は彼女のほっぺたを摘つまみあげる。

「やめろ、何をする、何をする～～～～」

　寝ぼけまなこだが、徐じよ々じよにいつもの彼女に戻りつつある。

　フィリアは無表情でそれを見つめていたが、粛しゆく々しゆくと業務をこなすこの女性には珍めずらしく、ポツリと琉妃に尋たずねた。

「殿下の…………母君は？」

「え、ああ…………亡くなられました」

「何な故ぜ？」

「王党派の貴族に…………殺されて………………」

　肉親に愛情のない琉妃でさえ、思い出すと心が重くなる事実だった。普ふ段だんのプリエラからは想像できないが、幼き王女が心に大きな傷を負ったことは間ま違ちがいない。

　場の空気が重くなったとき、ようやくプリエラが眠ねむ気けから醒めた。フィリアに気づくと、いつもの調子で快活に語りかける。

「おお、やっと会えたのだ。言いたかったことがあったのだ！」

「…………何か？」

「料理、おいしかったのだ！　この女より」

「…………悪かったわね」

　ブスッと呟く琉妃を尻しり目めに、プリエラは笑顔で続ける。

「何か母様の味に似てたのだ!!」

「出身が、近いのかもしれませんね」

　フィリアは相変わらずの無表情だが、口調はどこか柔やわらかかった。プリエラの笑顔は、こうしていつも誰だれかの心を溶とかす。

「私、ずっと旅してたから、あんまり生まれた場所のこと、覚えてないのだ…………『おふくろの味』の再現に悩なやむ今日この頃ごろなのだ！」

「私も、あの程度のものしか作れません」

「あれで充じゆう分ぶんなのだ！　一人で作ったのか？　大変だろうに」

「仕事ですので…………」

「次からは私も呼べ！　この女にこき使われているから、手伝いくらいはできるのだ！」

「だ～れがこき使ってるって？」

　琉妃は思いっきりプリエラの頬をつねり、少女はいつものように「何をする」を連呼する。

　すでに日常と化したほほえましいやりとりの中、フィリアは静かに首を振ふる。

「……殿下の手をわずらわせるような必要はありません。私の仕事ですので」

「そうか…………でも、私も料理を習いたいのだ！　家庭の味で、闇黒卿ダークロードの心を胃い袋ぶくろごと掴つかむのだ！」

「ムリムリムリ。あの人には、最高級のディナーも、屋や台たいのぶっかけ飯も同じよ」

　琉妃の的確な指し摘てき。

　まったくもってその通りなのだが、うら若き王女は実に諦めが悪い。

「うるさい、負けるものか!!　いずれ、裸はだかエプロンの借りも返すのだ!!」

「まだ諦めてなかったの…………？」

「……というわけで、よろしく頼たのむ！」

　フィリアに大おお真ま面じ目めで料理指し南なんを申し込むプリエラ。

　管理人は内面を晒さらさずに、あくまでも王女の機き嫌げんを損そこねることなく無難に返答する。

「機会があれば」

「うむ、苦しゅうない！」

　深夜に、プリエラの大輪の笑顔が咲さいた。フィリアは何故かそんな彼女と目を合わそうとしない。

「ほら、もう寝なきゃダメよ？」

「わかってるのだ」

　琉妃に手を引かれ、プリエラは去っていく。

　フィリアもまた、王女に背を向け、仕事に戻る。

　だが、その顔には、先ほどまでの和なごやかな余よ韻いんを漂ただよわす、小さな笑みが刻まれていた。





　エリザは、屋や敷しきの裏庭にいた。

　あるかなしかの微び風ふうが頬を叩たたき、酔いを醒ます。

　だが、元々彼女は酔っていたのだろうか？

　仮にそうだったとしても、酒の魔ま力りよくに溺おぼれたりはしていない。

　優ゆう雅がなる淑しゆく女じよは、酩めい酊ていの中でも、貴族の誇ほこりと力を忘れない。

　だからこそ、ここに来た。

　二人のメイドを従え、彼女は高らかに告げる。

「出てらっしゃいな。ずっと見ていたのでしょう？」

　周囲には誰もおらず、ただ手入れされた庭園が広がっているだけだ。

　鳥や獣けものの声も聞こえず、生ける者の気配は皆かい無む。

　いや──一つだけ、いた。

　蛾がが、宙を舞まっていた。

　最初は、何の変へん哲てつもなく二、三羽。

　だが瞬またたく間まに数を増し、彼らはエリザ達の周囲を覆おおっていく。

　蝗こう害がいにも匹ひつ敵てきする蛾の群れは、純然たる自然現象ではありえない。

　何より、その光景はあまりに幻げん想そう的だった。

　薄く緑に光る鱗りん粉ぷんを撒まき散ちらして飛ぶ蛾達は、夜空から舞まい降おりる星に似ていた。

　虫が時に人に抱かせる、本能的な忌き避ひ感をまったく感じさせないほど、夜の闇に咲くその花々は美しかった。

「悪くないわね……蝶ちようはさておき、蛾はキライだったけれど、考えが変わりそうだわ」

「でもそれって、実際はほとんど区別ないらしいですよ？　昼飛ぼうが、夜飛ぼうが、蛾と蝶って結局ほとんど同じものらしいですけど」

　主に対し、的確に突つっ込こむルーシー。

「………………」

　エリザは無表情で受け流し、あらためて眼前の怪かい異いを見やる。

「でも…………さすがに数が多すぎるわね。盛大な覗きだこと」

　あの客間にいたときから、すでに彼らの存在には気づいていた。

　窓の外で明めい滅めつする、おぼろげな光を伴ともなった虫の群れ。

　自然現象とは一線を画す、小さき斥せつ候こうの意味に気づいたゆえに、彼女は部屋を出た。

「目め障ざわりね。ルーシー、ミナ」

　命を受けたのは二人だが、双ふた子ごの姉を手で制し、ミナが進み出た。

「私がやる。掃除は、私の方が得意」

　可か憐れんな少女の手に閃ひらめくのは、掃除用具であり、メイドの仕事道具としては欠かせないモップ。

　それを槍やりの如ごとく構え、少女は宙を舞った。棒高飛びの要領で、地に柄え頭がしらを立て、その反動で舞い上がる。



    

  
    
      　跳ちよう躍やくと共に、何の変へん哲てつもないモップは凶きよう器きと化した。

　本能的に危機を感じ取り、拡散する蛾の群れ。

　そこに切り込んだミナは、顔色一つ変えずにモップを繰くり、蛾を叩き落としていく。

　跳躍の時間は短く、けして充分とは言えない。

　だが縦じゆう横おう無む尽じんに夜空を駆かけぬけたモップ捌さばきは、本来の用よう途とと変わらず、夜空を汚よごす光を全て叩き落とした。

　着地を見事に決め、少女は恭うやうやしく主に頭こうべを垂れる。

「終わりました」

「おお～～さっすがぁ～～！」

　妹の戦果に、ルーシーは無む邪じや気きに称しよう賛さんを送る。

　エリザも笑みを浮うかべたが、ミナの膝ひざが崩くずれ落ちたことで、険けわしい顔に変わった。

「………………!?」

　ミナは自身の異常に困こん惑わくしていた。

　体が急に重くなり、めまいに襲おそわれた。

（これは…………何!?）

　珍めずらしく困惑の表情を浮かべたとき、主が傍そばにいることに気づいた。

「さがりなさい」

「ですが…………」

「これは“〝毒”〟よ。おそらく、あの鱗粉がそう。毒性はさほど強くないようね。安全圏けんまでさがって、深呼吸でもしていなさい。じきに治なおるわ」

　主の命に頷うなずき、ミナはよろめきつつ姉の下もとへ舞い戻もどる。

　対照的に前へ進み出たエリザの周囲には、ミナが叩き落とした蛾の死し骸がいが散乱し、大気には無数の鱗粉が舞っていた。

　危険きわまりない場所に、一人佇たたずむエリザ。

　普ふ通つうに考えればミナメイドの矜きよう持じがそんなことを許すはずもない。

　それでも、あえてエリザのみが残った。

「いいかげん出てらっしゃいな。こんな虫をいくら寄こしたところで、私は死ななくてよ？」

（………………!?）

　困惑が、大気に乗って伝わった。

　毒の舞う地で、エリザは何の痛つう痒ようも見せず、ただ艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。

　その瞳ひとみが見み据すえるのは、庭園の奥に茂しげる森。

　木々に囲まれながら、蠢うごめく影かげがいた。

　茶のローブに身を包み、地を這はうかのごとく、深く身を屈かがめる者。

　顔を覆うフードは表情を隠かくし、その服の色は地と同化して肉体そのものを闇やみに溶とかす。

　気づいたエリザはさすが侯こう爵しやく夫人と言ったところだが、それでも存在を感じ取っただけだ。この敵を闇夜に確実に視認できるのは、ルイヤぐらいのものだろう。

「虫とは、ずいぶんと下げ賤せんな下僕ね。使い魔まではなく、あくまで現実の『虫』を使し役えきする貴族。『虫』という概がい念ねんを司つかさどる貴族の噂うわさ、聞いたことがあるわ。あなたなのでしょう、蟲伯爵バグカウンテス？」

　正体を突く発言にも、相手は反応を示さなかった。見み抜ぬかれることなど百も承知──そういうことなのだろう。正体を隠すならば、そもそも虫など使いはしまい。

「けど不思議ね…………生きてたの、あなた？」

（………………!!）

　周囲に殺気が満ち、殺意の色が大気を黒く染めた。

「…………行け！」

　性別不ふ詳しようのしゃがれた声が、命じる。

　その命を受けたのは、虫。

　ブーンという羽音と共に、それは闇夜を駆け、一直線にエリザを襲った。

　彼女が小さき暗殺者を確認できたのは、すでに接せつ触しよくが回かい避ひ不能となった距きよ離り。

「なるほど、ね」

　エリザは納得したように小さく呟つぶやく。

　侯爵夫人に挑いどむ刺し客かくは、確かに油断ならない強敵には違ちがいなかった。

　昆こん虫ちゆうでも屈くつ指しの攻こう撃げき性と毒性を誇り、世界の崩ほう壊かいを経へた今なお数あま多たの人間が恐おそれる存在。

　小さき暗殺者の名は、スズメバチ。

　一直線にエリザの右目を目め指ざし、その毒針で貫つらぬかんと迫せまる！

「あらあら」

　愛らしい子供のイタズラを見つけた大人の余よ裕ゆうを見せ、エリザは右手の人差し指を顔の前でピンと上げる。

　障しよう壁へきと呼ぶにはあまりに儚はかないそれが、毒針の餌え食じきとなった。

　エリザの細い指先に刺ささる針。

　成果に満足し、スズメバチは身を翻ひるがえして主の下へ舞い戻る。

　蟲あ伯る爵じもまた、笑みを浮かべて下しも僕べの成果に──満足するはずだった。

「な、に…………!?」

　フードの奥に潜ひそむ顔は、困惑に彩いろどられていた。

　無理もない──指を刺されたエリザは、いつもの優雅な笑みを崩さず、見下すようにこちらを見ている。

「何を不思議がっているのかしら？　この程度の『毒』で、私を殺せるとお思い？」

　鼻で笑いながら、エリザは舌で指先に滴したたる血を舐なめ取る。

　男女問わず背はい徳とく的な官能を想起させるその仕草は、彼女の称号なに相応ふさわしかった。

　鮮血の侯爵夫人ブラツデイ・マーシヨネス──エリザ＝ダーム・マドグリフ。

「…………中々、強きよう烈れつな味ね。いくらスズメバチの『毒』でも、ここまでの猛もう毒どくは、自然界には存在しない。品種改良をしても、こうはいかない。大体、遺伝子関連は閉鎖技術バウンドテクノロジーでも秘中の秘。それこそ、陛下でなくては無理ね。ということは……あなた、どの貴族と組んだの？」

　ただ一刺しを受けただけで敵の内幕を看破し、エリザは艶然と笑う。

　対する蟲伯爵バグカウンテスも──また。

「……さすがは鮮血の侯爵夫人ブラツデイ・マーシヨネス………………自身の血から、見抜いたか…………」

「自分の血ですもの。当然ではなくて？」

「それだけでは…………ない。我が下しも僕べの毒針を無効化せしめたその『血』…………噂には聞いていた…………貴き殿でんの五体を流るる血………………それこそが、鮮血の侯爵夫人ブラツデイ・マーシヨネスの王威の封具インペリアルギフト…………《夜薔薇の蜜血ローゼンブラツド》!!」

「あら、ご存知だったの？」

　妖あやしく微笑む貴婦人の笑みは、蠱こ惑わく的な魅み力りよくの中に、どこか毒気を漂ただよわせていた。

　敵が毒を使うならば、こちらもまた甘美な毒を使役する魔ま性しようの女。

「今こ宵よいは…………これにて」

　フードの奥で、蟲伯爵バグカウンテスが笑った。

　自身の下しも僕べの毒針が無効化されたのにも拘らず、その笑みに曇くもりはない。むしろ満足げにも見える笑みを残し、敵は去った。

　数多の虫達も、それに呼応するように飛び去っていく。

　空を覆おおう蛾がの群れに肩かたを竦すくめながら、エリザは悠ゆう然ぜんと身を翻し、下しも僕べたるメイド二人の下もとへ向かう。

　すでにミナは回復し、体調に問題はないようだった。

「申し訳…………ありません、奥様…………」

　気き丈じように立ち上がり一礼するミナ。

　エリザはさして関心を見せず、ただ手を振ふって無理を諫いさめる。

「今夜はすぐ休みなさいな。私も眠ねむるわ」

「はい…………」

　屋や敷しきに戻るエリザに、メイド達も続く。

　途と中ちゆう、ルーシーがおそるおそる事の顛てん末まつを尋たずねる。

「奥様、あの…………今の貴族は…………」

「あくまで今夜の役目は斥せつ候こうね。私に挑いどんだのはついで…………力量を確かめる程度で、気は済んだでしょう。後はゆっくり眠れそうだわ」

「伯爵級が敵……この“〝保養地”〟、どうなってるんです？」

「さあ？　それを調べるのは、男共の役目よ。それにしても、まさかあの蟲伯爵バグカウンテスが生きていたとはね…………」

　これまで余裕しか見せてこなかったエリザの表情に、初めて翳かげが差した。

　蟲伯爵バグカウンテス──その称号なは、王党派ならずとも、貴族であれば一度は耳にしたことがあるはずだ。

　現状は後こう継けい者しやがおらず、処しよ遇ぐうは“〝王”〟の預かりとなり、実質的に断絶したその称号。

　最後にその称号なを名乗った者は、すでに死したはずだというのに。

「平民を愛して、王党派に誅ちゆうされた貴族──いつ墓の下から這い上がってきたの？」



    

  
    
      　第三章　海と毒どく針ばり






　ルイヤが琉る妃きの下もとに戻もどったのは、夜が明けてからのことだった。

　以前は、彼が一夜家を空あけただけで耐たえ難がたい孤こ独どくに襲おそわれたこともあるが、さすがにもう取り乱したりはしない。

　留守を預かる──と言ってもここは主あるじの館やかたではないが──とにかく、それも自分の役目だ。

　それに、主の不在の理由はエリザから聞いている。経けい緯いはどうあれ、それが主の了りよう承しようした仕事であるならば、自分にできるのは、ただいつものように出で迎むかえるだけ……と思っていたが、帰き還かんした彼の姿には、さすがに驚おどろいた。

「どうなさったんですか…………？」

　主の服は、特に下半身のスラックスを中心に土汚れに塗まみれていた。

　それこそ、似合わない土仕事でもしてきたかのように。

「脚あしで掘ほるのを手伝ったから、汚よごれた」

　それだけ言うと、主はそのまま風ふ呂ろ場ばへ向かった。

　慌あわてて着き替がえを携たずさえ、琉妃は後を追いかける。

　追いついた後、断片的に昨夜の出来事については聞いた。

　京きよう夜やと因いん縁ねんがあるらしい貴族の襲しゆう撃げき。

　集落一つの住民がその貴族によって殺されたこと。

　不意の襲撃とはいえ、敵が油断できない相手であること。

　そして──京夜と二人で、死亡した住民全員を埋まい葬そうし、ささやかながら弔とむらいを行ったこと。

「つまらん儀ぎ礼れいだがな。死んだ者がそれを望んでいたわけでもないし、人は死ねば、結局ただの物体に還かえるのかもしれん」

「そんなこと…………ありませんよ」

　ぶっきらぼうに語る主の背に、琉妃は微笑を向けた。

　人は死した後どこへ行くのか──その肉体が単なる物質的なものなのか──ある意味人間の根本を為なす問いに対する解答は、この世界にはない。

　あるいは、かつての世界が辿たどり着ついた「カガク」でも為しえていないのかもしれない。

　この世界に残っているのは、ただ「墓」を作り、それを拠より所どころに死者を悼いたむこと、そしてたとえ死して物言わぬ屍かばねとなったとしても、その体を単なる物体ではなく敬意を以もつて接すること──そんな風習だけだ。

　時を経へれば、それはほぼ失われた「宗教」なる文化に行き着くのかもしれないが、今できる弔いはもう終わっていた。

　後は土で汚れた服を着替え、休息も兼かねて風呂場へ。

　が、風呂場の前で、二人は足を止め、顔を見合わせた。

　風呂場と言っても、造りはかなり広く、屋敷とは独立した建物であり、むしろ「離はなれ」に近い。

　大浴場の露ろ天てん風呂が楽しめ、他にもいくつか趣おもむきの異なる浴室も備えており、ある意味で“〝保養地”〟の目玉と言える場所だが、目当ての露天風呂の扉とびらの前には、こう立て札が立てかけてあった。



「混浴」



「……ベタだな」

「ベタですね」

「ベッタベタだな」

「ベッタベタですね」

　無表情のまま、しばし見つめ合う二人。

　やがて、ルイヤがボソリと呟く。

「お前は着替えだけ置いて帰れ。俺一人で入る」

「ちょっ…………何ですか、それ!?　お互たがい裸はだかを見られて困る仲でもないでしょう!?」

「俺は一人でゆっくり浸つかりたい。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって入りたいなら、お前はあれだ、隣となりの家か族ぞく風呂的な別のやつに行け」

「何でそう邪じや険けんにするんです!?　私だって、露天風呂に浸かりたいのに…………」

「時間をずらせ。俺は一人で入って一人であがる」

「何でそうかたくななんです……？　せめて理由をおっしゃってください！」

　じーっと主に顔を近づけ、真意を汲くみ取ろうとする琉妃。

　一方、ルイヤは仏ぶつ頂ちよう面づらで顔を背そむけていたが、ひたすら食い下がる下しも僕べに根負けしたのか、

「好きにしろ」

　と言い捨すてて、そのまま脱だつ衣い所じよに足を踏ふみ入れた。

　釈しやく然ぜんとしないながらも、琉妃もまた後を追うように脱衣所に入る。

　それからしばらく後、二人は一糸まとわぬ姿で、岩石製の湯船に浸かっていた。

　木々に囲まれた露天風呂は、造りはかなり凝こっており、貴族の“〝保養地”〟たる所以ゆえんを感じさせた。

　温泉の効能と共に、森林浴も体験することで心身を休める──そんな狙ねらいもあるのかもしれない。

　が、琉妃は少々不満げな様子で、少し離れた位置にいる主に声をかける。

「背中でも流して差し上げようと思っていたのに……すぐご自分で体を洗われてましたね」

「入浴とはそもそもそういうものだ。人の手を借りる方がどうかしている」

　悪びれずルイヤは言う。

　貴族にしては質素すぎる生活を送る男は、入浴においてもまた然しかり。

　むしろ、琉妃の方がずっと時間をかけて洗ってから湯船に足を踏み入れてきた。

　二人で浸かるにしてはあまりに広大な湯船だけに、離れていると余計に距きよ離りを感じる。

「あの……お傍そばに行っても、いいですか？」

「好きにしろ」

　素そっ気け無く言われ、琉妃は憮ぶ然ぜんとしつつも主に近づく。

　白い濁にごり湯の中でも、なお白く輝かがやく肌はだに嫉しつ妬との念を覚えつつ、触ふれ合う寸前の距離に琉妃はいた。

「昨日のお仕事は……いかがでしたか？」

「………………」

「エリザ様から、お話は聞きました」

「あの女め狐ぎつね…………」

「お仕事を内ない緒しよにされてたのは、私とあの娘こに……純じゆん粋すいに、この“〝保養地”〟を楽しませるためでしょう？　厄やつ介かい事ごとはご自分だけで終わらせる…………そう考えていたから、何もおっしゃらなかった」

「うるさい、黙だまれ」

　小声で呟つぶやき、ルイヤは空を仰あおぐ。

　今日は実に天気がいい。小鳥も囀さえずっている。

　琉妃は苦笑しつつ、さらに続ける。

「けど……目もく論ろ見みは外れましたね。エリザ様のことがなくても、どうせ気づきましたよ？　お仕事…………長引きそうですか？」

「京夜と俺なら瞬しゆん殺さつだと思っていたが、そうでもないらしい」

「強敵……と？」

「相あい性しようの悪さもある。助力を乞こう気はまったくないが、エリザ向きだ。王威の封具インペリアルギフトの特性からも、性格的にもな。何より、向こうの執しゆう念ねんが凄すさまじい。京夜も、面めん倒どうな奴やつに狙ねらわれたものだ」

「京夜様が……どういうことです？」

　ルイヤは答える前に、琉妃を自分の胸むな元もとへ抱だき寄よせた。琉妃は主に後ろから抱きすくめられる格好になり、胸の下には腕うでも回されている。

「あ、あの…………」

「俺に役目があるように、京夜にも……死侯爵デスマークイスにも、代々受うけ継つぐ固有の役目がある」

　答えは、耳元で囁ささやかれた。

　全てを語る……だからこそ、ルイヤは抱き寄せた。

「称しよう号ごうを次代に継けい承しようした貴族は、どうなると思う？」

「どうって言われても…………」

　貴族の継承の詳しよう細さいなど、平民の琉妃には知る由よしもない。

　ただ一いつ般ぱん的な常識として、後継者と見定めた相手に全てを引き継がせる──そう聞いている。

「俺のときのように、先代の死に際に引き継ぐなら、何の問題もない。もっとも、大たい抵ていの継承はそうやって為されるらしい。後こう継けい者しやが見つかるのは、大抵死に際ぎわだ。自分の力が衰おとろえないと、見えてこない。そもそも、死に際に継承する『運命』だという説もあるがな。貴族の間では、『称号が新たな貴族を選ぶ』などと言うそうだが」

「じゃあ…………そうで、なかったら？　死に際に、継承されなかったら？」

　琉妃の問いは、継承の核かく心しんを突つくものだった。

　継承後もなお、余命のある貴族はどうなる？

　いや、継承が貴族性の全てを次代に託たくすものならば、後に残るはただの平民──いわば、元貴族。

　その者達はどこへ行く？

「元貴族は死なねばならない。貴族でなくなったとき、奴らは存在意義を失う。たとえ力を失っても、閉鎖技術バウンドテクノロジーの知識と、一度頭に流れ込んだ閉鎖記憶バウンドメモリーは失われない。それは平民には許されない知識と力だ。元貴族として、後継者や平民に無む駄だな影えい響きよう力を持つことも困る。だから、死なねばならない」

「…………!!」

　高貴な者に科せられた宿命は、あまりに重かった。

　湯に身を浸ひたしても、体の芯しんが冷えてくる。

　だが、主はなおも過か酷こくな宿命を語った。

「これは継承の瞬しゆん間かん、全ての貴族が受け継ぐ共通の閉鎖記憶バウンドメモリーだ。貴族は全員覚かく悟ごのうえで、貴族をやっている。死に際の継承以外、元貴族は自決すべし──それもまた掟おきてだ」

「じゃあ…………もし、もしそれに逆さからったら…………!?」

「死侯爵デスマークイスが殺しにくる。貴族の誇ほこりと秘密を守るために。それは、『死』を司つかさどる貴族に与あたえられた特別の役目だ。継承を終えて、なお生き長らえんとする貴族は、必ず死侯爵デスマークイスが殺す。京夜も、受け継がれたその役目を果たしてきた」

「今回の敵は……それで？」

「ああ。毒伯爵ポイズンカウンテスの先代は、京夜が殺した。だから怨うらんでいる。貴族の掟、仕方のないこと──そう割り切らずに、私し怨えんから京夜を狙う。それもまた、罪だと知って」

　愚おろかな、とは言わない。

　いや、言う資格がなかった。

　貴族の掟に──最も厭いとうべき大逆の罪を背負うこの白はく皙せきの貴族こそ、最も愚かな貴族に違ちがいない。

　ルイヤはそれきり口を噤つぐむ。

　琉妃もまた、何も言えずにただ背はい後ごの主のぬくもりを感じようとする。

　だが、何も伝わってこない。

　ただ冷えた感覚だけが、彼女を包んだ。





「この役立たず!!」

　苛いら立だちを込め、ヴェレーノは茶のローブに身を包む相棒の脇わき腹ばらに蹴けりを打ち込んだ。

　相手はグフッと小さく呻うめき、無ぶ様ざまに床ゆかに這はう。

　蹴ったのが貴族なら、蹴られたのもまた貴族。

　ただ一つの裸はだか電でん球きゆうが照らす、薄うす暗ぐらい小屋に毒伯爵ヴエレーノと蟲伯爵バグカウンテスはいた。

　ルイヤと京夜のコンビネーションの前に退たい却きやくしたヴェレーノは、不ふ機き嫌げんを隠かくせない。

　現在もまだ腹にはルイヤの脚あしによる鈍どん痛つうがわだかまり、左ひだり脚あしは治ち療りよう中だ。

　服を脱ぬぎ、上下揃そろいの青い下着姿のまま、左脚に包帯を巻いている。痛みをこらえれば、動くことは問題ない。

　毒のエキスパートは、同時に薬のエキスパートでもある。

　治療に関しても、この場所なら問題はない。手て狭ぜまな隠れ家がではあるが、壁かべに接する棚たなに並ぶ無数の薬品瓶びんと、小さな木机に散乱する試験管を始めとした実験器具は毒伯爵ポイズンカウンテスの根ね城じろにふさわしい。

　そう──ここはまさに実験室。

　猛もう毒どくをその身に宿す貴族が、己おのれの復ふく讐しゆうを為なすための魔ま窟くつ。

「サンプルはこれだけ!?　ったく、いっそ蚊かの大群でも差し向けた方がよかったんじゃないの!?」

　机に載のせた相棒の成果に、ヴェレーノは露ろ骨こつに不満な顔を見せた。

　視線の先にあるのは、シャーレに載ったスズメバチ。そしてその毒針が滴したたらす血液。

　これこそが蟲伯爵バグカウンテスの成果──あの鮮血の侯爵夫人ブラツデイ・マーシヨネスの王威の封具インペリアルギフト──《夜薔薇の蜜血ローゼンブラツド》の一部。

　だが、シャーレに滴るのはわずかに一ひと滴しずくだけだ。

「ガキの使いじゃないのよ……？　いくら私でも、ここから精製するのは、骨が折れる」

「…………あの女、侮あなどれん。おそらく、もう私の狙いに気づいた。仮に最初に『蚊』の類たぐいを差し向けていれば…………確実に『血』が目的と気づいただろう。一滴でも…………採取させてくれたかどうか………………」

「いいわけはもういいわ。再チャレンジも難むずかしいって言いたいんでしょ!?　ま、実際そうね。相手が目的に気づいたら、警けい戒かいされる。最悪、護衛に他の貴族が呼ばれることもありえるわ。危険は冒おかせない。いいわ、これで何とかする」

「頼たのむ、ぞ…………私の虫達も………………」

「もっと強い『毒』をってんでしょ？　いいわよ、いくらでもあげる。強くなりなさい。アンタも私と同じ、復讐者なんだから」

　唇くちびるの端はしを吊つり上げ、ヴェレーノは笑う。

　その瞳ひとみに宿る憎ぞう悪おは、全てあの日、先代を奪うばった死侯爵デスマークイスに向けられていた。

　継承したのは数年前──先代は、穏おだやかな老人だった。

　貴族の継承は、後継者との邂かい逅こうと同時とは限らない。

「継承」とはある意味で予期できない自然現象に近く、自みずからの意思ではなく自動的に行われる。

　後継者に出会ったときに始まれば、あるいは長くて一年ほどのときを有すときもある。

　ヴェレーノは、後者だった。

　貴族の継承としては、恵めぐまれた部類だっただろう。

　自動的に脳に流れ込む閉鎖記憶バウンドメモリーだけでなく、先代から直接貴族としての心構えと生き方を叩たたき込まれる時間を得たのだから。

　だが、悲劇は継承後に起こった。

　先代の毒伯爵ポイズンカウンテスは、継承後もなお生き長らえていた。

　年ねん齢れいゆえに、そう遠からず死したことは間ま違ちがいないが、それでも死の間際の継承ではなかった。

　そこまではいい。

　自決すれば、それでつつがなく継承の儀ぎは終わった。

　だが、先代の毒伯爵ポイズンカウンテスは死ななかった。

　死ねなかった、が正しいかもしれない。

　掟に背そむくと知りつつも、ヴェレーノが生を懇こん願がんし、本人もまた、生の続く限り後継者の行く末を見守ることを望んだからだ。

　その望みを断たったのは、継承から一週間後、山中にいた二人の前に現れた、仮面の貴族だった。

　どう見ても十代前半の少年にしか見えない貴族は、開口一番こう言った。

「死んでください。今すぐ」

　その一言で、先代の毒伯爵ポイズンカウンテスは己の運命を悟さとった。抗あらがおうと、背を向けて逃にげた。

　最後通告を終えたその貴族は、顔の左半分を覆おおう仮面に手をかけ、真の姿を現した。

　少年は成長し、十七、八歳の姿に変わった。

　応戦する間もなく、先代の首は彼の振ふるう仕し込こみ杖づえの刃やいばであっけなく断たれ、地に落ちた。

「さようなら」

　どこか朗ほがらかにさえ思える声で、彼は──当時はまだ独身で旧きゆう姓せいだった貴族、死侯爵デスマークイス──京夜＝メス・ジェメリはそう告げた。

　殺してやる。

　そう、あの日誓ちかった。

　あのときはできなかった。

　あの日見た奴の紫むらさきの瞳は、挑いどむなら容よう赦しやなく殺す……そう言っていた。

　その迫はく力りよくに気け圧おされた。

　だが、今は違う。

　あの日から己の力の研けん鑽さんに明け暮れ、先代以上にこの毒色吐息バジリスクガスを使いこなせるようにもなった。さらには、吐と息いきから各種様々な毒を精製し、他の生物に付ふ与よすることもできる。

　目的を達するためには、この愚ぐ鈍どんな相棒とその下しも僕べは有効きわまりない。

　だからこそ、躾しつけなくては。

「わかってるでしょ……？　アンタと私は一いち蓮れん托たく生しよう、もう殺やるしかないのよ。アンタだって、怨み晴らしたいでしょ？」

　ヴェレーノの手が、蟲伯爵バグカウンテスのフードにかかる。

　それを剥はぎ取り、素顔があらわになるそのとき、初めて蟲伯爵バグカウンテスは声に感情を込め、ヴェレーノの手を振り払はらった。

「やめろ!!」

　怒いかりを隠さず、蟲伯爵バグカウンテスはフードをかぶり直し、距きよ離りをとる。とは言っても、その動作はのろく、ローブの下で五体がもぞもぞと蠢うごめいているようにしか見えない。

　フンッと鼻で笑いながら、ヴェレーノはまた蟲伯爵バグカウンテスの腹を蹴り上げる。

「いい声出せるじゃない。それでいーのよ。私が憎にくい？　それも結構。けど、その怨みはアンタの仇かたきに回しなさい」

「わかって…………いる」

　ヴェレーノは満足げにほくそ笑み、虚こ空くうの一点を凝ぎよう視しして殺意を研とぎ澄すます。

　狙ねらうは死侯爵デスマークイス…………だが、それだけでは足りない。

　その友であり、自らを狙う刺し客かくである闇黒卿ダークロード。

　そして、死侯爵デスマークイスの最愛の女。

　他の貴族から忌いみ嫌きらわれる役目でありながら、よくぞ結けつ婚こんなどできたもの。

　だが好こう都つ合ごうだ。

　大事な者を奪われる痛みを……思い知らせてやれる!!

　必ず──復讐を成し遂とげる!!





「迷って、おいでですか…………？」

　背後の主あるじに、琉妃はそう問いかけた。

　ルイヤは感情を込めずに、抑よく揚ようなく答える。

「何を？　俺は俺のために戦う。毒伯爵ポイズンカウンテスもそうだ。あの女は、京夜を殺すために多くを犠ぎ牲せいにした。正しい復讐などどこにもないかもしれんが、少なくとも共感はできんな」

「………………」

　主の言葉に嘘うそはない。

　共に復讐に縛しばられる者でも──主は、集落の一つを滅ほろぼすような輩やからとは違う。

「でも……不思議ですね。ルイヤ様と京夜様、似ているような役目だけど、立場は全然違う。それに、ルイヤ様からしたら…………その、京夜様のお役目って…………その…………」

「京夜が先代アイツを殺したわけじゃない」

　多分、そう言うだろうと思った。

　言葉に出さないだけで、きっと、様々な葛かつ藤とうを超こえて主はあの死侯爵デスマークイスと共にいる。

　余人の入り込めない、二人だけの関係。

　いや、エリザはまた違ちがう形で京夜と深く繋つながっているのだろう。

　でも、でも自分は──

　幾いく度どとなく思い悩なやみ、今日もまた。

　主が後ろにいるのに、こんな──

「……って、あ、あれ？」

　いつの間にか、主の両手が後ろから乳ち房ぶさを掴つかんでいる。というか、揉もんでいる。

「ちょ、ちょっと…………」

　気がつけば、ちょうど腰こしの後ろに、湯の熱さとはまた違う脈動を感じる。

「あ、あの…………」

「何か問題でも？」

　下しも僕べの首筋に舌を這わせながら、主は平然と言う。その間も、繊せん細さいな手はせわしなく乳を揉む。

「まったく、俺は純じゆん粋すいに入浴を楽しみたかったのに……体を休めるはずが、何でまた」

　ぶつくさ言いつつ、主は本ほん腰ごしを入れて愛あい撫ぶを始めていた。特に、乳房はもう「揉む」から「揉みしだく」の域に入っている。

「な、何ですかその言い草!?　ちょっかいを出してきたのは、あくまでルイヤ様で…………！」

「うるさい、黙だまれ。お前のように、無む駄だにけしからん乳と尻しりとくびれた腰の女と風ふ呂ろに入れば、健全な男ならまずこうなる。わかっていたから、一人で入ると言った。それを無理矢理同どう伴はんしたのはお前だ」

「それは…………」

　確かに……予想はしていた。

　場合によっては、自分の肢し体たいを駆く使しして主の体を洗ったりだとか……お互たがいに洗いあったりだとか…………普ふ段だんはしないプレイをする可能性も。

　ちょっかいを出されないまま湯船に浸つかったことで、若じやつ干かん油断していた。

「わかってて……覚かく悟ごもしてただろう？　それも込みで、一いつ緒しよに入っていると思っていたが……俺の早とちりか？」

「………………」

「もしそうなら、このままあがるぞ。女がやらせると勘かん違ちがいしている男ほど、見苦しいものはないからな」

　未練を見せず、主は体を離はなした。そのまま湯から出ようとする彼に、琉妃は抱だきついてすがった。

「何だ？」

「さっき説明の立て札を見たんですけれど……ここのお湯、美び肌はだの効能があるらしいんです」

「お前には必要ないと思うが」

「そのセリフ、ルイヤ様だけには言われたくないです…………」

　ある意味究極の美肌と呼べる主には、温泉の効能など無用だろう。

　だが、自分は違う。

　だから、甘えるように主の首に両手を回し、恥はじらいに頬ほおを赤く染めながら言う。

「だからその…………長風呂でも、いい、ですけど…………？」

　主は苦笑しながら自分を抱き寄せ、耳元で囁ささやく。

「のぼせるなよ？」

　コクン、と頷うなずくと、主は乳房に顔を埋うずめてきた。張りに満みち溢あふれた柔やわ肉にくを顔全体で堪たん能のうした後、薄うすいバラ色の先せん端たんをそっとついばむ。

「あ…………」

　ビクン、と背を反そらしながら、琉妃は主に乳房を委ゆだねた。

　吸われていない方は、そのまま主の繊せん手しゆに、丁てい寧ねいに揉みしだかれている。お湯に浸かっているせいか、いつもより柔らかさが増している気がした。主の長い指は、より深く柔肉に食い込み、その形を変えていく。

「私の胸…………好き？」

　本当なら、ですか？　と丁寧に訊きくべきだっただろうが、快楽が甘えをもたらした。

　主は咎とがめずに、乳房を頬ほお張ばりながら頷く。白はく皙せきの表情に変化はないが、どこかおいしそうに吸ってくれているのが、嬉うれしかった。

　ここは貴族の“〝保養地”〟、フィリアに言えば、酒や食べ物を楽しみながらの享きよう楽らくに満ちた入浴も可能だろうが……主は、自分を味わうだけで満足してくれるらしい。

　丹たん念ねんでやさしい吸いつきは、果実から甘かん露ろを絞しぼり出す行こう為いにも似ていた。

　普段、露ろ骨こつに胸を強調する娼しよう婦ふに誘さそわれても平然としているくせに、一いつ旦たん弄いじり出すと止まらない。

　吸って、舌で転がして、甘あま噛がみして──散々弄った後、主は満足そうに乳房から離れた。

　ボリュームのある前菜を味わった後は、そのまま主菜メインへ。

「そこに座れ」

　促うながされ、琉妃は湯船の縁ふちに腰こし掛かけた。

　求められていることはわかる。

　だから、恥じらいながらも……両りよう脚あしを開く。

「ダメ…………見ちゃ、ダメ…………」

　うわ言のような懇こん願がんを無視し、主は両方の太ももを肩かたに担かつぎながら、女の最も奥深い部分に、顔を近づけた。

　吐息が当たる。

　奥まで……見られてる。

　湯とは違うぬるみを帯びた蜜みつが……滴したたってる。

「あ…………!!」

　黒い茂しげみを鼻で掻かき分わけながら、主はそこに口づけてきた。舌を差し込み、より奥を求める。溢れる蜜を飲み干しつつ、行為を続ける。

「ヤダ、ダメ、ダメ…………」

　抑おさえようとしても、声は自然と出た。手も、むしろ主の頭を股こ間かんに押しつけるように動いてしまう。

　ジュル、と啜すする音が下から聞こえた。

　作法に則のつとり、主はただ無心で舌を使う。

　何気なく肌はだを這はうだけで官能を与あたえる唇くちびると舌が、女の一番奥深い部分を攻せめればどうなるか。

　答えは、琉妃の甘い喘あえぎ。

　胸を弄られるように、じわじわと脳に忍しのび寄る陶とう酔すいとは違う、もっと直接的で、容よう赦しやない快感が理性を蝕むしばんでいく。

　主の舌が、快楽で胎たい内ないを蹂じゆう躙りんしていく。

　こらえることはできず、すぐに絶頂の波は来た。

「あ、あ、わ、た、し……もうっっ!!」

　腕うでのかわりに、脚あしを主の首に回す。主は気にせず、そのまま舌と歯を動かし続ける。

　不意に、琉妃の喘ぎが途と絶だえた。

　替かわって、快楽の結末を示す断続的な痙けい攣れんが肢体を揺ゆらす。

　やがて波が去り、首に巻かれた脚が力なく垂れ下がった後、主は酷こく薄はくな笑みを浮うかべて立ち上がった。



    

  
    
      　琉妃は力なく主の腰に手を回し、すがる。目はうつろで、体にも力が入らない。

　ただ、甘い余よ韻いんだけが体を支配する。

　それでも、まだ主の攻めは終わらない。

　腰を抱かかえられた琉妃は、岩いわ肌はだに手をつき、主に尻を突つき出す格好になった。

　主はそのまま体を密着させてくる。触ふれ合うぬくもりの中、ようやく羞しゆう恥ちが湧わいた。

　野外で、こんな格好……あんなふうにされた後で、こんなこと。

「やだ……恥ずかしい」

「普ふ通つうに寝ねそべると、床ゆかが硬かたいぞ。これが一番合理的だ」

「でも…………」

　逡しゆん巡じゆんする自分を黙らせるため、主は猛たけるものを押しつけた。尻の肉も掴まれる。

　もうすぐ、一つになる。

　頬を染めてそれを受け入れようとしたとき、入り口の方から、聞き慣なれた声がした。

「おおっ、スゴイのだ、広いお風呂なのだ!!」

「確かに見事なものだな。ここ最近シャワーしか浴びていなかったから、ちょうどいい」

「うむ、気持ちよさそうなのだ……私が“〝王”〟となった暁あかつきには、こんな感じのお風呂を家に作るのだ！」

「ずいぶんとちっぽけな夢だな…………」

　意い気き揚よう々ようと風呂場へ乗り込んできたのは、プリエラとレギーナ。

　言うまでもなく、共に全ぜん裸ら。

　女同士ゆえ、隠かくす必要も一切なく、堂々と入ってくる。

「裸はだかの付き合いをすれば、また色々変わることもあるだろう。何なら背中でも流してやろうか、お姉様よ？」

「遠えん慮りよしておこう。ちなみに私は自他共に認める長風呂だ。このとおり、本も用意してきている。お子様の君は、さっさと体を洗ってあがりたまえ」

「むむむ、負けるものか！　私も長く浸かるのだ！　あちらには蒸むし風呂もあるようだし、より汗あせを流した方が、風呂上がりの牛乳もおいしいのだ！」

「親父おやじか、君は？」

　少々ズレているが、それなりに微笑ほほえましい姉妹の会話。

　徐じよ々じよに近づいてくる足音の中、それまでの甘い快楽を忘れて凍こおりつくルイヤと琉妃。

　出会いは突とつ然ぜんというか……当然だった。

「おおっ!?」

「おや」

　見つめ合う四人。

　湯気がうまいこと立ち上って隠す……という展開は一切なく、お互たがい裸ら身しんを晒さらしあう。

　プリエラに関しては……特段言うこともない、年相応の裸体。

　十年後ならいざ知らず、まだまだ女によ体たいの魅み力りよくには乏とぼしい、言ってみれば貧相な体だ。

　レギーナの方はそれなりに成熟しており、胸は小ぶりながらも形はいい。細い肢し体たいは充じゆう分ぶんに魅力的で、ともすれば肉感的になりすぎる琉妃と異なり、透とう明めい感かんのある美しい裸体だ。

　一方ルイヤと琉妃は……不幸中の幸いだが、選んだ体位のため、肝かん心じんな部分は二人から上う手まい具合に隠れていた。特にルイヤの方は、琉妃にピッタリと覆おおいかぶさっていたため、裸身が見事に隠れ、秘すべき部分は晒されていないが……問題はそこではない。

　静止する時の中、まずプリエラが正常に反応した。

「な、何な故ぜいるのだお前達!?　はっ……まさか、覗のぞきなのか!?　覗かれているのか!?」

「落ち着け妹よ。これはどう論理的に考えても事故だ。混浴と書かれていたし、そもそもあの二人の関係から察するに、一いつ緒しよに入浴していても何ら問題はあるまい」

「そうなのか……しかし、どうしよう、これではお嫁よめにいけないのだ！」

「いや待て妹よ、ここはプラスに考えてみよう。事故とはいえ、互いに裸……これはより互いを深く知るチャンスだ。見たところ、あちらの二人はすでにそんな感じだ。ここからは自由競争ということで、我々も交まぜてもらうというのは？」

「なるほど!!　よ～し闇黒卿ダークロードよ、背中を流してやるのだ。少々恥はずかしいが、お前の裸も見せるのだ！　私もその女のように、後ろからギュ～ッとされたいのだ！」

　何かふっきれたのか、プリエラが近づいてきた。

　ついでにレギーナも。

「あ、気にせずにそのままで。やはり体験する前に予習をしたい。その後で私も加える感じで…………」

「とりあえず前を隠せ、お前ら!!　あと寄ってくるな!!」

「よいではないか、よいではないか」

「見られて減るものでもないしな。私もぜひ男性器の実物を…………」

「お前らぁぁぁぁ…………!!」

　それからしばらく、風呂場はルイヤにとって阿あ鼻び叫きよう喚かんの場と化した。

　最終的には、《暴力フオース》のカードで湯船の湯を辺あたりに撒まき散ちらして目くらましにし、さらにレグルスを囮おとりにして引きつけることで、ルイヤと琉妃は何とか脱だつ出しゆつに成功。

　足早に服を着て脱だつ衣い所じよを出たところで、ようやく落ち着きを取とり戻もどした琉妃は、前をとぼとぼと歩く主に声をかけた。心なしか、いつもより背中が小さい。

「あ、あの…………」

「もう、お前と風ふ呂ろ入らない………………」

　……確固たる決意を秘めた呟つぶやきに、琉妃はそれ以上何も言えなかった。



　同時刻──風呂場の別浴場にて。

　バシャッと頭からお湯を流され、京夜はその金きん髪ぱつに絡からみ付いていた泡あわを洗い流す。

　つけたままの仮面ゆえに、その肉体は子供のままだ。

　洗う分には、こちらの方がやりやすいと──背後で頭を洗ってくれていた妻がリクエストしたからだが、ふと気づいた。

「あのさエリザ、一緒にお風呂に入れるのは嬉うれしいんだけど、ボク、頭ぐらい一人で洗えるよ？　背中とかならわかるんだけど、ここまで洗われるのはどうだろう？」

「いいじゃない、別に。ほら、次は体を洗ったげるから、そこのマットに横になって」

「何故エアーマットに横になるの……？　家にもあるよね、これ。そして何故毎回キミは、手て馴なれた手つきで洗面器で泡あわ立だったヌルヌルした液体を作成してるんだろう…………そして、それを自分の体につけた上で、何故ボクに体を押しつけてくるの？　どうしてその綺き麗れいな胸で、背中を擦こすってるの？」

「全身を駆く使しして、洗ったげてるんじゃない。気持ちいいでしょ、これ？」

「うん、まあ…………えっと、何故手が股間に伸のびてるのかな？　明らかに手つきに性的なものを感じるのは、ボクだけでしょうか？」

　どこか遠い目で京夜は言う。

　昨夜の仕事の後、純じゆん粋すいに汚よごれを落として体を休めるためだけに入浴したかったのに……気がつけば同どう伴はんした妻は自分を押おし倒たおし、やたらとヌメつく泡を纏まといながら、全身に口づけてくる。

　抵てい抗こうする間もなくエアーマットの上に体が投げ出され、妻は泡に包まれた裸体でのしかかってきた。

「溜たまってるものを出した方が、楽になるわよ？　ほら、もう黙だまって。お姉さんに任まかせなさい」

「…………お手て柔やわらかに」

　舌なめずりをしつつ、体を擦りつけてくる妻に身を委ね、京夜は天を仰あおいだ。

　何か結構近くから、親友の叫さけび声が聞こえた気がするが、多分気のせいだろう。





「エッライ目に遭あった…………」

「らしいね」

「ここのところ、女難が続いているな……どこか遠くへ行きたい。女のいないところへ」

「そのうちいいことあるよ。ほら、悩なやみ事ごとなんて、皆みんな吐はき出してしまいなよ。きっと大自然が全て受け止めてくれる」

「…………というか、何故俺達はここにいる…………？」

　釈しやく然ぜんとしない顔で、ルイヤは傍かたわらの京夜にぼやく。

　黒白の貴族二人が座っているのは、砂すな浜はまに敷しかれた青いシートの上。

　頭上にたてかけられたパラソルが灼しやく熱ねつの日光を遮さえぎり、肌はだが日に焼かれることはない。

　目の前に広がるのは、広大な青い海。

　人の小さな悩みなど、全て洗い流してくれそうな澄すんだ大海は、ルイヤの心情を嘲あざ笑わらうかのように、小さく波打っている。

「……何で、あのクソガキの海水浴に付き合わなきゃいけない……？」

「いいじゃない、別に。一いつ旦たん頭を冷やそうよ」

　始まりは、海が見たい、と言ったプリエラの一言からだった。

「近くにあるのであろう？　ぜひ行ってみたいのだ！」

「何だお前、海を見たことがないのか？」

「ずっと陸地を旅してたから、海は知らないのだ、本でしか読んだことがないのだ！」

「じゃあ、琉妃と行け。俺は忙いそがしい」

「やだ、皆とがいい！」

　……とごねるプリエラに辟へき易えきしていると、言わなきゃいいのに、フィリアが口を挟はさんだ。

「皆みな様さまが来られるということでしたので、水着など、必要な物は用意しております。海水浴も、この“〝保養地”〟の設備の一部ですので」

「おお、そうなのか！　よし、それではぜひ行くのだ!!」

　……と、さらに乗り気になったプリエラ。

　エリザも同調したものだから、結局一行はそのまま屋や敷しきを出て、海へ向かった。

　漁場とは異なる、いわば貴族用のプライベートビーチとでも言うべき砂浜に到とう着ちやくすると、生意気なお姫ひめ様はすぐに服を脱ぬぎ、下に着込んでいた可愛らしいワンピースの水着姿となり、初めて見る「海」に感かん嘆たんの声を上げる。

「おおっ、スゴイのだ、広いのだ!!　泳いでも構わぬのか!?」

「はい、ご自由に」

　同行していたフィリアが答えると、プリエラは、満足げに頷うなずく。

「うむ、苦しゅうない。しかし、結構深そうだのう…………」

「泳ぎは苦手ですか？」

「川で水遊び程度しかしたことがないからな……泳げることは泳げるが、ちょっと心配なのだ」

「では、こちらをお使いください」

　無表情のまま、フィリアはイルカをデフォルメした浮うき輪わを差し出す。

　おあつらえ向きの相棒に、プリエラは顔を綻ほころばせて喜ぶ。

「おおっ、恩に着るぞ！　お前、いい奴やつだな」

「…………どうも」

　何故か顔を背そむけるフィリアに気づかず、プリエラはそのまま無む邪じや気きに海へと飛び込み、今に至る。

　バシャバシャと水を跳はね飛ばしながら、呑のん気きに遊ぶプリエラに、ルイヤは深い溜ため息いきをこぼした。姫君と違ちがい、こちらの男二人は平服のままだ。

「…………何をやっているのだろう、俺は？」

「いいじゃないか、殿でん下かも楽しんでる。あの方だけには、仕事のこと、教える気はないんでしょ？」

「……エリザにも、言うなと伝えておけ。で、お前の嫁よめが昨夜会ったという貴族だが」

「蟲伯爵バグカウンテス、だっけ？　ボクとエリザも、詳くわしくは知らない。わかっているのは、平民を愛するという禁きん忌きに触ふれ、王党派によって始末されたということだけだ。陛へい下かが命を下す前に、王党派が自発的に動いたようだね」

「その始末したはずの貴族が、生きていた、か。しかも毒伯爵ポイズンカウンテスと手を結んで…………」

　ようやく敵の全ぜん貌ぼうが見え、ルイヤもかつて見たあの幻げん想そう的な光景の意味が理解できた。

　毒伯爵ポイズンカウンテスの毒を以もつてすれば、平民の集落を一つ滅ほろぼすなど、どうということもあるまい。

　だが、問題は毒の散布方法。

　彼女の吐と息いきは最も早はや武器ではなく「兵器」の部類だが、射しや程てい距きよ離りはせいぜい彼女の肺活量程度、限界は自おのずと定まる。

　だが吐息から毒薬を精製し、より広こう範はん囲いを動き回れる生物に塗と布ふしたら？

　たとえば──昆こん虫ちゆうにその役目を任せ、自在に虫を操あやつれる貴族と手を組んだとしたら？

　最悪の相あい性しようがもたらす結果を、昨夜二人は目もく撃げきした。

「どちらも原動力は、怨うらみ、か。そのために実験を行い、都つ合ごうよく俺達がやってきた」

「陛下への反逆者には違いないが、彼女達に思想の類たぐいはなさそうだ。だからこそ怖こわい。思想なき暴力が、何より危険だ。彼女達の敵は、いわば世界そのものだね。キミと同じように」

「………………」

　ルイヤは答えない。

　京夜の言葉は、あるいは彼を滑こつ稽けいな道どう化け者ものとして嘲あざけっているのかもしれない。

　奴らとキミと何が違う──と。

　方法論と対象が異なるだけで、共に求めるものは同じはず。

　なのに、かたや“〝王”〟の勅ちよく命めいを受け、かたや暴ぼう虐ぎやくをふるう。

　これを愚おろかと言わずして、何と言うのか？

「気が進まないかい、もう一人の自分を討うつのは？」

「興味がないな。向かってくるなら殺す。それが“〝王ヤツ”〟への近道ならば、なおさらだ」

「そう言うと思った」

　言葉にせずとも、本当はもう互たがいの心中など完全に見み透すかしている。

　そういう二人だ。

「しかし…………気になる点が一つある」

「何さ？」

「昨日の夕食、サラダは出たか？」

「はあ？」

　質問の意図がわからず、京夜はマヌケな声を上げる。

　それでも一応、昨夜のメニューを頭に思い浮かべてみた。

　かなりの数の料理が一度に並べられていたから、一品一品を思い浮かべるのは難しいが…………サラダは、出ていたはずだ。

「あったと思うけど。キミも食べたんじゃない？　肉とか魚より野菜派だし」

「食べたことは食べた。が、生野菜ではなくて、温野菜だった。肉料理や魚料理の付け合わせも、全て」

「…………？　それが、何か？」

「それだけなら、俺も気づかなかった。だが、お前の嫁の言葉で違い和わ感かんを持った。そして、その後のことで、ようやく理解した。思えば、最初からおかしかった」

「…………ちょっと待って、それってまさか………………」

　ようやく親友の言葉の裏に気づき始めた京夜。

　二人の視線が絡み合うとき、水を滴したたらせた女が割って入った。

「お二人とも、泳がれないんですか？」

　近づいてきたのは、琉妃だった。

　こちらも用意された黒のビキニを着ていて、扇せん情じよう的このうえない格好だ。

　ここが貴族のプライベートビーチでなければ、それこそ視し姦かんする勢いで男共の視線を集めることだろう。

　意識していないゆえの動作だが、身を屈かがめて胸むな元もとを強調する形でルイヤに近づく姿は、もう誘さそっているとしか思えない。

「俺はいい。お前はあのガキが溺おぼれないよう監かん視ししておけ」

「はい…………しかし、この水着、ちょっと胸のあたりがキツイんですよね…………」

「そうだな、下乳が出ているし」

　ツン、とルイヤが人差し指で布地からこぼれた下乳をつつく。このボリュームはフィリアの予想を超こえていたのか、上だけ見れば、ほぼマイクロビキニに近い布地になってしまっている。

「……どこ触さわってるんですか？」

「下乳」

　ルイヤは無表情で述べる。

　不思議といやらしさがないのが、この青年の隠かくれた特技かもしれない。

「もう少ししたら、食事にしましょう。あの管理人が、お弁当を持ってきているそうです」

「わかった。あのガキにも伝えろ」

　琉妃は頷き、再びプリエラの近くへ泳いでいく。

　どこで覚えたものか、中々達たつ者しやな泳ぎだ。

　中断された会話を続けようと、ルイヤは傍かたわらを見たが、いつの間にか京夜はいなかった。

　かわりに、眼前にはシートに寝ねそべる新たな女性がいる。

「やあ」

「何な故ぜお前がここにいる？　そして何故うつぶせで頬ほお杖づえを突ついた格好で俺を見上げる…………」

「かつての世界で栄さかえた、『ぐらびあ』なる文化では、よくとられていたポーズらしい。私には君の下しも僕べほどの体はないが、少しは欲よく情じようを誘えればと思ってね」

　色気ゼロの口調で言うのは、レギーナ。

　こちらは琉妃より露ろ出しゆつの少ないセパレーツの水着姿だ。それでも体の線は強調されるため、彼女のスレンダーな肢し体たいの魅み力りよくは充じゆう分ぶんに発揮されている。ルイヤほどでないにしろ、肌もなめらかで美しい。

　が、ルイヤは肩かたを竦すくめて新たな女難に胸を痛める。

「お前はまず、男のわびさびを理解しろ」

「そう言われても、もう裸はだかまで見られてしまったしな…………」

「うるさい、黙だまれ。寄ってくるな」

「そうはいかない。私とて、君を得るためには手段を選んではいられないからな。このところ、暇ひまさえあれば、君をどう落とすか考えている……待てよ、これはまさか、恋こいというものなのか!?」

「断言しよう。絶対違う」

　レギーナよりははるかに男女の機き微びを知る男は、無表情に首を振ふる。

「何だ、違うのか。何事も経験だと思ったのだが」

「もっと健全な恋れん愛あいをしろ」

「さすが、風ふ呂ろ場ばで事に及およぶほど、下しも僕べとの肉にく欲よくに溺れている男が言うと説得力があるな」

「………………」

　とてつもなく遠い目になるルイヤ。

　一方、レギーナは起き上がってルイヤに背中を向けていた。

　恥はじらうことなく水着の上を脱ぎ、そのなめらかな背中全体をルイヤに晒さらす。

「……何のマネだ？」

「オイルを塗ぬってくれまいか？　ほら、死侯爵デスマークイスもそうしている」

　レギーナが顎あごをしゃくった方向を見れば、寝ね椅い子すに寝そべるエリザが見えた。

　恥じることなど何もない、という感じのほぼ紐ひも水着に近い大だい胆たんな赤い水着の侯爵夫人は、いつの間にかルイヤの傍そばから夫を連れ出し、オイルを塗らせている。

　無理矢理連れていかれたのか、若じやつ干かん京夜の唇くちびるは尖とがっている。

「あれが夫婦のあるべき姿というやつなのだな。おや、死侯爵デスマークイス、あんなところにも手を導みちびかれて。水着の内側にまで。おやおや、鮮血の侯爵夫人ブラツデイ・マーシヨネス、夫のあんなところをさすり出して」

「…………そっとしておいてやってくれ」

　ルイヤは友人へのささやかな配はい慮りよを示した。何もしないやさしさもある。

「それはそうと、私にも塗ってくれ。肌はだが弱いので、日に焼けるのは避さけたい」

「断る。手がベトつく」

「ヌルヌルは男性なら好むのではないか？　私とて、君とならば、いっそ全身ヌルヌルで組んずほぐれつの覚かく悟ごもできている！」

「どこで覚えてくるんだ、そんな知識？」

　なまじ妙みよう齢れいの女性だけに、妹より性た質ちが悪い。

「そこまで日差しは強くないだろうに。お前の妹は、まったく気にせず泳いでいるぞ。お前も水の中で日光を遮しや断だんしろ」

「いや、それは、その………………」

　急に口ごもり、目を逸そらしたレギーナを、ルイヤは見み逃のがさなかった。

「……オイルを貸せ。塗ってやろう」

「そうか、助かる」

　ルイヤを振り向かず、レギーナは瓶びんを渡わたす。背はい後ごで妖あやしく光る闇やみ色の瞳ひとみに気づかぬまま。

「ぶっとべ!!」

　ルイヤは立ち上がり──朗ほがらかな笑顔でレギーナの背を全力で蹴けり飛ばす!!

「…………へ？」

　間の抜ぬけた言葉は、水面に落下する直前で吐はかれた。

　ダメージを与あたえるためではなく、あくまで対象を遠くへ蹴り飛ばすための一いち撃げきは、レギーナを一気に砂すな浜はまから海うな原ばらへと飛ばした。

　ようやく自分の置かれた状じよう況きようを理解した瞬しゆん間かん、うら若き王女は短い空の旅を終え、水面に突とつ入にゆうした。

「おお、飛び込みか！　お姉様も泳ぐのかぁ？」

　姉の乱入に、近くを浮うき輪わに掴つかまりつつ泳いでいたプリエラが顔を綻ほころばせる。

　心の和なごむ姉妹の海水浴──それを見つめる砂浜の白はく皙せきの貴族は、邪じや悪あくに嗤わらっていた。

「バ～～カ」

「は、謀はかったな闇黒卿ダークロード…………！」

　ビーチに水着を残し、上じよう半はん身しん裸はだかのままのレギーナは四し肢しをバタつかせる。

　その顔は青ざめ、いつもの冷静さが消し飛んでいた。

「おや、どうしたのだお姉様？　楽しくないのか？」

「これが楽しんでいるように見えるか……？　わ、私は、泳げないんだ!!」

　顔を蒼そう白はくに染め、レギーナはよりいっそう手足をバタつかせる……が、カナヅチの悲しさ、抵てい抗こうも空むなしく、体は水面下に沈しずんでいく。

「いかん、掴まれお姉様！」

　浮き輪を姉に与えるプリエラ。

　その後救きゆう援えんに琉妃も訪れ、何とか溺でき死しは免まぬかれた。

　ほどなくして、波打ち際ぎわに美しい水死体……もとい、唇を青あお紫むらさき色いろに染めて冷え切った王女の体が投げ出された。

　琉妃の配慮で胸元はタオルで隠されたのが、唯ゆい一いつの救いだろう。

「大だい丈じよう夫ぶか、お姉様……？」

「な、何とか…………恩に着るぞ、妹よ。借りはいずれ返す…………」

「何だ、見殺しにすればよかったのに。この先の手間が省はぶけたぞ」

　姉妹をドＳの笑みで見下し、白皙の貴族はほくそ笑む。

「馬ば鹿か者もの、やり方というものがあるであろうが!?　こんな方法で勝っても、陛へい下かは認めぬぞ!?　下へ手たすれば、お姉様自体が無ぶ様ざまな死に様ということで、王族から抹まつ消しようされることもありうるぞ。というか、私ならそうするな。最初からいなかったことにして、何か別の者を選んで王族にするぞ？」

「それもそうだな。さすがに、水遊びの最中に溺死～～ではカッコがつかん。よかったな、聡そう明めいな妹で？」

　楽しげに嗤いかけるルイヤ。

　レギーナは歯は噛がみしながら復ふく讐しゆうを誓ちかう。

「覚えていろ闇黒卿ダークロード…………この借りは、必ず返す…………!!」

「それはそれは」

　やれるものならやってみろ、そう言外でうそぶいたとき、空が黒く翳かげった。

　雲……いや、猛もう烈れつな羽音がそれを否定した。

　空を覆おおうのは、数千匹びきにも亘わたる虫の群れ。

　おぞましき羽音は、農作物を食い荒あらす蝗いなごの群れをはるかに超こす脅きよう威いを予感させた。

　虫の種類も多た岐きに亘り、蝶ちように蜂はち、蠅はえ、バッタと、およそ飛行可能な種はほぼ取り揃そろえていると言っても過言ではなかった。

「おいでなすったな…………しかし、数が多すぎる。蟲伯爵バグカウンテスとやら、どんな王威の封具インペリアルギフトなら、ここまで虫を操あやつれる？」

　空を見上げて呟つぶやくルイヤ。京夜もまた、同様に状況を分ぶん析せきしつつ、彼の傍そばに近づく。

「さすがにここまで大群なら、あっちも総力戦だ。凌しのげば、少しは余よ裕ゆうができる」

「全員、虫に近づくな!!　刺さされたら、虫刺され程度じゃ済まんぞ!!」

「口元も押さえて。なるべく、奴やつらに毒された大気を吸わないように!!」

　ルイヤは防ぼう御ぎよのために《闇黒卿ダークロード》を発動し、即そく座ざに奈落アビスの闇やみ衣ぎぬをまとう。

　一方、京夜もまた仮面を外し、大人の肉体でその身しん体たい能力を取り戻もどす。たとえ不死身性を犠ぎ牲せいにしても、ここは機き敏びんに動き回る必要があった。

「ルイヤ、レグルスを出してくれ！　必ず近くに敵がいる…………この虫に乗じて、ボクらを狙ねらうはずだ！　匂においで追わせろ！」

「わかった。琉妃、クソガキを連れて下がってろ!!」

《獅子王レグルス》のカードを閃ひらめかせ、ルイヤは使い魔まを召しよう喚かん。そのままレグルスは砂浜を駆かけ、まだ姿を見せない貴族を追う。

　臨戦態勢が整うと同時に、虫達は襲おそいかかってきた。

　それも、露出の多い女達を目がけて。

　レギーナの周囲にいる琉妃とプリエラ、そしてエリザと下しも僕べ二人。

　共に守るべき対象を見定め、ルイヤと京夜は砂浜を駆けた。

「ど、どうしよう……虫がいっぱいこっちに来るのだ…………お姉様、動けるか？」

「少々、水を飲みすぎたようだ…………難しいな。だが、私は平気だ。自分の始末は自分でつける。君はそのまま行きたまえ。その方が、私も助かる」

　レギーナはそう傍かたわらの妹を諭さとす。口調は弱々しいが、迷いはない。

　プリエラは逡しゆん巡じゆんしたが、やがて小さく頷うなずく。姉は自分の身を守れる術すべがある。むしろ、自分が傍にいる方が足手まといだ。

「ほら、来なさい！」

　琉妃に手を引かれ、プリエラはその場から離はなれた。

　退路を確保するため、ルイヤが虚こ空くうに蹴りを放つ。

　その繊せん手しゆに閃くのは、《闇黒卿ダークロード》《暴力フオース》《制御ルール》の三枚。

「氣砲式断罪カドウルゲイター…………拡散ピズル!!」

　打だ撃げきの域を超こえた衝しよう撃げき波はが、空を大きく揺ゆらした。

　手加減なしの全力の一撃は大気を大きく震ふるわせ、地に舞まい降りんとしていた虫達を打ち落とす。

　約半数はこれで始末。

　残る半数の群れは、エリザの下もとへ。

　女主人を庇かばうように立ち塞ふさがるメイド二人。共にモップを手にし、昨夜同様、近寄る虫は打ち落とす！

「下がるんだ。これは男の仕事だ」

　静かでありながら、けして反論を許さぬ声に、メイド二人は平へい伏ふくした。

　女達を庇うように、悄しよう然ぜんとその場に佇たたずむ純白の貴族──京夜＝メス・マドグリフ。

　彼の傍らの妻めがけ、虫の群れが降ふってくる。

　だが、それらは一いつ匹ぴき残らず斬きり殺された。

　両断され、地に落ちる虫の死し骸がい。

　ただ一いつ閃せんで全てを終わらせた貴族は、優ゆう雅がに妻へ微笑ほほえみかける。

「大丈夫かい？」

「ええ。でも、自分の身は自分で守れてよ？　あなたは仕事をなさいな」

「では、お言葉に甘えて。あちらも……いらしたようだ」

　京夜の視線は、砂浜に蠢うごめく影かげを捉とらえていた。

　茶のローブで全身を覆い、白い砂浜に蹲うずくまる貴族。

　いつしか、残る虫の群れは、全てその周囲に集まっていた。

「昨夜は妻がお世話になったそうだね……蟲伯爵バグカウンテス？」

「死にぞこないが、虫を引き連れて何のお遊びだ？」

　砂を踏ふみしめながら、黒白の貴族はゆっくりと敵に近づく。

　二人の歩みは重なり、隣となり合いながら必殺の瞬間を探さぐる。

　あと少し──虫を警けい戒かいし、かつ己おのれの技を叩たたき込める間合いが近づく。

　ルイヤは氣砲式断罪カドウルゲイターの用意に入り、京夜は爆ばく発はつ的てきな加速からの刺し突とつを試こころみる。

　互たがいの間合いを意識しつつ、ついにそのときが来た。

　一気に踏み込む二人。

　だが機先を制したのは、敵の方だった。

　バサッと地に落ちるローブ。

　あらわになる敵の姿。

　だが、そこに貴族はいなかった。

　いるのは、ただローブの中に内包され、人型を形作っていた──無数の虫達！

「最初から……囮おとりか!?」

「本物は!?」

　脅威を感じ、京夜は背はい後ごを振ふり向く。

　女達を挟はさんで、まったく逆方向に蟲伯爵バグカウンテスとおぼしき影が見えた。

　茶のローブから細い腕うでを突つき出し、しゃがれた声で敵は命じる。

「行け」

　その瞬間、蟲伯爵バグカウンテスの背後から、蜂の群れが飛び出した。

　全て獰どう猛もうなスズメバチの群れは、恐おそるべき高速で空を駆けていた。

　狙いは──プリエラただ一人！

　ルイヤと京夜に、防ぐ手立てはなかった。カードの発動も間に合わない。

　だが、エリザは臆おくすることなく堂々と虫の前に肢し体たいを晒さらした。

「やれやれ…………頼たよりない男共だこと。いらっしゃいな、その程度の毒で、私が殺せると思うなら」

　いつもの優雅な所作を崩くずさず、エリザは不敵に笑った。

　すでに昨夜蜂の毒は体験済ずみ。

　どれほどの猛もう毒どくだろうが、この五体を流れる《夜薔薇の蜜血ローゼンブラツド》で無効化してみせる。

　肢体を惜おしげもなく晒すエリザ。

　最初の一匹が、まずその毒針を首筋に刺さんと近づく。

　だが、接せつ触しよくはなされることなく終わった。

　予期せぬ守護者が、スズメバチの身を弾はじく。

　ヒュッと風を裂さく音に、エリザが背後を振り向く。

「あなた…………」

「ルイヤ様の友人の奥方を、危険に晒すわけにはいきませんので」

《武装アームズ》で顕けん現げんした鞭むちを振るい、琉妃は毅き然ぜんと言う。

　だが、脅威はまだ終わらない。

　鞭で弾かれた蜂は、まだ生きていた。すでに半身は弾け飛び、最も早はや思考と呼べるものは存在しない。

　ただ、殺傷本能の残ざん滓しが、怨おん念ねんとなって琉妃に注そそがれる。

「つっ…………」

　仕し留とめたとその場の誰だれもが思ったゆえに、その一ひと刺さしは見み逃のがされてしまった。

　事実、琉妃の首筋に毒針を刺した直後、蜂はもう飛ぶ力もなく砂すな浜はまに落ちた。

「お前、大丈夫か!?」

　膝ひざを突く琉妃に、プリエラがほとんど泣き顔に近い様子で駆け寄る。しかし、琉妃の声は気き丈じようだった。

「平気よ。ちょっとチクッとしただけだから…………」

　やせ我が慢まんとは違ちがう、本当に異常を感じさせない声に、舞い戻ったルイヤも安あん堵どした。

　たとえ通常のスズメバチであっても、刺されたことも大事には違いないが、琉妃の様子からは、まったく変化は見られない。

「余計なことをしてくれたわね。私は平気なのに」

「そう言わないでよ、エリザ。キミを思ってのことだ。しかし…………」

　妻を庇かばうように進み出る京夜。

　もう、蟲伯爵バグカウンテスはこちらから充じゆう分ぶんな距きよ離りを取っている。

　いくら機敏でない敵でも、この距離ならばまた虫を放って時間を稼かせげば、すぐに退たい却きやくできることだろう。

　しかし、ここまで多くの虫を放っておきながら、その成果はあまりに中ちゆう途と半はん端ぱだ。

　こちらの犠牲は、ただ琉妃が刺されただけ、しかも異常はないときた。

　ルイヤと京夜が共に敵の真意を図はかりかねる中、蟲伯爵バグカウンテスの傍そばに現れた影が、舌打ちと共に罵ののしりの声をあげる。

「しくじったわね、役立たず！」

「毒伯爵ポイズンカウンテス…………」

　現れたのは、復ふく讐しゆうの化け身しん、毒伯爵ポイズンカウンテスヴェレーノ。

　年とし頃ごろの幸せを捨すて、ただ憎にくしみに身を委ゆだねる少女は、腕うで組ぐみをして傲ごう慢まんな視線をルイヤ達に向ける。

　ルイヤは腰こしのカードケースに手を伸のばし、京夜は仕し込こみ杖づえを手にじりじりと距離を詰つめた。エリザもまた、いつでも夫の援えん護ごに回れるよう警戒している。

　激げき突とつの一いつ瞬しゆんまでの、ごくわずかな停てい滞たいの時。

　それを、二人の伯爵の背後に聳そびえ立った、新たな影が乱した。

　同時に、ドサッと無造作な音を立てて、砂浜に獅子の体が投げ出される。

「レグレグ…………!!」

　プリエラが悲鳴にも似た声をあげる。

　投げ出されたのは、先ほどルイヤが召喚した使い魔。

　匂いで敵を追った忠実な黒い獅し子しは、返り討うちに遭あい、その体をゴミのように蹴けり飛ばされた。

　外傷は、腹に打ち込まれた足型だけ。

　まるで主あるじの仕置きを喰くらったような、ただ一いち撃げきの蹴りが、剛ごう毅きな獅子を昏こん倒とうせしめたのだ。

「お前…………」

　己の使い魔を斃たおした敵は、不敵に笑っていた。

　昨夜はただ技わざを撃うち合うだけで終わった敵は、どこか嘲あざけりを込めた目でルイヤ達を睥へい睨げいしている。

　胸むな元もとを晒した赤いシャツに、黒革のズボン──足元を飾かざる重厚なブーツは、それだけで蹴りの一撃を想像させ、今までも、そしてこれからも敵を踏み砕くだくであろう男の生き様ざまを象しよう徴ちようしていた。

　長身のルイヤを見下ろす身長、それに見合う筋肉質の肉体を持った燃えるような赤あか髪がみの男は、残ざん忍にんに口元を歪ゆがめて笑った。

「一応言っとくか。初めまして──闇黒卿ダークロード」

　内面の暴力性をそのまま滲にじませた笑みには、誰も好ましさを覚えないだろう。

　顔立ちは整っており、男らしい野性味を感じさせるが、同時に粗そ暴ぼうな性格も表していた。

「貴族……ではないようだが？」

　対たい峙じしても、ルイヤに感じ入るものはなかった。だが、平民とは思えない。

　ならば──

「一いつ緒しよにするなよ、お前らと」

　レグルスの傍に駆かけ寄っていた、プリエラの顔色が変わる。

　単なる危機感以上に、肌はだのざわめくこの感覚、コイツまさか──!?

「王族が第五子、ジャヴォール＝ハメシェット・マムラハーだ。よろしくな、妹達」

　にっと王族が笑った。

　同時に、王子の目に赤い狂きよう気きの色が宿る。

「じゃ、死ね」

　ジャヴォールの右みぎ脚あしが、ボールでも蹴り上げるように、大きく振られる。

　ルイヤ達との距離はあり、蹴りが届くはずもない。

　だが、蹴り以上の脅きよう威いがジャヴォールの右脚に生じた。

　脚に絡からみつく、金色の炎ほのお。

　それが生じる瞬しゆん間かん、ルイヤの瞳ひとみは右脚のブーツに絡みつく、金の鎖くさりの装そう飾しよくが光を放ったのを見た。

「クソガキ、逃にげろ!!」

　ジャヴォールの脚から立ち上った炎は、一直線にプリエラを狙ねらっていた。

　避よける余よ裕ゆうはある。非ひ力りきな王女でも、敏びん捷しようさは大人に負けない。

　だがプリエラは動かない。打ち捨てられたレグルスを庇うように、仁に王おう立だちしている。

「バカが!!」

　罵ば倒とうするよりも早く、ルイヤは駆け出していた。

　何とか間に合い、プリエラが灼やかれる前に、炎の前に立たち塞ふさがることはできた。

　腰のカードケースからナンバーＸ《暗ワ黒ー星ム》を取り出し、その名を呼んで発動の姿勢に入る。

　だがそれよりも早く、王女を守る者がいた。

「危ない!!」

　炎とプリエラの前に割って入ったのは、フィリアだった。

　これまで、誰も気に留めていなかった管理人は、虫の災さい禍かは免まぬかれていた。だが拾ひろった身の安全を自みずから捨て去り、プリエラを抱だき締しめ、炎を背で受ける。

「うわ、ダセェ」

　心の底から呆あきれたように笑うジャヴォール。

　彼の視界には、背を灼かれる女が映うつっていた。

「お前…………！」

　涙なみだを浮うかべるプリエラに、これまで常に能面のような表情を保っていた女性が、かすかに笑みを見せる。

「お怪け我がは……ありませんか？　殿でん下か…………」

　プリエラは、何も言えなかった。ただ、唇くちびるを噛かみ締めて頷うなずくだけ。

　顔を歪めて膝を突くフィリアの背に、なおも炎は蟠わだかまる。

　ルイヤが自身の奈落アビスの闇やみ衣ぎぬを振ることで、何とか火は掃はらえた。

　追つい撃げきも警けい戒かいしていたが、それはなかった。

　ジャヴォールは、ただニヤついてプリエラとフィリアを見ているだけ。

　そして今、ルイヤもゾッとするほど冷たい闇色の瞳をジャヴォールに向ける。

「あン、何か文句でも？　俺らは王族だぜ？　殺し合うのが当たり前。だから、一番弱っちいのを狙う。当然だろ？」

　愉たのしげに、心から愉しげにジャヴォールは告げる。

　対照的に、ルイヤは感情をまったく見せずに問う。

「お前が、毒伯爵ポイズンカウンテスと蟲伯爵バグカウンテスの親玉か？」



    

  
    
      「王族相手にシツレーな奴やつだな。徒党を組む気はないが、まあ便利だしな。一緒にいれば、面白いものも見られる。平民がゲロ吐はいて死ぬとことか、シュールで笑えるし」

　ヴェレーノも同意見なのか、口元を綻ほころばせる。

　それでも、ルイヤは表情を変えずに問い続ける。

「ソイツらは反逆者だ。勅ちよく命めいもくだっている。部下にしたところで、“〝王ヤツ”〟の機き嫌げんを損そこねるだけだ」

「どーでもいいさ、んなモン。俺が他の王族を全てぶっ殺して王座につけば、誰も何も言えねー。兄貴と姉貴は、やれ派は閥ばつだ、多数派だ、とか言ってるが、俺は面めん倒どうなことは嫌きらいでな。ただ、自分以外の兄弟を殺してけばいい。そう思わねーか？」

　ルイヤは無言で地を駆けた。

　ただ、瞳に殺意だけを宿して。

　ヴェレーノは身構えるが、ジャヴォールはただ笑ってそれを待つ。

　ほぼ予備動作無しで、ルイヤの左方からの上段回し蹴りが、ジャヴォールの首を狙う。

　完全に首をへし折る気の一撃に、ジャヴォールも右方から同様の蹴りを放った。

　ぶつかり合う二人の脚。

　共に小細工は使っていない、純然たる打だ撃げき同士のぶつかり合い。

　勝敗は──引き分け。

　双そう方ほうの脚は大きく空に向かって弾はじかれ、互たがいに体勢を崩くずした。

　ルイヤはまず体勢を立て直すことを優先し、ジャヴォールは崩れた体勢のまま、第二撃を放つ！

「死～～～ねッッッッ!!」

　無礼な貴族に対し、王族の一撃が飛ぶ。

　ルイヤの腹に減めり込む、重厚な靴くつ底ぞこ。

　強きよう烈れつな前蹴りを、後方に跳とぶことで威い力りよくを消し、ルイヤは一いつ旦たんその場を離はなれた。

「……貴族最強の足技使いと聞いていたが、本当みてーだな……お前ごときが王お族れとタメ張るなんてことが、許されるとでも思ってんのか…………!?　おとなしく蹴り殺されろや!!」

「黙だまれ。俺の評判などどうでもいいが、こちらも足技で譲ゆずる気はない。先代アイツの名にかけても」

「……言ったな？　いいぜ、お前も殺すリスト入りだ。確実に殺す!!」

　そして自分以外の強者を許さぬ傲慢さと狂気を隠かくさず、ジャヴォールは唇を歪める。

　幼よう稚ちとも思える精神性を支ささえるのは、その肉体と王族の力。

　新たな標的を見定め、ジャヴォールはその長身からルイヤ達を睥睨する。

「次はきっちり殺してやる。またな、妹」

　朗ほがらかに片手を上げ、ジャヴォールは踵きびすを返して去っていく。

　退たい却きやくではなく、単に気が乗らなくなっただけ──そんな、身勝手な行動だとその場の誰だれもが察した。

　ヴェレーノと蟲伯爵バグカウンテスもそれに続き、嘲りを隠さずにその場を後にする。

　追うことは、ルイヤにはできた。

　だが砂すな浜はまに突つっ伏ぷし、苦痛に喘あえぐフィリアと、王女の泣き声がそれを許さない。

「お前…………!!　しっかりするのだ!!」

　泣きじゃくりながらフィリアの体を揺ゆするプリエラに、その場の誰もかける言葉はなかった。



    

  
    
      　第四章　蔓まん延えんする毒






　屋や敷しきの寝しん室しつに、ルイヤはいた。

　貴族の寝室にふさわしい、豪ごう華かな寝しん台だいに座り、一人物思いにふけっている。

　不意に、ドアが叩たたかれた。

「入れ」

「失礼します…………」

　入ってきたのは、琉る妃きだった。

　彼女の服装の変化に気づき、ルイヤが首を傾かしげる。

「何だ、それ？」

「あ…………やっぱり、似合いませんか？」

　琉妃が着ているのは、白いイブニングドレスだった。胸むな元もとは大だい胆たんに開き、豊かな乳ち房ぶさのほぼ半分を晒さらしている。

　時刻はすでに夜──服装としてはおかしくないが、彼女の持ち物ではない。

「その……フィリアさんが、用意していたようで…………今日は、ホールで軽くダンスパーティでもされてはいかがかと…………」

「人数が足りんと思うがな。特に男が。で……あの女は？」

「あの娘こが…………つきっきりです」



　──砂浜での戦いの後、一行はまず屋敷に戻もどった。

　誰だれも口を開かない重い空気の中、ただプリエラの泣きじゃくる声だけが邸てい内ないに響ひびく。

「私のせいなのだ。私が、海に行きたいなんて言ったから…………」

　ポロポロ涙をこぼす少女に、かける言葉はない。

　ただ、琉妃に体を支ささえられながら帰宅したフィリアだけが、弱々しく言う。

「殿でん下かのせい、では、ありません。私は、当然のことをしたまでです。どうか、お気になさらず…………」

「でも…………」

　それでプリエラの気が済むわけもない。

　背中の火傷やけどは、死に至るものではなかった。

　それでも、痕あとは残るだろう。

　痛みもひどいようで、眠ねむることもできないらしい。

　幸さいわい、湯とう治じの役目も果たす“〝管理地”〟だけに、火傷に対しても効果のある治ち療りよう器具も常備してあった。

　またレギーナが火傷に対する治療の知識を持っており、応急処置は済ませた。

　今はプリエラがつきっきりで看病に当たり、フィリアの背中に消毒と洗せん浄じようを繰くり返している。

　医者を呼ぶのが最良には違ちがいないが、まず使いを出すのが困難だ。

　レグルスは、今動ける状態にない。

　カードに戻ることで回復はするが、ダメージは重く、時間がかかる。

　代かわりにエリザのネケヴァを使いたいところだが、王族と貴族二人が敵である以上、仮に敵てき襲しゆうに遭あえば確実に殺やられる。

　ミナでもルーシーでも──それは変わらない。

　王族たるプリエラとレギーナならば、まず確実に狙ねらわれる。

　エリザを使いに出すことは、京きよう夜やが許さない。

　となると、消去法で候補はルイヤと京夜しかいないが、それはフィリア自身が固辞した。

　まずは殿下の身の安全を確保──火傷の痛みに耐たえながらの懇こん願がんに、ルイヤと京夜は頷うなずくしかなかった。

　そして、フィリアとその看病に付つき添そうプリエラを除き、一行は屋敷の客間で砂浜での一件について話し合った。

「あの王族…………王党派は認識していたのか？」

　京夜とエリザは揃そろって首を横に振った。

「いや、少なくともボク達は知らない。もっとも、あの方自身、徒党を組むのが嫌いなようだから、王ぼ党く派らを相手にはしなかっただろうが。ゆえに、反王党派とも言える、超ちよう少数派の毒伯爵ポイズンカウンテス達と組んだ」

「いいように使っているだけでしょうよ。まあ、気の合いそうな連中ね」

　エリザの声に、嫌けん悪おが交まじる。

　原則、王族全てに敬意を払はらうのが王党派の精神だが、さすがにあそこまで凶きよう悪あくな王族に臣下の礼をとることはためらわれるのだろう。

「毒伯爵ポイズンカウンテスが無法を行えば、いずれ俺が来る。それを見み越こしていたのかもな。ところで……あの王族の力、お前にはわかるのか？」

　ルイヤは、追及を今度はレギーナに向けた。

　窓まど際ぎわで腕うで組ぐみをしていた彼女は、小さく頷く。

「あれは、君達貴族とはまた異なる力──王族の持つ〈直ちよつ轄かつ地ち〉だ」

「詳くわしく話せ」

「……あまり明かしたくはないが、そうも言ってられないか。ひらたく言えば、王族が陛へい下かより賜たまわった、“〝王”〟という『概がい念ねん』を具現化した力だ。当然、私にもある」

　レギーナの右手の親指にはまる金色の指輪が、小さく光る。

　これこそが彼女の力の源みなもと。

「君達が知っているように、私は異空間に自分好みの『城』を築ける。つまり、他に干かん渉しようされない、不輸不入権を持つ君達の領地よりもさらに強固な自分だけの空間を。それが私の〈直轄地〉。貴族でさえも立ち入りを許されない聖域、まさに王権の顕けん現げんと呼べないかね？」

「お前の場合は、ただの引きこもりだがな。あのジャヴォールとかいう王族も、それでやりすごすつもりだったのか？」

「そのとおりだ。あの虫の群れからも、ね。まあ、あのときはさして虫が寄ってこなかったから、必要はなかったが。もしかして、妹や君の下しも僕べを匿かくまわなかったことに怒おこっているのか？　悪いが、こちらも無む駄だに疲ひ労ろうしていたんだ、まさしく君のせいでね。自分を守ることで精せい一いつ杯ぱいだったんだが」

「…………では、あの王族は？」

「“〝王”〟の持つ武力の顕現……と言ったところか。実際、武ぶ闘とう派はのようだしね。“〝王”〟とは、その権力を誤って使えば、世界を灼やく大火となる。妹の力はその逆だな。対象に王権の加護を与あたえ、力を付ふ与よする。これもまた“〝王”〟の力。君はカードを介かいしてその恩おん恵けいに与あずかっているわけだ」

「なるほど、な」

　さして感情を込めずにルイヤは呟つぶやく。

　確かに、プリエラやレギーナとは違う──貴族の上を行く、圧あつ倒とう的てきな武力を己おのれの脚あしで味わった。

　決着はつけるべきだが、今は安易に動けない。

　そんな思考を見み抜ぬいたのか、レギーナが王族らしく場を取り仕切る。

「君達の『勅ちよく命めい』とやらは、私も理解している。王族はさておき、毒伯爵ポイズンカウンテスと蟲伯爵バグカウンテスは斃たおすべきなのだろうが、今は下へ手たに動かない方がいい。個々に動いて三対一は辛つらかろう。かといって、君達二人が共に出て行って、女達だけ──というのも厳きびしい。鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネスはさておき、私は自分の〈直轄地〉にこもる程度しかできそうにない。とりあえず、今夜は休みたまえ。私も確かめたいことがある」

　それぞれ胸に期する思いはあれど、ひとまず王女の提案に頷いた。

　けして安あん穏のんとは言えないが、それでも静せい謐ひつな夜がやってくる。



「……あの女に、言いくるめられた気もするがな。〈直轄地〉とやらに、一いつ旦たんお前達を全部招き入れれば、俺と京夜の後こう顧この憂うれいはなくなる。あとは、俺達二人で敵を始末すればいいものを」

「閉じこもっても…………食事とかどうするんです？　長期の滞たい在ざいじゃないんですから、この屋敷にもそれほど余よ裕ゆうはないでしょうし…………向こうが、逃にげる可能性だってありますもの。ルイヤ様にとっては、その方が困るでしょう？」

「………………」

　どこか自じ嘲ちよう気味に頬ほお杖づえを突く主の横に、琉妃はそっと腰こしかける。

「あまり……思いつめないでください。仕方のないことです」

「お前……本当に大だい丈じよう夫ぶか？　体調に問題は？」

「特に何も……本当に、痛みもないんです。ほら、腫はれてもいないでしょう？」

「確かに、な」

　琉妃の首筋には、何の変化も見られない。

　毒どく針ばりの傷きず痕あとも、まったくわからなかった。

「取とり越こし苦ぐ労ろう、か…………」

「少し、お休みになられては？　昨日もお休みになっていないし、お風ふ呂ろもその…………」

「お前のせいで、な」

「あれは…………不ふ可か抗こう力りよくです」

　主の首に両りよう腕うでを回し、耳元で囁ささやく。そのまま抱だきすくめる形で、豊かな乳房で主の頭をそっと抱き締しめる。

「…………おい」

「お好きなんでしょう、私の胸…………お好きにされて、構いませんから…………」

　そう……悩なやむ主に、全身を駆く使しして奉ほう仕しするのは、当然のこと。

　どうせ、主は仕事に自分を巻き込まない。

　なら、せめてこれぐらいは。

　しなやかな手を、そっと主の股こ間かんに忍しのばせる。

　そのまま頭もそこへ近づける。唇くちびるで咥くわえてジッパーを下ろし、主のこわばりを解放する。

　結局、風呂場で欲よく望ぼうを解放できなかったそれは、大きく猛たけって天を仰あおいでいる。

「……って、こら。どうする気だ？」

　熱い先せん端たんで、無礼な下しも僕べの顔を叩たたく。

　琉妃は頬ほおを染め、熱い肉に頬ずりしながら囁く。

「いじわるしないでください…………お疲つかれでしょうから、その…………私がしようかと」

「………………」

　ルイヤは答えず、無表情のまま、自身の分身で琉妃の顔を擦こすっていく。

　すでに滲にじむ先さき汁ばしりが顔を汚よごしていくが、彼女は気にしない。むしろ進んで主のぬくもりを感じ、懇願する。

「お願い…………」

「好きにしろ」

　苦笑しながら言い、主は動きを止めた。

　琉妃は先端に口づけをし、ゆっくりと唇を熱い肉にかぶせた。

（すごい…………）

　想像以上に、主のたかぶりは熱くたぎっていた。

　口に含ふくむと、より熱さも……大きさも増したように思える。

　常に自分を快楽で征せい服ふくするそれは、口内でも自己を主張し、制せい御ぎよできない。

　他の男のものなど興味がないし、比べる気もないが…………やはり、立派だと思う。

　懸けん命めいに咥えながら、琉妃は丁てい寧ねいに舌を絡からめた。

　これまで主が味わってきた女達と比べれば、経験不足なのは承知している。

　だからせめて、誰だれにも負けない気持ちを込めて、主のたかぶりを溶とかす。

　歯を立てないように、やさしく、ねっとりと奉仕する。

　途と中ちゆう、感想を窺うかがうように、上うわ目め遣づかいで主を見上げる。

　自分の頭を抱だくようにして手を添そえる主は、どこか子供の手伝いを見る親のような視線で、やさしく言う。

「上じよう手ずだ」

　その言葉が、いっそう琉妃を励はげませた。

　より激しく頭を上下させ、舌を絡める。唾だ液えきが淫みだらな音を立てるのも気にせず、一心不乱に奉仕を続ける。

　やがて、主が腰を浮うかせる。

　自分への配はい慮りよのためか、口からこわばりを引ひき抜ぬこうとする。

　琉妃はそれを拒こばみ、主の脚を掴つかんで、そのままより喉のど奥で咥え込む。

　同時に、白い爆ばく発はつが口内に巻き起こった。

　喉を、大量の精が叩く。

　むせながら、何とか全部飲み込んだ。

　残さず丁寧に吸い上げ、チュポンと淫らな音を立てて、口を放す。先端に残る雫しずくも舌先ですくい取り、最後にそっと慈いつくしむように口づけする。

　口内に溜たまったものを飲み干ほしてから主を見上げると、彼は苦笑していた。

「飲んだのか、全部？」

「はい…………」

「うまいものでもないだろうに。無理しなくていいんだぞ？」

「変な味です……苦くて、ドロドロしてて。でも、ルイヤ様の味…………」

　どこか陶とう然ぜんとなりながら、琉妃は後始末を続けた。まだ主のものにこびりつく白はく濁だくした汁を、丁寧に舐なめ取っていく。

「されるばかりは好みじゃない。次は、俺の番か？　どうすればいい？」

「いつもみたいに、してくだされば、それで…………」

　まだ硬こう度どを保ったままのたかぶりに頬ずりし、琉妃は懇こん願がんした。

　主は小さく頷うなずく。

「そこに手を突つけ」

　言われた通り、琉妃は指示された壁かべに手をつき、そのまま尻しりを差し出した。

　ようやく、風呂場での続きが始まる。

　白いスカートが捲まくり上げられ、尻が露あらわになる。

　いつものように布地の少ない黒い下着は、ほとんど紐ひも一本しか尻を覆おおっていない。

　自分でも嫌いやになる肉づきのいい尻は、ただ晒さらすだけで男を誘さそうように見えてしまう。

　胸を弄いじるときと同じように、主は尻もかわいがってくれた。

　丁寧に舌を這はわせてから甘あま噛がみし、張りのある肉を揉もみほぐしていく。

　時間をかけて味わってくれるのは主の思いやりだろうが、今は、ただ彼がほしかった。

「早く…………」

　尻を振ふって、ねだる。普ふ段だんとは違ちがう下しも僕べを味わうためか、主は服を脱ぬがさず、そのまま腰こしを押し付けてきた。

「やだ、ドレスが汚れます…………」

「全部お前の中に出す」

「じゃあ…………早く、来て…………」

　切なげに尻を揺ゆらす。

　でも、主は入れてくれない。

「おねだりのときの言こと葉ば遣づかいは、前にちゃんと教えただろう？　着き飾かざらなくていい」

　体を密着させ、主が耳元で囁く。

　琉妃は小さく頷き、彼だけに聞こえるようにねだる。

「私の…………に、ルイヤ様の…………を、くだ、さい…………」

　卑ひ猥わいな言葉を言っていることは自覚している、だから羞しゆう恥ちに頬を染めた。

「よく言えました」

「早く…………」

　羞恥は、快楽で消してほしかった。また、せがむように尻を揺らす。

　それ以上焦じらさず、主は突き入れた。

「ひっ…………」

　尻の谷間に喰くい込む下着をずらし、深々とたくましいものが侵しん入にゆうする。だが、下しも僕べの最も奥深い部分を貫つらぬいたそれは、そのまま動こうとしない。

「どう、して…………？」

「どうしても何も…………俺はこのままでも充じゆう分ぶん気持ちいいぞ？　お前の中はあったかいし、柔やわらかいのにすごく締めつけて……絡みついてくる…………」

「そんな…………」

「それに…………お前から動いてる。ほら」

「違う、そんなこと、ありません…………！」

　否定しつつも、尻は動いていた。それ自体が自分とは別の意志を持ち、貪どん欲よくに主を咥え込む。自分から主の腰に押しつけて、蠢うごめいている。

「違う、違います……こんなの……違う…………！」

「何が違う？　ほら、吸い込まれそうだ…………」

「やあ、ダメ、ダメ、こんなの…………ルイヤ様も、動いて。ルイヤ様がしてくれた方が、ずっと…………」

　涙なみ交だまじりの懇願に、主は望みを叶かなえてくれた。

　大きく揺れる尻に繊せん細さいな指を食い込ませ、激しく動く。琉妃もまた、それに合わせて動いて、嬌きよう声せいを上げる。

　主に深く貫かれながら、琉妃はこれからのことに思いを馳はせていた。

　昨日の蟲伯爵バグカウンテスのように、襲しゆう撃げきがあるかもしれない。

　そうなれば、すぐに主は身を離はなして、敵と対たい峙じするだろう。

　所しよ詮せん自分を抱くのは一いつ時ときの気まぐれ、それに溺おぼれたりはしない。

　自分がどれだけ乱れても、主は不測の事態に備えて、一人牙きばを研いでいる。

　今も、自分が誘ったから抱いてくれた──そういうことなのだろう。

　それでもいい。

　どうせ、手の届かない方ならば、この一いつ時ときの交まじわりだけが全て。

「あ…………」

　主が、自分の尻を強く引き寄せ、腰こしを押しつける。

　熱い精が注そそぎ込まれる最中、奇き妙みような違い和わ感かんが琉妃を襲おそった。

　不意に、眩暈めまいに襲われる。

「どうした？」

　耳元で囁かれる。それが琉妃を自分の役目に引き戻もどした。

「……何でも、ありません。続けて…………」

　切ない声を出し、尻を揺する。

　主は頷き、また動き出した。

　やがて激しい突きに耐たえ切れず、琉妃の体は床ゆかに崩くずれ落ち、ただ下半身だけが持ちあがったまま、主の寵ちよう愛あいを受け止める。力が入らないのに、尻だけは忠実に主を咥え込み、より貪欲に快楽を求める。

「あっ………………」

　啜すすり泣くような喘あえぎを漏もらしながら、大きく背を反そらす。

　また胎たい内ないの奥深くへ、精が注ぎ込まれていく。

「いい…………」

　うわ言のように呟つぶやき、主のぬくもりを全身で感じる。

　全身を痺しびれさせる余よ韻いんの中で、丁寧にドレスが脱がされ、そのままベッドに運ばれた。

　しばしの休息の間も、主の唇くちびると指先は、せわしなく全身を這った。

　さして間を置かず、また貫かれる。

　いつ果てるともしれぬ悦よろこびの中、若い二人はそのまま束つかの間の眠ねむりに身を浸ひたした。





　目覚めると、ルイヤは左ひだり腕うでに下しも僕べのぬくもりを感じた。

　常に自分より早く起きるはずの下しも僕べが、今日はまだ眠っているらしい。

　昨日、少々激しく攻せめすぎたかもしれない。

　まあ、風呂場での憂うさ晴ばらしにはなった。

　今まで熟じゆく睡すいできたことから、昨夜は何も起こらなかったことが窺うかがえる。

　休めたことだし、今日はやはりレギーナとエリザに屋や敷しきの守りを任まかせ、本格的に動くべきだろう。プリエラの様子も気になる。

　まずは琉妃を起こし…………いや、軽く一戦交えるのも──

「おい、起きろ」

　軽く体を揺すって、下しも僕べを揺さぶる。

　だが、反応はない。

　返ってくるのは、苦しげな呻うめきだけ。

「おい…………！」

　ルイヤは顔から表情を失い、琉妃をまじまじと見た。

　全身を紅こう潮ちようさせる下しも僕べは、高熱に冒おかされていた。衰すい弱じやくしていることが、一目でわかる。

「しっかりしろ…………」

　顔を叩たたいても、苦痛の吐と息いきを漏らす下しも僕べは、自分を認識できていないようだった。

「まさか…………」

　原因を察し、琉妃の首筋を見れば、そこだけ小さな瘤こぶ状に赤く腫はれあがっていた。

　まさしく……あの蜂はちに刺さされた痕あと。

「あの野や郎ろう…………!!」

　毒伯爵ポイズンカウンテスの仕込んだ毒が、また新たに広がっていく。

　じくじくと──蔓まん延えんしていく。





「……厄やつ介かいなことになったね」

　客間の一室で、京夜は珍めずらしく不安げに呟いた。

「毒伯爵ポイズンカウンテスの毒…………遅ち効こう性だったということかな？」

「いや……多分違うな」

　窓まど際ぎわに背を預けるルイヤは、眉まゆ根ねを寄せて語る。

　とりあえず琉妃を寝しん室しつに寝ねかせ、京夜との今後の策を練ねるためにここに来たが……見通しは暗い。

「俺は昨日、琉妃を抱だいた。多分、それが原因だ」

「へえ…………男女の交わりがきっかけで発動する毒？　面白いわね？」

　エリザと、彼女に傅かしずくメイド二人もまた、そこにいた。

　深刻な男達とは裏腹に、彼女はいつもと変わらない。

「貴族と平民では、少しばかり体の仕組みが違うわ。だからこそ、子供もできない。王党派の研究では、貴族の体内には、継けい承しようと同時に『カガク』の産物である『ナノマシン』とかいうものが常じよう駐ちゆうするため…………とは聞いているけれど。それを計算した毒かしらね？」

　どこか愉たのしげなエリザを無視し、ルイヤはあの砂すな浜はまでのことに思いを馳せる。

「ずっとひっかかっていた…………何な故ぜ、あの毒伯爵ポイズンカウンテスが砂浜で退たい却きやくしたのかを。あれだけ本格的に攻めておいて、結局『毒』では誰だれも傷ついていない…………今考えると、目もく論ろ見みはそこじゃなかった。あのとき、蟲伯爵バグカウンテスを『役立たず』と罵ののしったのは、標的が異なっていたからだ。本来毒を受けるべきは…………」

「エリザ、か。全ては大がかりな陽動と。目的は、ボクを苦しませるためかな？」

「だろうな。お前が嫁よめを抱いたとき、毒が発動する。嫁を媒ばい介かいにしてお前を毒殺……というパターンもありえるが、ただ無力に愛する者の死を見ていく方が、お前には堪こたえるだろう。そもそも、お前の毒殺はまず不可能だしな。全ては、お前を苦しめるためだ」

「琉妃ちゃんは、ていのいい巻まき添ぞえか。エリザをかばったばかりに」

　悲しげに首を振る京夜。

　他の女に関心を寄せたことが気に喰わないのか、エリザが不満げに漏らす。

「何を言っているのやら？　私はかばってなんて頼たのんでないわ。余計なお世話の結果でしょう？　大体、仮に私が刺されたところで、この私を殺せるとでも？」

「敵は、お前の《夜薔薇の蜜血ローゼンブラツド》を事前に採取していた」

　すでにミナとルーシーから聞いていたものか、ルイヤは淡たん々たんと推理を告げる。

　一昨日おとといの夜の蟲伯爵バグカウンテスの目的は──そこにあったのだろう。

　体内の毒を無効化し、夫とはまた異なる不死身性を付ふ与よするエリザの王威の封具インペリアルギフト。

　それに対たい抗こうするために、それを採取するために、それを解かい析せきするために──敵は暗あん躍やくしていた。

「それが何だって言うのかしら？　たかだか反逆者の伯爵ごときに、私の王威の封具インペリアルギフトの解析ができて？　結局、あの平民は無む駄だ死じ…………」

「エリザ」

　その場の総意を代表し、誰よりも早く夫たる京夜がエリザを制す。

　エリザは口を噤つぐみ、夫から目を逸そらす。

「な、何よ…………」

　普ふ段だんとまったく違ちがう、少女のような可か憐れんさで、エリザは唇を尖とがらせる。

　京夜は仮面に手をかけ、なおも続ける。

「そのへんにしておきなよ。キミをキライになりたくない」

「………………」

　笑みを崩さず……無言の圧力を秘めて、京夜はエリザを見つめる。

　やがて、彼女は吐はき捨すてるように言った。

「悪かったわよ…………」

　そのまま夫と目を合わせようとせず、エリザは足早に部屋を出た。メイド二人もその後に続き、ルイヤに対して深々と一礼してその場を去った。

「気を悪くしないでくれ。あれで、琉妃ちゃんにはすまないと思っているんだ」

「別にどうでもいい。それより、問題は琉妃だ。毒伯爵ポイズンカウンテスを捕つかまえないとどうしようもないが、こんなことをしでかす性しよう悪わる女が、そうやすやすと姿を現すとは思えない。下へ手たをすると…………このまま逃にげるぞ」

「確かにね…………レグルスも、まだ動けないだろう？　エリザも機き嫌げんを損そこねたようだし、ネケヴァを斥せつ候こうには使えない…………無駄足を覚かく悟ごの上で、僕らが動くべきか」

　敵の手がかりがつかめず、静かに苛いら立だつ二人。

　そのとき、部屋に新たな来訪者が訪れた。

「おや、おそろいだね」

　やってきたのは、レギーナだった。

　深刻な二人を気にすることなく、いつの間にか淹いれ方を覚えたコーヒーを口にし、そのまま椅い子すに座って優ゆう雅がに読書に入る。

　深刻な自分たちと対照的な姿に、京夜は苦笑するが、ルイヤは無表情を崩さない。

「どうしたね、闇黒卿ダークロード？　怖こわい顔をして？」

「よくもまあ、気にせずに飲み食いができるな、と思ってな。毒伯爵ポイズンカウンテスが敵で、しかも俺達より早くこの地にいた以上、事前に食しよく糧りように毒を盛っていた可能性もある」

「否定はできないが、怖がってもしょうがない。一応昨日の夜、備び蓄ちくされている食糧を確認したが、結局毒の有う無むは不明だ。いずれにせよ、毒伯爵ポイズンカウンテスの毒ならば、私達で判別することは叶かなうまい。だが…………気がかりは一つ消えた」

「どういうことでしょう？」

　京夜は追及し、ルイヤも目を細めた。

　昨日、砂浜で話していた会話──その続きが、今語られようとしている。

　最初の晩、何故サラダが出なかったか？

　そして、何故エリザの注文が叶えられていなかったのか？

「最初の晩、鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネスの言ったことがひっかかっていた。確かに、供された料理は全て火が通っていた。新しん鮮せんな海産物のオードブルはおろか、サラダも全て温野菜。仮にも侯爵ともあろう者が事前に注文したにも拘らず、だ。あの管理人のような有能な者が、そんなミスを犯すだろうか？」

　そう──ルイヤもまた、それが気になっていた。

　あの食事の時点では、何も心に留とめていない。

　だが、毒伯爵ポイズンカウンテスとの邂かい逅こうから、夕食のメニューの内容が何か引っかかった。

「……とすれば、新鮮な食材を確保できない理由があったのではないだろうか？　いや、確保できたとしても、その安全性に不安があったのではないだろうか？」

　レギーナは本から目を離はなそうとしない。

　智ち者しやたる王族は、すでにルイヤと京夜より先の結論に辿たどり着ついている。

「そう……たとえば、新鮮な食材を提供する近隣の村が、何者かの手で、全ぜん滅めつした、とか。さらにそれが毒殺で、『毒』を司つかさどる貴族の仕し業わざだったとしたら…………たとえ直前にその村から新鮮な食材を仕入れていたとしても、破は棄きするだろうな。その一件より前に備蓄していた食糧で調理するしかない」

「そして、そもそも近隣であれだけの事態が起こっているのに、そこから食材を仕入れるはずの管理人が、何事もなかったかのように生活しているのがおかしい」

　レギーナの発言を裏づけるように、ルイヤも呟く。

　そして、さらに京夜も続ける。

「本当の管理人は…………あるいは、あの村の住人で、すでに殺されたのかもしれない。ボク達は最初から、偽にせの歓かん待たいを受けていたのかも、ね」

　読書に没ぼつ頭とうする姫ひめ君ぎみを残し、二人の貴族は、そのまま足早に部屋を出た。





　目を覚ましてすぐに、フィリアは腰こしの辺りに小さなぬくもりを感じた。

　起き上がってみれば、プリエラがそこで小さな寝ね息いきを立てている。

　何かかぶせようと毛布を手にしたとき、少女はパッチリと目を開けた。

「おお、目が覚めたのか？　元気なのか!?」

「ええ、多少楽に…………あの、ずっとここに!?」

「うむ！　よかったのだ…………あ、何か飲みたいものとかあるか!?」

「いえ…………あの、どうしてこのようなことを？」

　問いかけに、プリエラは首を傾かしげる。

　何故そんなことを訊きく？…………その顔はそう言っていた。

「私は……ただの平民です。殿でん下かは…………王族なのでしょう？　貴族すら下に置き、世界に君臨される資格を持つ方…………それが、何故こんな…………」

「お前こそ、何を言っている。下しも々じもの者をないがしろにして、何が王族か。大体、身の回りの者を大事にせぬ者が、世界を大事にできるはずがあるまい」

「………………」

「私はまだまだ未熟だからな、救える者など、たかが知れている。だからこそ、手を伸のばせば届く者を見み捨すてるわけにはいかぬのだ。それに、その…………私のせいで、お前が…………」

　しゅんと肩かたを落とすプリエラ。

　フィリアは首を左右に振ふり、その小さな頭に手を伸ばした。

「どうか、お顔をお上げください。私にはそのような資格は…………」

「何を言う、私とお前の仲ではないか。あれだぞ、私に料理を教えてくれるのだろう？　早くよくなってもらわなくては、困る！」

　苦境の中でも失われない、姫君の笑顔。

　つられて、ついフィリアも口元を綻ほころばせる。

「お、やっと笑ったな。うむ、その方が美人なのだ。その眼鏡めがねもとるのだ、髪かみ型がたも何か野や暮ぼったいのだ！」

「あ、ちょっと、おやめください、殿下…………」

「よいではないか、よいではないか」

「そうだな、俺も見てみたい。本当のお前を」

　いつの間にか、ルイヤがドアの傍そばに立っていた。

「ん、どうしたのだ闇黒卿ダークロード？」

　管理人の質素な自室に似合わぬ来訪者に、プリエラが首を傾げる。

「そのままの意味だ。管理人、お前は……本当は誰だ？」

「何を言っておる。お前からも、何とか言って…………？」

　フィリアを見たとき、プリエラは異変に気づいた。

　彼女は、眼鏡を外していた。

　あらわになる素顔は、想像より、ずっと美人だった。

　目鼻立ちが整っていて、典てん雅がで、どこか──悲しげで。

　髪かみも解ほどき、バサッと優雅に波打つ亜あ麻ま色いろの髪が肩に落ちる。

　その気品──どこか超ちよう然ぜんたるその雰ふん囲い気きに、プリエラは覚えがあった。

「気づいたのですね、闇黒卿ダークロード」

「疑ってはいた。あの王族達に脅おどかされて、俺達の内情を探さぐっている……それぐらいのことは想像していた。だが、お前はあのとき、身みを挺ていしてそのガキを庇かばった。それが、お前への疑念を消した。演技ではできない。死ぬかもしれなかったんだからな。何な故ぜあんなことをした？」



    

  
    
      「まさか、そんな…………！」

　衝しよう撃げきに気け圧おされ、プリエラは動けない。

　その頬ほおを、やさしげにフィリアは撫なでた。

「妹を助けるのに…………理由はいりますか？」

「王…………族!?」

　愕がく然ぜんとプリエラは叫さけんだ。

　フィリアはどこか悲しげに微笑ほほえんだ。

「そんな…………どうして!?」

「王族は、自身の意思とは関係なく選ばれる。どんなにその運命を拒きよ絶ぜつしても、誰だれも逃のがれられない。陛下にお目通りしたとき、そう言われたわ」

「ならば、何故戦わない？　何故王座を争うべき妹を守った？」

「さあ…………でも、私は王座になど興味はないわ」

　フィリアは悲しげに首を振った。

　生まれつき世界の頂点に立つことを定められた王族──生まれつきゆえに、それを受け入れない者も、王座を否定する者がいることも、また必ひつ定じようなのかもしれない。

「私は、ごく普ふ通つうの家庭に生まれて…………ごく普通に育った。でも、ある日王族として目覚めた。けれど、両親も…………妹も…………変わらなかった。それまでと同じように接してくれた…………なのに、そんな日々は終わってしまった」

「何があった？」

　ルイヤが問うのと同時に、プリエラもまた悲痛な視線を“〝姉”〟に向けている。

　平へい凡ぼんからの逸いつ脱だつ、肉親との別れ…………それはそのまま、この少女が体験したことでもあった。

「『弟』が来たのよ…………あの男は、私を殺そうとした」

　フィリアは小さく体を震ふるわせ、自分自身を抱だき締しめた。

　脳のう裏りに甦よみがえるのは、生まれ育った村が、炎ほのおに灼やかれる光景。

　脚あしから炎を発し、哄こう笑しようをあげるのは、弟。

　王族が第五子──ジャヴォール＝ハメシェット・マムラハー。

「…………私は、逃にげた。両親がそうしろと言った。炎に灼かれながら」

「……お姉様………………」

「妹も…………巻き込まれて死んだ。私のせいで………………」

　フィリアの声は震えている。

　それでも、涙なみだは出ない。もう、そんなものは涸かれ果ててしまった。

「逃げて…………そして、ここに来た、か？」

「“〝保養地”〟と聞いたから…………貴族にとっては中立地帯、隠かくれるのには、最適だと思ったわ。何故だかわからないけど、管理人が屋や敷しきを空あけていたから、なりすました。でも、食材を仕入れに、あの村へ行ってわかった…………本当の管理人は、殺されていたのね………………」

　フィリアの告白で、ルイヤは事の全てを悟さとった。

　毒伯爵ポイズンカウンテスの跳ちよう梁りようにより、身を隠すことができたフィリア。

　だが、彼女を追ってジャヴォールはこの地に現れた。

　姉を追う王族は、利害の一いつ致ちした貴族達と組んだ。

　しかし──

「何故、逃げなかった？　また弟が現れたんだ、妹を庇う前にお前が逃げればよかった」

「………………もう、逃げることに疲つかれたのかしらね。よくわからないわ………………」

「何故、そうまでして弟はお前を追う？　仮にも姉、昨日の態度を見る限り、むしろ殺やりやすいところから…………このガキや、あの眼鏡めがね女を狙ねらいそうだが？」

「私が気に喰くわない…………そう言ってたけれど…………」

「戦わないのか？　お前にも〈直ちよつ轄かつ地ち〉はあるのだろう？　相手は家族の仇かたきだ」

　フィリアは、答えなかった。

　家族を殺され、その身を追われ、今また背を灼かれ──理り不ふ尽じんな暴力から、ただ逃げる。

　王族の力を行使せず平民でいること、それが彼女のささやかな抵てい抗こうなのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ、もう、心配はいらないのだ!!　お姉様は私が守るのだ!!」

　これまでの沈ちん黙もくが嘘うそのように、プリエラが明るく言った。

　目を丸くするフィリアに構わず、彼女は腹心たるルイヤに命を下す。

「よいな、これは私の命だ。あのような無礼な兄は、兄とは思わん。お前の手で誅ころせ。そして、お姉様もお前が守れ！」

「お前が、それを望むなら」

　ルイヤはそう言って応じた。

　プリエラは腕うで組ぐみをし、満足げに頷うなずく。

「うむ。ところで、私が知らぬことが色々あるようだな。隠し立ては許さぬ。全て話せ！」

「…………わかった」

　どこか苦笑めいた笑みを浮うかべ、ルイヤは言った。





　その後、最初の夜に食事を共にした客間に、一行は集まっていた。

　琉妃とフィリア──かつては席を共にした女達が欠けており、あのときのような、和なごやかな雰囲気はそこにはない。

　ルイヤと京夜から全てを聞いた後も、プリエラは取り乱すことはなかった。

　むしろ、落ち着いてさえいた。

「なるほど……状じよう況きようは呑のみ込めた」

　上かみ座ざで腕組みをする王女に、口を挟はさむ者はいなかった。

　その小さな体から滲にじみ出る悲ひ壮そうな何かに、皆みんな、胸をうたれていたのかもしれない。

「お前達の務つとめ、あいわかった。だが、ここまでくれば、最も早はやこれは戦いくさと呼んだ方がいいであろうな。王族たる私とお姉様がここにいる以上、やはりあの『兄』達はここへ攻せめ込むであろう。だが、待つ余よ裕ゆうはない。明朝、闇黒卿ダークロードと死侯爵デスマークイスはその務めを果たせ。私とお姉様達は、ここに残る。それでよいかな？」

　最後の言葉は、この場に居合わせるもう一人の王族である、レギーナに向けたものだった。

　部屋の隅すみの壁かべに背を預けていた彼女は、小さく頷く。

「元より、私はただついてきただけの客人だ。君の指揮に逆さからう気はない。私としても、あの『兄』と呼ぶのもおこがましい男は、唾だ棄きすべき存在だ。屋敷に残る者については、最悪私の〈直轄地〉で保護しよう。かわりと言っては何だが……奴やつを斃たおしてくれるね、闇黒卿ダークロード？」

　レギーナの問いに、ルイヤは無言のまま小さく頷く。

　異議を唱となえる者はおらず、ひとまず一行はうら若き王女に従う。

　プリエラは腕組みをしてその場に残っていたが、唯ゆい一いつ部屋を出て行くルイヤにはこう告げた。

「闇黒卿ダークロードよ、あの女の傍そばにいてやれ。お前にしか、それはできない」

「………………」

　ルイヤは無言のまま、部屋を出た。

　行き先は……琉妃の、そして自分の寝しん室しつ。

　ダブルベッドで一人横たわる下しも僕べは、ひどく衰すい弱じやくしていた。

　すぐ死に至る毒ではないのだろう。

　徐じよ々じよに徐々に──死に至る過程を見せつけ、無力さを味わわせてから殺す。

　それが、毒伯爵ポイズンカウンテスの復ふく讐しゆう。

　仮にエリザが毒どく牙がにかかったならば、京夜はどうしていたのだろうか？

　きっと、ごく自然に愛する妻の手をとり、傍にいる。

　たとえ、助からなかったとしても…………最さい期ごまで、傍にいる。

　ならば、自分は…………？

　見えない答えの中、そっと琉妃の頬に触ふれる。

「ルイヤ、様…………？」

「寝ねていろ」

　目を覚ました琉妃に、小さな声で告げる。

　琉妃は小さく笑い、主あるじの手に触れた。

「どうされたんですか、そんな顔して…………そういえば、前に私が風か邪ぜをひいたときも、こうやって一晩中傍にいてくださいましたよね。『俺がどこにいようが勝手だ』とかおっしゃって」

「うるさい、黙だまれ…………」

「別に平気ですよ……？　ほら、その、ルイヤ様がちょっと激しかったから…………」

　言った途と端たん、琉妃が咳せき込む。

「無理するな」

　ルイヤは背中をさすり、琉妃に囁ささやく。

　見せないようにしているが、吐と血けつしていることに気づいた。

　あと──どれぐらいもつ？

「いいから、寝ていろ」

　厳きびしい口調で告げ、ルイヤは琉妃が寝つくのを見守る。

　主が傍にいるせいか、琉妃は和やかな顔で眠ねむりにつき、白い胸にその顔を埋うずめる。

　体を重ねた後、いつもやるように、ルイヤは琉妃の頭をそっと撫で、そのまま抱き寄せた。

　銀の前まえ髪がみが覆おおいかぶさり、白はく皙せきの貴族の表情は、誰にも窺うかがいしれない。

　ただ、髪の狭はざ間まからかすかに覗のぞく闇やみ色の瞳ひとみに宿る光だけが、彼の覚かく悟ごを物語っていた。





「まったく、とんだ“〝保養地”〟ねぇ。これからは、あなたの仕事についていくのはやめるわ」

「そうしてくれ。キミを巻き込むのは、胸が痛む」

　京夜はダブルベッドの上に、半はん裸らで寝ね転ころがっていた。

　両手を頭の後ろで組み、仮面も外している。

　なめらかな体を晒さらす美び貌ぼうの貴族の表情は、どこか憂うれいを秘めていた。

「うかない顔ね…………」

　寝ね間ま着き姿のエリザが、覆いかぶさる。

　赤いマニキュアを塗ぬった指先は、そっと夫の肌はだを撫なで…………やがて、腹部で止まる。

　なめらかな肌の上に、そこだけ醜みにくい傷きず痕あとがあった。

　刺さし傷とおぼしきそれを、エリザは軽く引ひっ掻かく。

「何を考えてるの……？　昔のこと…………？」

「…………まあ」

「後こう悔かいしてる？　毒伯爵ポイズンカウンテスの先代を殺したこと」

「それはないよ」

　静かな口調の中にも、確固たる決意を秘めて京夜は言う。

「後悔するぐらいなら、殺やらなければいい。それは、散った命のみならず、ボクが受け継ついだ死侯爵なに対する侮ぶ辱じよくだ。それは許されない」

「そう……じゃあ、何を想ってるの？」

「さて」

「女でしょ？」

　エリザの爪が皮ひ膚ふに喰い込む。

　どこか甘えるように、蠱こ惑わく的な唇くちびるが、夫の首筋に吸いつく。

「まだ……忘れられない？」

「わかってるくせに。キミの思うような関係じゃありませんよ～～」

「そういう問題じゃないの。たまには甘えてきなさいな」

　夫の顔に胸を押しつけ、エリザはそのまま顔全体を抱だき締しめる。

「えーと、妻の前ではかっこつけたいという、男のプライドもありまして」

「捨すてなさいな、そんなの。いいのよ、好きに甘えて。あなたが望むなら、妻にも、母親にも、お姉さんにもなったげる」

「最後のは……無理だけどね」

「もう!!」

　頬ほおを膨ふくらませ、エリザは夫の顔半分に仮面をかぶせる。

　再び少年の体に縮こまる夫…………その細い腰こしに、エリザはのしかかった。

　はあっ、と赤い唇が悩なやましげな吐と息いきを吐はく。

　そのまま服を脱ぬぎ、また乳ち房ぶさを夫の顔に押しつける。

　幼い唇が吸いついてから、エリザはゆっくりと腰を動かし始めた。

「いいのよ、甘えて。いつだって、受け止めてあげるから…………」

「……そうするよ」

　全てのことをしばし頭の隅に追いやり、京夜は妻との快楽に沈しずんだ。



    

  
    
      　第五章　仮面舞ぶ踏とう会かい






「行くか」

「……だね」

　朝方、ルイヤと京きよう夜やは連れ立って屋や敷しきを出た。

　見送りは誰だれもいない。二人が、許さなかったからだ。

　もとよりこれは彼らの仕事──決着は、二人の手で。

「お互たがい別れて、その辺りをぶらつきますか」

「……だな。会えば、それぞれぶちのめす方向で」

「毒伯爵ポイズンカウンテスと会ったら、琉る妃きちゃんの解げ毒どく剤ざいはゲットしとくよ」

「…………期待したくないが、期待しよう。仮にお前があの毒女と遭そう遇ぐうしたら、もう一つ、ゲットしてほしいものがある」

　ルイヤは京夜にブランクのカードを一枚渡わたす。

　それが意味するところを知る京夜は、受け取りつつも首を傾かしげる。

「えっと…………ボクでも取り込めるの、これ？」

「俺と同じ条件で“〝決闘デユエル”〟をして、お前が勝てばな」

「え、やれってこと？　めんどっ」

「蹴けるぞ」

「っていうか、いるの、彼女の力？」

「敵に回したら面めん倒どうだが、手札に加えれば使えるかもしれん」

「素直に言いなよ、超ちよう頭にきてるからでしょ？　キミにとって、相手の力を剥はく奪だつするのは最大の侮ぶ辱じよくだ。奪うばい取って、使い込む。それが、キミが毒伯爵ポイズンカウンテスにくだす罰ばつ。本当は自分で殺やりたいんじゃない？」

「否定はせんが、お前との因いん縁ねんもあるだろう？　それに、ある意味お前が殺る方があの女にとっては罰になる」

　勝てよ、などとは言わない。

　この不死身の貴族が、負けるはずはないのだから。

「わかったよ。そのときはまっかせなさい」

　気楽に告げ、京夜はルイヤと別れ、一人あの村に向かった。

　特に根こん拠きよはないが、いなければ虱しらみ潰つぶしにその辺りをぶらつくだけだ。

　色々と考えたが、やはりあの貴族は自分を狙ねらうだろう。エリザが毒に冒おかされたのであれば、彼女が死ぬまで身を隠かくす──という可能性も高いが、幸か不幸か、犠ぎ牲せいになったのは琉妃。

　愛する伴はん侶りよの毒殺が叶かなわぬならば、直接本人を狙ってくるはず。

　散歩するような足取りで、京夜はかつてルイヤと訪れた漁村に脚あしを踏ふみ入れる。

　すでに全ての死体を村はずれに埋まい葬そうした村は、完全なるゴーストタウンだった。

　いっそ、村全てを火葬にふし、村そのものの「死」を看み取とるべきなのかもしれない。

　だが……その前にやるべきことが。

　村の中央の広場に、ヴェレーノはいた。

　その憎ぞう悪おの色は変わらず、敵意に満ちた視線で京夜をねめつける。

「よかった、いてくれて。エリザからネケヴァを借りる手間が省はぶけた」

「アンタの泣き顔を拝おがみたくってね……狙いは外れたけど、あの女、アンタの親友の下しも僕べですって？　平然としてるみたいだけど、ショックは受けたでしょ？　結構胸がスッとしたわ」

「えーと、月並みだけど、彼女は無関係なわけで。どうだろう、ここは一つ、解毒剤的なものを」

　へーこらと揉もみ手てしながら乞こう京夜。

　嘲あざけるようにヴェレーノは言う。

「ばっかね～。ないわよ、そんなの。最初っから？」

「…………」

「ブラフと思ってる？　でも事実よ。最終的な調合は、あえてテキトーにしたのよ。私でも治なおせないように。だって、そうしなきゃアンタが苦しまないでしょ？　万が一治ったりしたら、苦労が水の泡あわだわ」

「…………根っから腐くさってるね、キミ」

「アンタに言われたくないわ!!　何よ、他人はよくて、自分の身内はイヤなわけ!?　ふざけるのもほどほどに…………!!」

「ほどほどにするのはお前だ」

　京夜の紫むらさきの瞳が、ヴェレーノを射い貫ぬく。

　殺気と呼ぶのすら生ぬるい視線に、気き丈じような毒女は押おし黙だまった。

　顔の半分を覆おおう仮面に手をかけ、今、死侯爵デスマークイスが牙きばを剥むく。

「ボクの役目は、人から怨うらみを買う。それはいい。だからこそ、ボクはキミを否定しない。八やつ裂ざきにしてくれてもいい」

「はっ……どうせ痛くないし、死にもしないじゃない!?　憂うさ晴ばらしが関の山よ！」

「そう…………結局はそれが限界だ。でも、それは陛へい下かの配はい慮りよ。復ふく讐しゆう者がいちいち執しつ行こう者を殺すことを認めていたら、体制は立ち行かない。そうそう替かえも利きかないし。ゆえに、ボクは不死身だ。キミのような者の憎悪を受け止めるために」

「詭き弁べんよ!!　アンタに何が…………!!」

「わかってもらえるとでも思ったか？」

　仮面を取り去り、真の姿を取とり戻もどした京夜は厳おごそかに語る。

「ボクを憎にくむ……それはいい。だが、命じたのは誰だ？　陛下だ。ならば、何な故ぜ面と向かって抗こう議ぎしない？」

「………………」

「できないんだろう、恐おそろしくて。怖こわくて。敵かなわないと知ってて。だから、はけ口を他に求めた。罪も無い平民を殺し、関係無い者を巻き込んで。頑がん張ばれば何とか殺れそうな、このボクを標的にして」

「うるさい…………!!」

「特権だけ享きよう受じゆするクズと、キミは何も変わらない。貴族の掟おきてで先代を失ったくせに、貴族の力で仇かたきを……いや、自分のちっぽけな怨みを晴らそうとする。無意味な私し怨えんを、正当化しようとする」

「黙れ…………!!」

　鬼おにの相に変わるヴェレーノ。

　京夜は唇を歪ゆがめ、嘲り続ける。

「ボクの親友は、キミとは違ちがう。彼は、自分が正義だなんて思ってない。いや、世界にとっては悪だとさえ感じている。自みずからの行動を私怨と知り、それでもなお、他人を巻き込まず戦う。だからこそ、ボクは心こころ惹ひかれた。それに比べて、何とキミの醜みにくいことか」

「だから……何よ？　私を殺す気…………？　やってみれば？　私は逃にげるわよ？　そして、どこからでもアンタとその家族を狙う。怯おびえながら暮らしていけばいい!!」

「キミはここで終わる。せめて、最後ぐらいは、貴族の作法に則のつとって。死侯爵デスマークイスの名において、正式に“〝決闘デユエル”〟を申し込む!!」

　仕し込こみ杖づえの切っ先を向け、京夜は宣言する。

　だが、ヴェレーノは肩かたを竦すくめて嘲った。

「ちょっと、今の話聞いてた？　ここで、アンタと真っ向から勝負して、何の得があるのよ」

「そう言うと思った。確実に死ぬだろうからね」

「挑ちよう発はつのつもり……？　何とでも言いなさいな。私は受けない」

「これ、な～んだ？」

「それは…………」

　京夜の手に光るのは、自身の精製した毒を込めた注射器。

　あの最初の夜の戦いで、回収された品だろう。敵に渡ったところで、どうということはない。

「それがどうかしたのかしら？　それを分ぶん析せきしたところで、闇黒卿ダークロードの下しも僕べは治らないわよ。どうする気？」

「こうする気♪」

　ブスッ、と躊ちゆう躇ちよなく京夜は首筋にそれを突つき刺さした。そのまま毒液は体内に浸しん透とうし、京夜を冒おかしていく。

「なっ…………！」

　ブラフではなかった。本当に、自身に毒を投とう与よしている。首筋から変色していくドス黒い肌はだが、それを証明している。

「何してんのよ……アンタ!!」

「見てのとおりだよ。ああ、仮面をつけて回復する～～とかはしないので。ほら、このとおり」

　京夜はこれまた躊躇せず、ヒョイと仮面を後方に投げ捨すてる。後で探さがしにいけば問題はないだろうが、それでも確実に自分を死に追い込む行こう為いには違いない。

　この男……何を考えている!?

「何やってんのよ……このまま死ぬ気!?」

「いや、それは嫌いやだけど……でも、そうすれば、キミが困るよね？」

「…………!?」

「困るよね～～あっけなく、こんな簡単に死なれちゃ。だったら、“〝決闘デユエル”〟を受けるべきじゃないかな？　ああ、安心して、“〝決闘デユエル”〟中は仮面をかぶらないというルールにするから」

「何言ってんのよアンタ…………!?　そんなに“〝決闘デユエル”〟に持ち込みたいの!?」

「うん。だって、そうすればボクが確実に勝つからね。そして、このままキミが受けてくれなかったとしても、それはしょうがない。覚かく悟ごの上だからね。とっとと屋や敷しきに戻って、エリザの胸の中で安らかに眠ねむるよ。『馬ば鹿かね』なんて困った顔されるだろうけど、それはそれでいい死に方だ。悪くない」

「あ、アンタ…………」

　ヴェレーノは、初めて自分の無知を悟さとった。

　この男……イカれてるなんてもんじゃない。

　まさに、『死』を具現化した貴族最さい凶きようの男。

「命を賭かけるってのは、こういうことだよ。さあ、どうするのかな？　キミに残された、ボクをギャフンと言わせる道はただ一つ──ボクが絶対の自信を持つ“〝決闘デユエル”〟でボクを負かすことだけだ。あの、受けるなら早くしてくれない？　ダメなら、とっとと屋敷に帰るから。止めても無む駄だだよ、絶対にボクの方が足速いし。で、どっち？」

　すでに体の半分を毒に浸しん食しよくされつつも、京夜はにこやかに微笑ほほえむ。

　その笑顔の奥に秘められた狂きよう気きに気け圧おされつつも──ヴェレーノは不敵に笑った。

「いいわ……受けたげる。アンタの自信とやらを踏みにじったうえで、殺したげる!!」

「よろしい。互たがいに命を──『全て』を賭けてもらう。そしてボクは“〝決闘デユエル”〟中は仮面をつけない。それでいいね？」

「いいわよ!!」

「では、“〝王”〟よ、立会人をここへ！」

　うやうやしく天に向かって一礼したとき、威い厳げんに満ちた声が聞こえた。

「すでに来ている。死侯爵デスマークイスよ」

「これはこれは…………刻大公クロノ・デユーク」

　いつの間にか、背はい後ごには見事な白しろ髭ひげをたくわえた老人が立っていた。

　老人とは言っても、その肉体は頑がん強きようそのもの、京夜よりも大おお柄がらの肉体に、矍かく鑠しやくとした立ち姿は、「大公」の威厳に満ちていた。

　身にまとう金糸・銀糸をふんだんに織り込んだ礼服も、まさに貴族の最高位にふさわしい豪ごう奢しやな物だ。

「王党派筆頭のあなたが来てくださるとは。陛下も注目されているようだ」

「無む駄だ口ぐちはいい。下げ賤せんな反逆者など、早く始末しろ」

　仮にも侯爵であり、貴族の中でも特とく殊しゆな位置にいる京夜に対してこの物言い──だが、それを傲ごう慢まんと思わせない威厳がこの老人にはあった。

　今世界に君臨する“〝王”〟の成り立ちを知る、数少ない第一世代の貴族にして、ほぼ“〝王”〟の次席と言っても過言ではない権力。

　ゆえにその名を直接呼ぶことは憚はばかられ、ただ称しよう号ごうのみを以もつて呼ばれる男──それが彼だ。

　単なる派は閥ばつの長としてではなく、貴族としての格の違いから、京夜も最上級の礼をとる。

「かしこまりました。どうぞ、すぐに終わるので、後ろでお待ちください」

　一礼した後、京夜はそのまま前へ進み出る。

「待たせたね……始めようか？」

「ふん…………お仲間を立会人に据すえて、有利になったつもり？」

「まさか。どう足あ掻がいても、ボクが勝つのに」

「そう…………ホント、お馬鹿さん」

「………………？」

　意識せず、京夜は片かた膝ひざを突いていた。

　口こう腔こうから、血が湧わき出る。

　まさか……毒？

　いつの間に!?

「キミの吐と息いき、か？　しかし、距きよ離りは充じゆう分ぶんに測はかってたはず…………警けい戒かいもしていた…………」

「この場所にいたのは、私が最初よ？　すでに毒は蔓まん延えんしてた。私が、手から毒液を零こぼしていたのにも気づかなかった？　村のあちこちに仕込んでおいたのよ……色々とね」

「なる、ほど、ね…………」

　身を守る仮面のない今、京夜の毒に対する耐たい久きゆう力など、平民と何ら変わりない。体を痙けい攣れんさせながら、彼は力なく斃たおれた。

「残念だったわね～～あてが外れて。苦しませてから殺すつもりだったけど、もういいわ。無力さを噛かみ締しめて、そこであっさり死になさい。すぐに、アンタの身内も追わせてあげる」

「………………」

　もう、京夜には会話する力も残されていなかった。

　そのまま目を閉じ、死出の旅路へ赴く。

「あっけないわね……こんなものかしら、復讐なんて。まあいいわ。ほら、大公さん、私の勝ちよ」

「何をぬかす？」

　心の底からつまらなそうに、刻大公クロノ・デユークは答えた。

「ここからが本番だろうに。のう…………死侯爵デスマークイス？」

「です、ね」

「そんな…………!!」

　恐れと共に、ヴェレーノは背後を振ふり返った。

　京夜が立ち上がっている。

　たった今、死んだ男が。

「何で…………ウソよ、だって、アンタは死んだはず!!」

「そう……死んだよ。内心、ドキドキしてたんだ。殺されなかったら、どうしようって」

「何を……言ってるの？」

「ボクの〈領地フイーフ〉の発動条件……教えようか？　簡単だよ……“〝決闘デユエル”〟で、一度殺されることだ」

　その瞬しゆん間かん、大地が変へん貌ぼうした。

　土はゆるやかに溶とけていき、沼ぬまのような質感へ変わる。そして……そこから這はい上がってくる、無数の人々。

　辺りを覆おおい尽つくす人の群れは、数百人に達していた。あるいは、千人規模だったのかもしれない。

　地から這い上がる彼らは、皆みんな同じ臭においを持っていた。

　すなわち、死し臭しゆうを。

　その衣類は皆薄うす汚よごれ、破けている。

　土つち気け色いろの肉体はあちこちが破損しているのに、血も流れない。

　全て、死したその状態で時が止まっていた。

　地から甦よみがえったのは、おぞましき死人の群れ。

　男女問わず、無気力なまま徘はい徊かいする彼らは、全て京夜と意い匠しようを同じくする、仮面をかぶっていた。

「おいでませ……〈仮面舞ぶ踏とう会〉!!」

「何よ…………これ!?　何なのよ!?」

　おぞましさに悲鳴をあげ、ヴェレーノは毒色吐息バジリスクガスを辺りに撒まき散ちらす。

　だが、一切影えい響きようはなかった。

　常人なら即そく死し確実の猛もう毒どくをものともせず、彼らはのろのろと近づいてくる。

　生者の血を、肉を求めて。

「馬鹿だなあ……毒なんて効きくわけないじゃない。もう死んでるのに」

　嘲あざけるように告げる京夜は、すでにヴェレーノから距離をとっていた。

　毒と無む縁えんな安全地帯まで距離を置き、小高い位置に腰こし掛かけている。

　その下にあるのは、死人の山。

　彼らは折り重なり、死侯爵デスマークイスを掲かかげる椅い子すとなる。

　死体を積み上げた小高い丘おかの上で、死侯爵デスマークイスはにこやかに笑う。

「何なのよ……何なのよ、コイツら!!」

「ボクの下しも僕べだよ。“〝決闘デユエル”〟中しか使えないし、細かい動きはできないけど、まあ力は強い。生きてるときよりも、ずっとね」

「アンタ、一体…………!!」

「死侯爵デスマークイス。ゆえに、ボクが殺した者は、皆ボクの下僕となる。嫌なら、早く逃にげたら？」

　ニッコリと笑う京夜。

　もう、勝敗は決していた。

　ヴェレーノは、ただ逃げ惑まどう。

「こんなの、反則よ…………！　こんな〈領地フイーフ〉、勝てるわけ…………!!」

「そうでもないよ。あと一回、ボクを殺せばいい。もっとも、できたらの話だけど」

「………………!!」

　すでに死人の群れは、ヴェレーノの四方に回りこんでいた。

　やがて、そのうちの一人が、首を掴つかんでくる。

　首を締め上げられる中、最後の抵てい抗こうとばかりにヴェレーノは死人の仮面に拳こぶしを振り上げた。

　思ったよりあっけなく、仮面は割れた。

　でも、見なければよかった。

　その顔を…………見てはならなかった。

　忘れるはずがない……そこにいるのは、全ての始まりである、先代の毒伯爵ポイズンカウンテス！

　今自分の首を絞しめ、この死人の群れに引きずりこまんとするのは…………かつての恩人。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっっ!!」

　響ひびき渡わたる絶ぜつ叫きように、京夜はよりいっそう笑みを深くした。

「あらら、ちゃーんと言ったのに……普ふ通つう予想するよね、だって、その人もボクが殺したんだから」

「やめて、やめて…………お願いだから、こんなの…………!!」

「えーと、月並みだけど、キミにそんな資格があると思う？　というか、“〝決闘デユエル”〟だからさ、これ。覚かく悟ごしてるでしょ、キミも？」

「いや、こんなのイヤ、こんなの…………!!」

　涙なみだを流しながら、かつての恩人のなれの果てに懇こん願がんする。

　だが、すでに生前の記き憶おくを留とどめていない死人は、うつろな目で笑うだけ。

「何でよ…………!?　何で、こんなことができるの…………!?　アンタには、人の心ってものがないの………………!?」

「失礼な。ありますよ～だ」

「ウソよ………………だったらわかるはずよ、私の気持ち…………先代を殺されて、さらにこんなこと………………!!」

「わかるよ」

　京夜はやさしく言った。

　おふざけではなく、心からの共感の情を込めて。

　それは一いつ瞬しゆん、ヴェレーノの心にすら平静をもたらした。

「わかるよ。先代を、大事な人を失う気持ち」

　京夜は天を仰あおぎ、追つい憶おくにふける。

　貴族の継けい承しよう──すなわち、先代との別れ。

　今こん生じようの別れという掟おきてを司つかさどる死侯爵デスマークイスの称号を継つぐということは、先代との別れは死別以外にありえない。

「ボクの、世界一大事な人。たった一人の家族。たった一人の姉様。ボクの双ふた子ごの姉」

　京夜は目を閉じた。

　思い出すたびに、自然と涙が零れる。

　今もまた、左目から一筋の雫しずくが零れる。

　対照的に──顔の右半分は笑っていた。

　ヴェレーノの表情を凍こおりつかせるような笑みで。

「ボクが殺したんだ」

「………………!?」

「先代は、このボクが殺した」

　京夜は泣いていた。

　そして笑っていた。

　死侯爵デスマークイスの称しよう号ごうを継承した日。

　先あ代ねを失った日。

　先あ代ねを殺した日。

　笑って──泣いていた。

「哀かなしかった…………とっても。そして──気持ちよかった。すっごく。だから、わかるよ？　キミの気持ち？」

　にっと京夜が笑った。

　顔全体に広がる笑顔。

　誰だれもが微笑ほほえみ返したくなる笑顔なのに、ヴェレーノは泣きながら首を振った。

　いや。

　この男だけはイヤ。



    

  
    
      　この死体共よりも何よりも──この男が恐おそろしい。

「やめ、て…………許し、て………………」

「おや、『負け』を認めたね？」

　京夜はヴェレーノに向け、ルイヤから預かったブランクのカードを投じた。

　彼女の額ひたいに突つき刺ささったそれは、「全て」を賭かけた“〝決闘デユエル”〟での敗北というルールに従い、その貴ち族か性らを奪うばい去る！

「何よ、これ…………!?」

　急速に、体から力が抜ぬける。

　力が、魂たましいが、根こそぎ奪われるような感かん触しよく。

　やがてブランクカードは京夜の手に舞まい戻もどる。

　白色無地だったその表面には、毒々しい緑のバツ印の絵え柄がらが浮うかんでいた。

　ナンバーＸＶ──《病イ魔ル》。

「ゲッッッ～～～～ト……ってとこかな、ルイヤ風には」

「何を…………したのよ!?」

「キミはもう貴族じゃない、ただの人。でも、ちゃんと“〝決闘デユエル”〟の結け着りはつけなきゃ。わかってるよね？」

「謝、る…………から、私が、悪………………!!」

　どこまでも楽しげに、酷こく薄はくに笑う貴族は、彼が口にすると誰よりも重くなる言葉で、“〝決闘デユエル”〟の相手に別れを告げた。



「死ねばいいのに」



　同時に、ボキン、と頸けい骨こつの砕くだける音がした。

　ダラリと両りよう腕うでが垂れ下がり、ヴェレーノの顔から表情が消える。

　崩くずれ落ちる体……だが、それはしばらくして後、起き上がる。

　生気を失った土気色の肌はだに、鈍どん重じゆうな動き。

　顔には──いつの間にか白い仮面が。

　敗者は地に還かえり、生まれるのは新たな下しも僕べ。

　おぞましき勝利に、立会人は嫌けん悪おを隠かくさず告げた。

　一応味方に属する男だが、この戦いぶりだけは許容できない。

「貴公の勝ちだ、死侯爵デスマークイス」

「どうも。では、ボクはこれにて」

　指を鳴らすと、全ての死人は消えた。

　京夜＝メス・マドグリフ──「死」を司る貴族の勝利は、かくもおぞましく。

「しかし……琉妃ちゃんはどうすべきか。ルイヤに何て言おうか…………」

　勝利の中に苦にがい結末を覚え、京夜はその場を去った。

　その表情からは、無ぶ様ざまに死した敵に対する感情は、完全に消え失せていた。





「今日は昨日のようにはいかね～～ぜ？　闇黒卿ダークロード」

　開口一番、ジャヴォールはそう言った。

　二人が向き合うのは、海水浴をしたあの砂すな浜はま。

　捜さがすまでもなく、歩いていたら、二人は出会った。

　宿命──とは呼べないまでも、因いん縁ねんは確かにあった。

　共に足技わざを使う貴族と王族──そして、ジャヴォールはルイヤに猛もう烈れつな敵てき愾がい心しんを宿している。

「今日は、心ゆくまで相手をしてやる。そして死ね」

「ぬかせ！　貴族ごときが俺と対等な口を利きいていいとでも思ってんのか？」

「王族風情が俺に指さし図ずするな。ハリボテのお山の大将は、山に帰って猿さる山やまのボスでもやってろ」

「死ね!!」

　ジャヴォールは距きよ離りを詰つめ、続けざまに蹴けってきた。

　傲ごう慢まんこのうえない蹴り筋は、常に相手の上に立つ、相手を足あし蹴げにして粉ふん砕さいするそんな気き概がいに満ちていた。

　しかし──

「単調だな」

　ルイヤは全てを涼すずしげに躱かわす。

　確かに威い力りよくは大きい。

　だが、それだけだ。炎ほのおを纏まとった蹴りも、接近すれば自分を巻き込むことを恐れ、大規模な火か炎えんは撒まき散ちらせない。

「ならば──俺から行く！」

　攻こう勢せいに出るルイヤ。

　それを、ジャヴォールの悪意に満ちた一言が止めた。

「いいのか？　俺を斃たおせば、お前の下しも僕べが死ぬ」

　ピタッとルイヤの動きが止まる。

　隙すきを見み逃のがさず、ジャヴォールはルイヤの腹に靴くつ底ぞこを叩たたき込む！

　踏ふん張ばるルイヤ…………さらにジャヴォールは続ける。

「おやおや、そんなに大事な下しも僕べなのかぁ～～？　貴族のくせに、変わってやがるな」

「………………!!」

「俺に何かあれば、毒伯爵ポイズンカウンテスは解げ毒どく剤ざいを破は棄きする。二度と精製はできない。そういうものだそうだ」

　それが口からでまかせであることを、ルイヤは知らない。

　いや、疑ってはいる。

　それに、ジャヴォールの言葉に従ったところで、この暴ぼう虐ぎやくな男が琉妃を救うはずがない。

　それでも──それでも。

「それでいい。そのままぼ～～～～ッと突っ立ってろ」

　嗜し虐ぎやく的にジャヴォールは笑う。

　その右みぎ脚あしが、紅あかく発光していく。炎を凝ぎよう縮しゆくし、その熱量を純じゆん粋すいなエネルギーに変へん換かんし、蹴りの破は壊かい力を極限まで上げる!!

「よお～～～～し、そのままそのまま～～～～～死ね!!」

　回し蹴りが、ルイヤの頭を狙ねらった。

　何故か、琉妃の顔が脳のう裏りに浮かぶ。

　ルイヤ様──そう言って笑う顔だった。

「あぁぁぁぁぁっっ!?」

　ジャヴォールの右脚は、空むなしく虚こ空くうを横切った。

　いない。

　ルイヤがどこにもいない。

　激げき突とつの瞬しゆん間かん、闇黒卿ダークロードは突とつ如じよ消失した。

「ふざけんなよ…………！」

　苛いら立だちと共に、強きよう烈れつな足あし踏ぶみが砂浜を揺ゆらす。

　怒いかりの捌はけ口を求め、ジャヴォールはしばしの間咆哮した。





　気がつくと、ルイヤは広大な大広間に立っていた。

　無限に近い敷しき地ちを照らすのは、高みから降ふり注そそぐ、ステンドグラスから漏もれる光。

　間ま違ちがいない──忘れるわけがない。

　この場所はまさしく──

「久しいな」

　地平線を思わせるほどの遠い位置から、声は聞こえた。

　世界の頂点に君臨する存在は、優ゆう雅がに足を組み、玉ぎよく座ざから臣下を見つめている。

「貴様ァァァァァッッッッッ!!」

　全ての感情を黒く塗ぬり潰つぶしながら、ルイヤは広間を駆かけた。

　いる……この先に！

　奴やつが…………“〝王”〟が!!

「この場所で、死侯爵デスマークイスとの“〝決闘デユエル”〟を命じたとき以来か。しかし、変わらんな、お前は」

「黙だまれ!!」

　もう、二人の距離は狭せばまっていた。

　そこにいる。

　この足の届く距離に、“〝王”〟が……先代アイツを殺した“〝王”〟が!!

「死ね!!」

　殺意を込め、ルイヤはおそらくはその人生で最高速度の回し蹴りを放つ。

　容よう赦しやなく頭を狙った一いち撃げきは、拍ひよう子し抜ぬけするほどの軽い動作によって阻はばまれた。

　ポン、と子供をあしらうように、“〝王”〟はその右手で蹴りを弾はじいた。

「ハッッッ…………」

　ルイヤは動じない。

　この程度、予想はできている。一発の蹴り程度で、単純な打だ撃げきで殺せるわけがない。

　繰るべきは、受うけ継ついだ王威の封具インペリアルギフト。

　閃ひらめく二枚のカード──《闇黒卿ダークロード》と《暴力フオース》。

「飛翔式断罪デイルグゲイター!!」

　黒い殺意を凝縮し、憎ぞう悪おを乗せた跳とび前蹴りが“〝王”〟の顔面を撃うち貫ぬく。

「笑止」

　溜ため息いきめいた笑いを零こぼし、“〝王”〟は先ほどと変わらず、ただ右手のみでルイヤの蹴りを受け止めた。

　掴つかまれる靴底。

　何か特とく殊しゆな力を使ったわけではない……ただ純粋に、物理的な腕わん力りよくのみで、ルイヤの蹴りは防がれた。

「ガッッッ…………!!」

「ふむ、いい殺意だ」

　無感情に告げ、“〝王”〟は玉座に腰こしかけたまま、軽々と掴んだ足を彼方かなたへ投げ飛ばす。

　床ゆかに激突する前に体勢を整え、ルイヤは着地した。

　そのまま床を駆け抜ぬけ、ただひたすら蹴り続けた。

“〝王”〟に届くまで、その息の根を止めるまで。

　繰り出された蹴りは、その全てが必殺の名を冠かんするに相応ふさわしかった。

　前蹴り、横蹴り、後ろ蹴り、踵かかと落とし……かすめただけで致ち命めい傷しようになりかねない数あま多たの蹴り。

　だがそれを……“〝王”〟は全て左手で捌さばききった。

　先ほどまで使っていた右手は頬ほお杖づえの姿勢を取り、片手で何の動どう揺ようも見せずに蹴りの雨を捌く。

　手の甲こうで弾き、手のひらで軌き道どうを逸そらし、拳こぶしで受け流す。

　何の痛つう痒ようも見せず、ただ事務作業のように淡たん々たんとそれをこなす。

　観戦する者がいたとするならば、誰だれもがルイヤの技量を疑いはすまい。

　全てがあらゆる格かく闘とう者を置き去りにする蹴りであり、何より殺意の量が半はん端ぱではなかった。

　それでも、一発も当たらない。

　ただ単に、“〝王”〟が圧あつ倒とう的てきゆえに。

　数百を超こえる連打が唯ゆい一いつ為なし得たのは、“〝王”〟の黒くろ髪かみを疾しつ風ぷうでなびかせたことだけ。

　それでも視線を覆おおい隠かくす前髪は揺れず、その表情は翳かげとなって窺うかがいしれない。

「変わらぬな、お前は」

「弱いと言いたいのか、あのときのように!?」

　未いまだ、あの無力だった継けい承しようの瞬間から、何も変わらぬと言いたいのか？

　だが違ちがう。

　もう、あの頃ころの俺じゃない。

　殺す。

　コイツだけは絶対に殺す!!

「そうは言わん。蹴りは中々迅はやくなった。ふむ……先代より迅かろうな。重さはわからんが」

「ソイツは光栄だ……!!」

　乱れ撃うつ蹴りを無効化されながらも、ルイヤの闘とう志しは萎なえていない。

　最初から、予想はできていた。

　簡単に、殺せるなどと思っていない。

　そうでなければ、先代アイツが負けるはずがない。

　千せん載ざい一いち遇ぐうのこのチャンス…………わざわざ勅ちよく命めいをこなすまでもない。

　今ここで、死力を尽つくして必ず斃す!!

「猛たけるのは勝手だが、余は忙いそがしい」

「なら何な故ぜ俺を招いた…………わかっていたはずだ、俺が〈王都〉に来れば、どうなるかぐらい!!」

「お前は今、勅ちよく命めい中の身であろう？」

「敵の頭領は、お前の身内だ…………自分で始末をつけろ!!」

「そんな雑事にかまけている暇ひまがないから、お前に命じている」

　胸の前で両手を組み合わせ、“〝王”〟はぞんざいな口調で告げた。

　世界を統治する……その役目の前では、ジャヴォールの暴虐的な行動など、確かに雑事でしかないのかもしれない。

「王族同士ならば、いかに醜みにくく争おうがどうでもいい。覚かく悟ごの上なのだからな。貴族を巻き込むのもまた然しかり。高貴な者には、その特権に責任が生ずる。が、民たみを巻き込むのは看過できん。頂点に立つためならば、全てが許容される──そう考えるのは、ただ愚おろかで傲慢な者の戯ざれ言ごとだ。とはいえ、余は王族の争いに関知することはない。だが、貴族に関しては別だ。毒伯爵ポイズンカウンテスと蟲伯爵バグカウンテス──奴らはやりすぎた」

「善政を敷しく“〝王”〟でも気取っているのか…………？　気に入らなければ、お前がやれ!!」

「同じことを言わせるな。お前がやれ。ゆえに、余が直じき々じきにお前に勅命をくれてやった。早く果たせ」

「誰が…………!!」

　ルイヤには、最も早はや何の言葉も届かない。それでも、“〝王”〟は涼すずやかな口調で続ける。

「死侯爵デスマークイスから勅命は伝えたが、褒美については言うのを忘れていた。なるほど、それではお前もやる気が出まい」

「ふざけているのか…………？　ここに招いたことで、充じゆう分ぶんだ!!　お前の首が殺とれるんだからな!!」

　激げつ昂こうするルイヤを無視し、“〝王”〟は指先で小さなアンプルを揺らした。

「何だ……それは？」

「解毒剤だ。投とう与よすれば、お前の下しも僕べは助かる」

「…………!!」

　黒い憎悪に塗り潰された思考の中に、かすかに白い光が差した。

　光の中に、自分に組み敷かれ、甘く喘あえぐ下しも僕べがいた。

　自分に身を預け、胸の中で穏おだやかに眠ねむる下しも僕べがいた。

　つい一昨日おとといまで、自分の傍そばにすこやかに仕つかえる下しも僕べがいた。

「すでに死侯爵デスマークイスは毒伯爵ポイズンカウンテスを斃した。だが、解毒剤は得られなかったようだ。当人が死んだ以上、そこから解毒剤を手にすることは叶かなわぬ。だから、余がくれてやる」

「貴様…………!!」

「元より、毒伯爵ポイズンカウンテスの力そのものが、余が下か賜しした力。この程度は造作もない。別に、これを与あたえるから余に忠誠を誓ちかえ……などと、くだらんことは言わん。お前はただ、己おのれの務つとめをなせばいい。その力でもって、罪を断たて。事が成された暁あかつきには、褒美として、これを与える。それだけのことだ」

「誰が…………俺から先代アイツを奪うばっておいて、何をぬかす…………!?」

　ヴェレーノもまた、京夜に吐はいた言葉。

　だが決定的に違うのは、ルイヤは世界そのものに、直接の加害者であり君臨者たる存在に、臆おくせず立ち向かうこと。

　あの日から、継承のあの日から、ずっと誓ってきた。

　先代アイツの全ては俺が継ぐと。

　いつか必ず、“〝王”〟を斃すと。

「仇かたき討うちのつもりか…………？　先代が、それを望みでもしたか？　死にゆくとき、お前に託たくしでもしたか？」

「先代アイツは何も言わなかった。それがどうした？　俺が全てを受け継ぐ。それでいい!!」

「くだらんな。何故想像しない？　何故目を背そむける？　全ては偽ぎ善ぜんだったのやもしれぬ。お前に自みずからのなしえなかった全てを押しつけるための、演技だったのかもしれぬぞ？　何も言わなかったのは、そのためだったかもしれん。先代は死と引ひき換かえにお前を助けたのではない。死の間ま際ぎわ、ただ身勝手な想いを貴様に押しつけただけやもしれぬ」

　この世の誰より偉い大だいな存在の言葉は、おそらく誰よりもルイヤの心を抉えぐっただろう。

　彼の人生の全てを決定づけた先代の死に様ざまを、ただの偽善と断ずる行こう為い──だが、ルイヤは動じなかった。

　ただ静かに目を閉じ、あの日のことを脳裏に思い浮うかべる。

「想像しないと思ったのか……この俺が？　あの日から、ずっと思ってた……何故俺を救ったのかと、純じゆん粋すいな善意などこの世にあるはずがないと、俺は誰よりも理解している」

「ならば何なに故ゆえ？」

「来てくれたんだ」

　その言葉を絞しぼり出すように吐く貴族は、いつしかあの日の少年に戻もどっていた。

　あの闇やみに閉ざされた暗い牢ろう獄ごくで、ただ死を待つはずだったあのときに──先代から、全てを与えられた、あのときに。

「誰も来てくれなかったのに、アイツだけは来てくれた。ボロボロになって、動けなくて…………それでも、来てくれた」

「愚かなことだ。その死に様も、生き様も」

「ああ……そうだ。愚かだ。そんな死に方なんて…………許されるはずがないんだ。死の間際なら、もっと自分勝手になってよかった。愛する者の傍で…………己の望む死に場所で、ただ静かに時を終える…………それが許されるはずなんだ。そうあるべきなんだ。なのに、先代アイツはしなかった。偽善でも、演技でも、ただ俺のところに来てくれた。なら、もうそれだけでいい」

　幾いく度どとなく問いかけ、幾度となく答えてきた。

　戦う意味に迷うとき、いつだって、先代アイツの笑顔がそこにあった。

「俺は何をしてやれる…………？　せいぜい……お前を斃すぐらいだ!!」

　ルイヤは毅き然ぜんと“〝王”〟を指差す。

　全ては私し怨えん……世界にとってはエゴ。

　それでも。

　それでも、できることなんて、これぐらいしかないから。

　先代アイツの墓前に供そなえる花など、これぐらいしかないのだから。

　あの日、圧倒的な力に蹂じゆう躙りんされ、それでもなお純粋な殺意を君臨者に向けた少年──時を経へて、なお変わらぬその闇色の瞳ひとみを、“〝王”〟は見ようとはしなかった。

　ありえないことだが──言えば誰もが笑うだろうが──目を逸そらしたのかもしれない、その瞳から。

　次にその口から吐かれる言葉も、あるいは、話を逸らすための言い訳だったのだろうか。

　だが、仮にも“〝王”〟……口にした言葉は、確かに揺ゆるぎない真実だった。

「時間がない。女が死ぬぞ」

　失われゆく命に、初めてルイヤの表情が揺らぐ。

　闇色の瞳に宿る色は、苦く悶もんに似ていた。

「お前とくだらぬことを言い合っている暇いとまはない。急げ」

「どうでもいい…………」

「………………」

　ルイヤの中で、過去と現在の天てん秤びんが揺れていた。

　どちらに傾かたむくかわからない天秤から、彼は目を背けた。

　ただ、目の前のシンプルな事実だけを見み据すえる。

　仇かたきがいる。

　目の前に。

　ではどうする？

　殺す。

　殺意に身を委ゆだね、ルイヤは広間を駆かけた。

　一直線に近づく貴族に、これまでその言葉に一切の感情を交まじえなかった“〝王”〟が、初めて明確な感情を灯ともした言葉を口にした。

「愚か者が…………」

　怒ど気きを込めた呟つぶやきと共に、“〝王”〟は玉座から立ち上がった。

　立ち昇のぼる“〝王”〟自らの制裁の気配に、ルイヤは笑っていた。

　これでいい。手加減など無用──全力の“〝王”〟を斃して、初めて先代アイツへのはなむけになる！

　さあ《禁忌の断章アスルデツキ》よ、そのカードを吐き出せ。

　これが最後の札技コンボになろうと、今ここで決着をつける!!

「………………!?」

　困こん惑わくと共に、ルイヤは足を止めた。

「何な故ぜ…………!?」

　ケースが展開しない。求めたカードが、吐き出されない。

「どういうことだ!?」

　ケースを叩たたき、手動で開けようとするが、それも叶わない。漆しつ黒こくのカードケースは固く口を閉ざし、何も応こたえてくれない。

「どうして…………!?　やっと、やっとそのときが来たんだ…………それなのに…………!!」

　慟どう哭こくにも、デッキは応えない。

　ただ、ルイヤの意図しない二枚のカードのみを吐き出すだけ。

「……これは………………」

　カードは《闇黒卿ダークロード》。そして、もう一枚はナンバーＸVI《牢獄プリズン》。

　名前通りの牢獄の鉄てつ格ごう子しと手て錠じようの絵え柄がらのカードは、ルイヤ自身未だその能力を知らないカードだった。継けい承しようのときからデッキに組み込まれていた、いわば初期カード。なのに、今日に至るまで一切発動したことがない。

　それが──何故!?

　ルイヤは、無言でその場に両りよう膝ひざを突ついた。

　手が震ふるえる。視線の先にある《闇黒卿ダークロード》の絵柄の青年は、先代の面おも影かげを残していた。

「何で…………!!」

　拳こぶしを床ゆかに打ちつける。

　俺は──俺は何のために、今まで。

　いつしか、“〝王”〟はまた玉座に腰こしを下ろしていた。声こわ音ねから感情は読み取れないが、どこか諭さとすような響ひびきがそこにはある。

「そのデッキは、お前の物だ。だが、お前だけの物ではない。全ての王威の封具インペリアルギフトは、それを使った全ての者の想いが宿る。愚おろかな先代は、死してなお──《牢そ獄こ》にいるか。ならば貴様はどうする？　先代の名の下もと、何を為なす？」

　決断の時は短かった。

　錯さく綜そうする感情を押し込め、「闇」を司つかさどる貴族は“〝王”〟に言う。

「呼べよ…………」

　俯うつむいたまま、ルイヤはなおも言う。

「俺の称号なを呼べ…………!!」

　そして、“〝王”〟は告げた。

「余の名において命ず。闇黒卿ダークロードよ、汝なんじ余になりかわりて罪を断て」

　宣言の後、“〝王”〟はアンプルをルイヤの手元に放った。

「先さき払ばらいだ。持っていけ」

「………………」

　前まえ髪がみが視線を覆おおい隠かくし、ルイヤの表情はわからない。

　彼はただ、アンプルをそっと拾ひろいあげる。

「だが、今のお前では心もとないな」

　途と端たん、固く閉ざされていたはずのカードケースが展開した。

　中から吐き出されるのは、ブランクカード──ナンバーIV。

　それは独ひとりでに“〝王”〟の手元に飛来する。

　手にしたカードを“〝王”〟が軽く撫なでると、白色無地の表面に、絵柄が浮かび上がる。

　それは十じゆう字じ架かの交差点に丸で囲った意い匠しようの紋もん章しよう。

　闇黒卿ダークロードとは異なる、おそらくは──“〝王”〟の紋章。

　しかし、本来はきらびやかな色を持つはずのそれは、くすんだ灰色をしていた。濁にごりなき“〝王”〟の治世を薄うすめたような、黒と白を混ぜた灰色。

　ナンバーIV──《王権ラシユト》。

「くれてやる。それを使え」

　ルイヤは無言のまま新たなカードをケースにしまう。

「お前のカードは、任意に発動できるがどれも効果が持続しない。それを組み合わせれば、多少は長くもつ。だが、《聖統なる女王フエイテツドクイーン》には無効だ。もっとも、あれを長く使えば貴様の主あるじが死ぬだけだが」

　ルイヤはなおも答えない。無言のままだ。

　その足元に、また“〝王”〟は何かを投げつけた。

　今度の物は──白い布切れ。

「それも持っていけ。先代の遺品だ」

「…………!!」

「仕事に臨のぞむときは、正装で行え。それが礼れい儀ぎというものだ」

　ルイヤは答えず、“〝王”〟に背を向けて、広場の彼方かなたへ歩き出した。足取りは重く、その背は孤こ独どくだった。

「返事はどうした？　闇黒卿ダークロードよ？」

　ルイヤは振ふり向かない。

　ただ、決意を込めて宣言する。

「俺は……先代アイツから諦あきらめるなんてことは、教わっちゃいない」

「返事は？」

「首を洗って待っていろおおせのままに……次は必ず殺すユア・マジヨリテイ」

　その言葉を最後に、ルイヤの姿は大広間から消失した。

　替かわって、“〝王”〟の眼前に進み出る貴族がいた。

　片かた膝ひざを立てて“〝王”〟の前に傅かしずくのは、刻大公クロノ・デユーク。

　ほぼ“〝王”〟の次席と言っても過言ではない老臣は、忌き憚たんのない諫かん言げんを述べる。

「いつまで、あのようなものをのさばらせておかれるおつもりでしょうか？」

「………………」

「民に対する陛へい下かの御み心こころ……そして、御おん身みの後こう継けい者しやたる方々の不出来……心中お察し致いたしますが、なればこそ、そのようなことは我われら王党派にお任まかせあれ。場合によっては、私自らが…………!?」

　続きは、それ以上言えなかった。

　頭上から“〝王”〟の靴くつ底ぞこが減めり込み、顔が床に埋うまる。

　元より平へい伏ふくはしていたが、今の状態は額ひたいを床にこすりつけるどころか、完全に埋まっている。

「どうした、続けよ？」

「へ、陛下…………！」

「何を恐おそれる、王党派筆頭、刻大公クロノ・デユークともあろうものが？　死侯爵デスマークイスとて、お前の前では果たして不死身でおれようか？　闇黒卿ダークロードとて、未いまだデッキの完成が叶かなわぬ身であれば、お前には及およぶまい。なるほど、お前の言うことには一理あるのやもしれん」

「お、恐れ入いります…………」

「恐れるなと言うておろうに。余とて、配下の諫言を受け入れる程度の器量はあるぞ？　もっともそれは…………その諫言が正しいというのが前提だが。それをふまえて、あえて訊いてやろう。余の裁定に、何か誤りでも？」

「滅めつ相そうも……ございません。ですぎたまねを……致しました…………!!」

　顔の半分を床に減り込ませながら、さらに深く刻大公クロノ・デユークが平伏する。

　顔を上げ、諫言することなど……できようはずがない。

　その脚あしの放つプレッシャーは、物理的にも一切の抵てい抗こうを否定し、なおかつ、絶対的な圧力で矮わい小しような家臣の言葉を否定していた。

　いくら爵しやく位いを積み上げようが……王威の封具インペリアルギフトの使用に熟達しようが……〈領地フイーフ〉の使用が許されようが──この御お方かたの前では、一切が無意味。

「なれば去れ。くだらんことで、余をわずらわせるな」

「失礼、致します…………」

　のそのそと起き上がり、老臣は去った。

　王座という孤独な立場を象しよう徴ちようするかのように、大広間にはただ君臨する者だけが残される。

　どこにあるとも知れぬ天てん井じようから差す光に照らされながら、“〝王”〟は己おのれの右手を見た。

　震えている。

　ルイヤの飛翔式断罪デイルグゲイターを受け止めたその手は、“〝王”〟の意志に反し、なお手中に蟠わだかまる衝しよう撃げきに震え、痺しびれていた。

　ルイヤの蹴けりの雨を捌さばいたのは、左手。

　右であろうが左であろうが、結果が変わらなかったことは間ま違ちがいない。

　だが、右手では無理だった。右手は使えなかった。

　闇黒卿ダークロードの残したささやかな成果に、“〝王”〟の口元が綻ほころぶ。

　楽しげとも思える表情は世界の誰だれにも知られることはなく、“〝王”〟はただ優ゆう雅がに脚を組くみ替えた。



    

  
    
      　第六章　超絶決闘エクストリームデユエル






　フィリアは、自分の右手首にはまる腕輪ブレスレツトを見つめていた。

　今は傍そばにプリエラはいない。洗せん浄じよう用の水と包帯を替えに行き、部屋には自分だけだ。

　一人になると、ついこのブレスレットに──“〝王”〟より与あたえられし七大王器レガリアピースに目がいく。

　自分にとっては忌いまわしい力、必要のない力。

　それでも、逃のがれることは許されない。王族として選ばれたときに与えられた姓せいとミドルネームから成る名、フィリア＝アレバー・マムラハーを名乗らず、あくまでも本名を──平民だった頃ころの姓を名乗るのは、ささやかな抵抗。

　しかし、妹は違ちがった。

　自分が呪のろい、逃にげ出した運命を、末子の彼女は受け止めている。

　何故──そう問うたとき、彼女はこう言った。

「私は末子なのだ。だから、こんな思いをするのは、私で最後なのだ。だから、これでいいのだ！　あとは、他の誰かが苦しまないように、私が頑がん張ばればいいだけなのだ!!」

　無む邪じや気きとも、そして甘いとも言える言葉を思い出すたびに、フィリアの口元を微笑がよぎる。

　こんなふうに笑ったことは、王族として目覚めてから、あっただろうか？

　たくましく──そして、心強い妹。世界を託たくすに足る。

　フィリアは窓を見た。虫が飛んでいる。

　そっと戸を開け、彼女は問いかける。

「監かん視し……しているのでしょう？　あなた達は……あの貴族の手先。なら、伝えなさい。私が出向くと」

　フィリアはそっと、小さな紙を外に飛ばした。蠅はえ、蜂はち、蝶ちよう……虫は一いつ斉せいに群がり、その紙をどこかへ運んでいく。

　それを確認すると、フィリアは服を着て、そっと部屋を出た。

　偽いつわりとはいえ、管理人の経験が役に立った。屋や敷しきの構造は熟知している。誰からも知られずに外に出る裏口も──知っている。





「な～んか、とんだ小旅行ね。家で仕事してる方がマシかも。せぇっか～く楽できると思ったのに…………」

　ぶつくさ言いながら、ルーシーが竹たけ箒ぼうきで屋敷の門の前を掃そう除じする。

　フィリアが倒たおれ、しかも王族と知れた今、彼女と双ふた子ごの妹は旅行先にも拘らず、通常のメイドの業務に勤いそしんでいた。

「…………別に。奥様のためだし」

　ミナは無愛想に答え、姉とは対照的に掃除に勤しむ。

「相変わらず仕事熱心ね～～。もう少しオシャレとかに気を遣つかったら？」

「衣食住に不自由しないだけ、マシ。拾ひろわれた恩、返さなきゃ」

「……そりゃまあ…………ってアレ？」

　正論を吐はく妹に押されたとき、見み慣なれた獣けものが門に近づいてくるのが見えた。

「あれ、闇黒卿ダークロード様の…………」

「レグルス………………」

　二人に近づいてきたのは、闇黒卿ダークロードの使い魔ま、獅し子し王レグルス。

　野性的な外見に似合わず、親しげに二人に近づき、口に咥くわえているアンプルを見せる。

「何、これ？」

「手紙も、咥えてる」

　ルーシーがアンプルを受け取り、ミナが手紙に目を通す。



「琉る妃きに飲ませろ」



　それだけ書かれた簡素な手紙だが、すぐに出し主は知れた。

「これって…………」

「闇黒卿ダークロード様…………」

　彼の意図を推おし量はかり、二人のメイドは屋敷に急いで戻もどった。





「終わったよ」

　こちらへ歩いてくる親友に、京きよう夜やは微笑みかけた。すでに“〝決闘デユエル”〟のルールに縛しばられる必要はないが、仮面は外しており、本来の姿のままだ。

「解げ毒どく剤ざいは得られなかったが……キミのその顔からすると、問題なかったようだね？」

「ああ」

　短い返答と共に、ルイヤの顔に昏くらい翳かげが差す。

　京夜は肩かたを竦すくめ、そっと右手を彼に差し出した。

　右手と人差し指の先に、カードが一枚挟はさまっている。

「ゲットしたよ？　で、これ何？　お礼代わりに聞かせてくれない」

　ルイヤはナンバーＸＶ《病イ魔ル》を受け取り、しばし絵え柄がらに見入った。それだけで、彼に新たなカードの能力は理解できる。

「名前と元の貴族の能力通り、一定範はん囲いに存在する者に、無差別な体調不良を引き起こす。強制的に『病気』にさせるといったところか」

「……それ、キミ自身も巻き込まれる感じだよね？　何、マスクとかしてれば予防できるの？」

「物理的な予防は意味がない。病魔という名の、人の世にはびこる『闇やみ』を象徴するカードだからな。俺を含ふくめ、逃れたければ貴族の力に対する、特とく殊しゆな防ぼう御ぎよが必要だ」

「なるほどねぇ……不死身のボクでも、体調不良にはなるか。エリザなら《夜薔薇の蜜血ローゼンブラツド》で平気かな？」

「おそらくな。どの道、弱らせるだけで『死』には届かない。即そつ効こう性もないし、いざ自覚症しよう状じようが出て本格的に敵が弱っても、そもそもカードの力は長くもたない。ほんの束つかの間、動きを停てい滞たいさせる程度だな」

　弱点まで曝さらけ出したルイヤに、京夜は肩を竦めた。さして苦労せず手に入れたカードは、それ相応の力しかないらしい。

「使い勝手わっる～～。意味あったの、それ？」

　ルイヤは答えず、カードを右腰こしのケースにしまうとそのまま歩き出した。

　背はい後ごに、用事を果たして追ってきたレグルスが続き、京夜も同行する。

「いいのかい、琉妃ちゃんの傍そばにいなくて？」

「俺がいる方が、傷つける」

「………………」

「レグルス、王族の匂においを追え。あのクソガキに近い匂いだろう。ケリをつける」





「此こ度たびの件、殿でん下かは如い何か様ようにお考えですの？」

　客間でレギーナと向かい合いながら、エリザは優ゆう雅がに紅茶を啜すすっていた。

　茶ちや菓が子しも横に添そえてあり、時折口に運んでいる。

　彼女もまた、毒の危険は気にしていない。レギーナ同様に割り切っているのではなく、自身の王威の封具インペリアルギフトの特性ゆえに、だ。

「興味深いな……君の王威の封具インペリアルギフト」

　全ぜん貌ぼうを知っているわけではないが、レギーナはルイヤ達との断片的な会話から、エリザの《夜薔薇の蜜血ローゼンブラツド》については聞き及およんでいた。

「君の五体を流れる血液は、いわば人造血液……まさに『カガク』の産物だな。五体を循じゆん環かんし、代たい謝しやすら行う。さらに体内に侵しん入にゆうした毒は無効……夫より恐おそろしいかもしれぬね」

「不死身性は、夫には及びませんわ。まあ、血流は制せい御ぎよできますから、血が体外に流れ出して出血多量で死亡……というのはありませんが。それに、身を守るためだけのものでは、ありませんことよ？」

「だろうね。しかし、『カガク』とは実に興味深い。毒伯爵ポイズンカウンテスの王威の封具インペリアルギフトについても聞き及んでいるが、ある意味、君と性質が近い」

「一いつ緒しよにしないでくださいませ、あんな小物と。今いま頃ごろは、夫に斃たおされているでしょうに」

「だが、気になるのは蟲伯爵バグカウンテスの王威の封具インペリアルギフトだ。直接対たい峙じした君なら、理解できないものかな、その秘密を？」

「さあ…………所しよ詮せんは下げ賤せんな虫共を操あやつる程度のものでしょうに。けれど……確かに、どのようなものなのか…………」

　幾いく度どか対峙したが、蟲伯爵バグカウンテスに関しては、その王威の封具インペリアルギフトは不明だ。

　虫を操る源みなもととなっているのは間ま違ちがいないが、ではその実体は？

「私の推測では、おそらく君や毒伯爵ポイズンカウンテスのものに近い。私が自力で得た『カガク』の知識からすれば、おそらくは…………」

　レギーナは自身の推論をエリザに語る。興味深そうに彼女が聞き入り、話が終わった後、ドタバタと足音を立て、客間にプリエラが入って来た。

「大変だ、お姉様がいないのだ!!」

「ほう」

　と、レギーナは驚おどろいているのかいないのか、よくわからない声をあげる。

「勝手に出て行ったみたいなのだ……どうしよう!?」

　泣き顔寸前で顔をクシャクシャにするプリエラ。

　レギーナは軽く肩を回して立ち上がり、エリザの近くに侍はべるネケヴァの喉のど元もとを撫なでる。

「君のペット、借りても構わんかね？　犬ほどでなくても、匂いは追えるだろう？」

「どこぞの黒獅子より有能でしてよ？　お好きにお使いください」

「痛み入る」

「しかし……妹思いとは、意外ですわね。それとも、姉の心配ですか？　失礼ながら、姉君は王族としては失格なのでは？　気き概がいが足りませぬわ」

「かもな。だが、『姉』としてはそうでもないらしい。それに…………自みずからの始末をつけようとするところは、それなりに責任意識がある」

　それだけ言うと、レギーナはプリエラの下もとへ歩み寄った。

「私と捜さがしに行こう。探たん索さく役もいる」

　プリエラは頷うなずき、姉と共に足早に客間を出て行く。

　一人になったエリザは、物もの憂うげに窓の外に目を向ける。

　虫が飛び回っていた。

「……うるさいこと。でも、近くにはいるようね。そろそろ終わりにしましょうか」





　蟲伯爵バグカウンテスは、一人笑っていた。

　と言っても、顔はローブの奥に隠かくれているので、誰だれもその愉ゆ悦えつには気づかない。

　いや、たとえ顔を晒さらしたところで、誰もこの悦よろこびには気づくまい。

　周囲を飛ぶ虫達が、自分に屋敷の様子を知らせてくれる。

　特に、あの琉妃とかいう女──苦しみ、悶もだえているのは滑こつ稽けいだ。しかも、貴族に抱だかれたことが原因とは。

　実にいい。

　腹から笑いがこみあげてくる。

　毒伯爵ポイズンカウンテスは失敗だと蔑さげすんだが、こちらの狙ねらいは、あの女だった。あの女に毒どく針ばりが刺ささるよう、最初から計略を巡めぐらしていた。

　毒伯爵ポイズンカウンテスはこちらを利用していたつもりだろうが、それは逆だ。あちらの復ふく讐しゆうなど、どうでもいい。全ては自分のため。

　これであの女が死ねば、最高に──

「覗のぞきで笑うなんて、下賤な趣しゆ味みねぇ。〈領地フイーフ〉に似たのかしら？」

　気品ある冷笑と共に、眼前に敵が現れた。

　鮮血の侯爵夫人ブラツデイマーシヨネス──エリザ＝ダーム・マドグリフ。

「貴様…………！」

「何な故ぜわかったって？　あなた、私を刺した蜂はち、また下しも僕べとして使っていたでしょう？　バカね…………私の血を取り込んだモノは、全て私の下しも僕べとなる。しかも近くを飛ばせるなんて……でもよかったわ、傍そばにいてくれて」

　二人が対峙するのは、初めて出会ったあの裏庭。

　位置もあのときと変わらず、蟲伯爵バグカウンテスは森に身を潜ひそめ、エリザは優雅に庭内から見下す。

「死ね………………！」

　蟲伯爵バグカウンテスの命により、無数の虫の群れがエリザを狙う。

　今度は血を採取するなどという、生ぬるい目的ではない。虫の牙きばで皮ひ膚ふを裂さき、毒液を流し込み、その肉を喰くらう。

「下賤だこと」

　扇おうぎで口元を隠し、エリザは右手に高々とワイングラスを掲かかげた。

　杯さかずきに満ちるは、血。

《夜薔薇の蜜血ローゼンブラツド》。

「お飲みなさい」

　ワイングラスは横に投げ捨すてられ、地に鮮血がぶちまけられる。

　そのとき、周囲に甘い匂いが漂ただよった。

　血ち腥なまぐささとは一線を画す、まさしく薔薇の如ごとき高貴な芳ほう香こう。

　そして虫達は──エリザではなく、一いつ斉せいに地に滴る血液の方へ!!

「バカな…………!!」

「残念ね。虫は原始的な生き物。より本能を刺し激げきするものへ惹ひかれるは必ひつ定じよう。あなたはうまく飼い慣ならしたようだけど。でも、所しよ詮せんはそれが限界。あなたと下しも僕べとの繋つながりは、単なる『化学反応』……とかいうものでなくて？」

「…………!!」

「図星のようね。レギーナでんかの読みは正しかった。あなたの王威の封具インペリアルギフトは、『フェロモン』。『カガク』によって合成された、虫を支配する分ぶん泌ぴつ物。その体からあふれ出しているのかしら？　でも、もうあなたの虫は私には届かない。覚かく悟ごなさいな」

　嗜し虐ぎやく的に笑い、エリザが近づく。

　蟲伯爵バグカウンテスは逃とう走そうの決意を固めたが、動きが鈍のろいことは自覚している。

　だから、ありったけの虫を放った。

「愚おろかね」

　エリザの冷笑がこだまする。

　わかっている。どうせ、時間稼かせぎにしかならない。虫は地面の血に惹かれ、そうでなくてもエリザには通用しまい。

　だが、それでいい。逃にげ延のびれば、あのときのように、逃げ延びればまた──

「《暴力フオース》!!」

　突とつ如じよ戦せん闘とうに割り込んだ声に、蟲伯爵バグカウンテスは耳を疑った。エリザも驚きよう嘆たんし、背はい後ごを振ふり返る。

「あなた…………」

　琉妃が立っていた。

　その手に光るのは、主あるじより与あたえられし《黒衣の巫女アナザーシヴイル》、そして《武装アームズ》と──《暴力フオース》。

「二連札技シエネ・コンボ」

《武装アームズ》で召しよう喚かんした籠手ガントレツトと一体化した鞭むちを、大きく振る。風圧は《暴力フオース》の力により、殺傷力を持った巨きよ大だいな衝しよう撃げき波はを生む。

　パン、と何かが爆はぜる音と共に、全ての虫は空中で不可視の衝撃に弾はじかれ、地に打ち落とされた。

　後に残るのは、下しも僕べを失い、丸まる裸はだかになった蟲伯爵バグカウンテス。

「……余計なことを」

「ご無礼は……申し訳ありません。ですが、これ以上、私のせいでご迷めい惑わくはかけられません……私の不始末は、ルイヤ様の不ふ名めい誉よ。ここは、私が片付けます」

　本調子ではないだろうが、琉妃の声には力強さが戻もどっていた。

「その気概は買ってあげるわ。主人は貴族の風上にもおけない男だけれど、下しも僕べの躾しつけは行き届いているようね。いいわ、好きになさい」

　エリザは道を譲ゆずり、琉妃は蟲伯爵バグカウンテスの下へ進む。

「ずいぶん、やってくれたわね？」

　怒いかりと共にその頭を掴つかむ。剥はぎ取るようにして、ローブを奪うばう。

　だが、あらわになった素顔に、琉妃はたじろいだ。

「あなた…………」

　いたのは、小こ柄がらな女性だった。可か憐れん、と言ってもいい容姿だろう。

　本来の姿なら。

　その体は、苛か烈れつな逃走の結果か、無数の傷がついていた。それゆえに機能が低下し、満足に動かせない。

　何よりその顔……左の半顔が、焼けただれ、崩くずれている。髪かみも燃え、毛根も死し滅めつしていた。

「見たな…………？　これが、お前の末路だ、闇黒卿ダークロードの下僕」

「………………!!」

「私は、平民の男を愛した身。彼はまだいい……あっさり、殺されただけだ。だが、私は違ちがう。王党派は、むしろ平民ごときを愛した呪のろわれた貴族として、私を執しつ拗ように嬲なぶった。今の私は…………下しも僕べと共生して、何とか生き長らえている」

　蟲伯爵バグカウンテスの無数の傷きず痕あとから、虫が這はい出す。

　あるいは蛆うじであり、蟻ありであり、蜂だったかもしれない。

　それらは彼女の体を巣に見立て、時に失われた肉体の機能を支ささえる。

「陛へい下かの選んだ刺し客かくに誅ころされる方が、幸せだった、かも、な…………だが、結局は同じこと。愛せば、自分だけでなく、相手も殺す!!」

　怨えん嗟さは、琉妃に向けられていた。あるいは身を賭とした警告だったのかもしれない。

「わた、しは…………!!」

「せいぜい愛せ…………そして、死ね」

　蟲伯爵バグカウンテスは笑った。

　同時に、彼女の体から無数の虫が放出された。地を渡わたり、宿主の体から離はなれるその姿は、どこか葬そう列れつにも似ていた。

　己おのれの生を支える虫を手放すことは、それ即すなわち死と同義。

　蟲伯爵バグカウンテスは、笑みを留とどめたまま、事切れていた。

　反はん攻こうを諦あきらめたからではなく──むしろ、何かを成し遂とげたような、邪じや悪あくな微笑ほほえみが死に顔をかざっている。

　琉妃は、無言のまま、その亡なき骸がらにそっとローブをかざした。

「弔とむらいのつもり？　そんな資格のある相手ではなくてよ？　貴族の誇ほこりを忘れた愚か者」

「違います」



    

  
    
      　はっきりと言い、琉妃はエリザに向き直った。

「この方は……ただの女です」

「……かもしれないわね」

　エリザはそれ以上何も言わなかった。横を通る琉妃の昏くらい表情に、何も言えなかったのかもしれない。

　ルイヤの身を案じながら、琉妃は自分の口にしたことを思い返していた。

　そう、彼女はただの女。

　ごくごく普ふ通つうの。

　もう一人の、私。





「覚悟を決めたのかよ、姉貴？」

　ジャヴォールは眼前の姉に、邪悪に笑いかける。

　彼とフィリアは、ルイヤ達が海水浴を楽しんだ、あの白い砂すな浜はまにいた。

　波打ち際ぎわで、フィリアは静かに微笑む。

「そうね…………もう、逃げるのは飽あきた」

「なら、とっとと死ね!!」

　ジャヴォールの右みぎ脚あしから、炎ほのおが飛び散る。王権の絶大さを思わせる熱い火か炎えんは、しかしフィリアには届かない。

　接せつ触しよくの瞬しゆん間かん、フィリアの周囲には、薄うすいガラスに似た透とう明めいな壁かべが出現する。

　水すい晶しようのような優ゆう雅がさと儚はかなさを備えたそれは、弟の暴ぼう虐ぎやくをいとも簡単に弾はじく。

　これが、これこそが彼女の〈直ちよつ轄かつ地ち〉。

「チッ…………またそれか!?」

「ごめんなさいね…………死に至るような攻こう撃げきだと、勝手に発動してしまうのよ。火傷やけどぐらいで済むような攻撃なら、受けてあげられるのだけれど…………あなたは、満足しないのでしょうね」

「ったりめーだ!!　あの一番下の妹を庇かばったときは、ガキ相手だから弱めに蹴けっちまったが…………まあ、おかげで、多少お前はいたぶれたけどよ」

　ジャヴォールは愉しげに笑う。あのときプリエラに放った攻撃は、フィリアにとって致ち命めい傷しようでなかったがゆえに、〈直轄地〉に阻はばまれることなく、彼女の背を灼やくことができた。

「……くだらない力よ、こんなの。私だけ、生き残っても…………」

　フィリアは哀かなしげに言った。

　そう……王族としての宿命を強制するためか、この力は制せい御ぎよできない。

　自みずから生を終わらせようと崖がけから身を投じても、刃は物もので手首を切ろうとしても、毒を飲もうとしても──自動的に発動し、フィリアを守る。

「弟」たるジャヴォールと初めて対たい峙じしたときもそうだった。

「……お前を殺そうとすると、その壁が守りやがる!!　それさえなければ、俺は無敵だ。俺の天敵、俺にとって最悪の〈直轄地〉」

「……そうね。だから、あなたはずっと私を追った。私を殺せない苛いら立だちで、私の家族を殺した」

「半分は趣しゆ味みと暇ひま潰つぶしだ。どうでもいいだろ、あんな平民風ふ情ぜい」

「………………」

　フィリアが唇くちびるを噛かみ締しめる。

「蹴り殺せないなら、とっ捕つかまえて、色々試すだけだ。今度こそ殺す」

　近づく弟に、フィリアは抵てい抗こうしない。もう覚悟はできている。

　そのためにここに来た。

　しかし、背後から聞こえる声が、彼女の心を乱した。

「お姉様!!」

　愕がく然ぜんと振り返ると、プリエラがいた。傍かたわらには、レギーナとネケヴァがいる。

「早く戻るのだ！　怪け我がだってまだ…………！」

「………………」

「兄上よ、それ以上の蛮ばん行こうは私が許さん！　やるなら、私をやれ!!」

　姉を庇うように、妹はこちらへ駆かけ出してきた。

「待て、不用意に…………！」

　レギーナの制止は間に合わない。

　そして、フィリアは恐きよう怖ふと共に弟を見た。

　姉を殺す前の手頃な獲え物ものを見つけた彼は、その右脚を大きく蹴り上げる。生じた火柱は、そのままプリエラへ!!

「あぶない！」

　妹に向け、手を伸のばす。

　手首にはまるブレスレットが、おぼろげに光る。

　その瞬間、プリエラを守るように、水晶の壁が前方に生じ、炎を防いだ。

　孤こ独どくだった王女は、守るべき妹を目の前にしたことで、初めてその〈直ち轄か地ら〉を自らの意志で行使した。

　絶対防ぼう御ぎよは、プリエラの下もとへ。

　だが、それは自らが炎から身を守る術すべを失ったことを意味していた。

「バ～～カ!!　自分ががら空あきなんだよ!!」

　隙すきを見み逃のがさず、ジャヴォールはそのまま距きよ離りを詰つめ、姉の背に全力で横蹴りを叩たたき込む!!

　ルイヤに見せたのと同じ、炎を熱量に変へん換かんし、右脚に込めた一いち撃げきは、今ようやく追い続けた姉を穿うがつ。

「お姉様!!」

　フィリアは、前のめりに倒たおれた。砂浜に埋うもれる彼女を、プリエラが抱だき起おこす。

「しっかり…………」

　プリエラの目に、涙なみだが浮うかぶ。

　それをそっと拭ぬぐうフィリアの視界もまた、滲にじんでいた。

　これでいい。最さい期ごに、ようやく力の意味に気づいた。自分以外の誰だれかを守る、そのために使えばよかった。逃にげずに、受け止めていればよかった。

　だが最期に救うべき者を救えた。

「しっかり、しっかり…………!!」

　泣きじゃくる妹──頼たよりなく、年幼き妹。

　なのに、目に映うつるのは、威い風ふうを漂ただよわせる女王だった。

　成長し、世界に君臨し、やさしさと厳きびしさを以もつて、全てを守る“〝王”〟。

　あるべき未来の姿が、今の妹と重なる。

　自然と、笑みがこぼれた。

　ああ、そうか。

　これでいい。この妹の踏ふみ台となることが、死ぬことで、この妹をまた一つ王位に押し上げることが、自分の存在した意味。

　ありがとう。

　これで、これで報むくわれる。

　泣かないで、妹。

　願わくば、これがあなたの最後の涙となるように。

　腕うでからブレスレットを外し、妹に差し出す。これが妹にやれる、最初で最後の贈おくり物。

「お姉様…………!!」

　静かに、フィリアは目を閉じた。

　ありがとう。

　最後は、やすらぎのなかで。

　妹と、そして──やさしい幻ウ想ソを与あたえた、一人の貴族に。

「闇黒ダーク、卿ロード…………」

　事切れた姉の体を抱く中、プリエラはルイヤが傍そばにいることに気づいた。その手が握にぎるのは、ナンバーＸ《月蝕イクリプス》。

　幸さち薄き王女の死し出での旅路に、最後はやさしき幻想のはなむけを。

　たとえそれが、彼女自身の都つ合ごうのいい幻想でも──いや、それゆえに、それを現実にするために。

「うけとめろ、クソガキ。そして敵を見ろ」

　ルイヤの言葉に、プリエラは顔を上げた。

　もう、涙は止まっている。

「何、マジになってんだ、ダセ。邪じや魔まな者を殺してな～にが悪い。それがルールだろ？　戦う気がなくても、引きずりだして殺す。大体その女、俺が家族を殺してやってまでやる気出させてやろうとしたのに、このザマだぜ？　ホント、マジで手間かかった」

　ジャヴォールに、一切死者への悼いたみはない。敵は蹂じゆう躙りんし、踏み潰つぶす。

　今までもそうしてきた。これからも阻む全てを殺し、頂点に立つ。

　その覇は道どうに立ち塞ふさがるのは、末子たる王女。

　断固たる決意を込め、プリエラは高らかに宣言する。

「……お前だけは、絶対許さない!!　闇黒卿ダークロード!!」

「仰おおせのままに。王女殿下ユア・ハイネス」

　カードを右腰こしのカードケースに戻もどしつつ、ルイヤが進み出る。

「おやおや、逃げたんじゃなかったのか？　だが、いいのか？　俺に手を出せば──」

「部下の動向も、事態の推移も知らんお山の大将か」

「あぁぁぁ!?」

「都合が悪くなると逃げだしそうだが、そうしなくていい理由を作ってやろう」

　ルイヤはジャヴォールに、プリエラから受け取った七大王器ブレスレツトを見せる。

　王族の証あかしたる七大王器レガリアピース、“〝王”〟はこれを集めろと全ての王族に告げた。

「お前、それは俺の…………！」

「殺したから、俺のもの、か？　だがこの女は最後に、妹にこれを差し出した。妹に負けを認め、託たくしたとも解かい釈しやくできる」

「戯ざれ言ごとを…………!!　負け犬の遠とお吠ぼえだろ、んなモン!!」

「“〝決闘デユエル”〟形式で決めればいい。どのみち、闇黒卿ダークロードが七大王器レガリアピースを手にしている以上、争いは避さけられない。そして、我われらは互たがいの七大王器レガリアピースを奪うばい合う身。勝者が相手と姉上の二つの七大王器レガリアピースを手にする。それでよかろう」

　レギーナが前に進み出た。同時に、ルイヤの手からブレスレットを掴つかみ取る。

「私が立会人をやる。王族とその代理の“〝決闘デユエル”〟、私以上に適任はあるまい」

「お前は、そっち側じゃねーのかよ？」

「私はどちらの味方でもない。一人でも兄弟が死ねば、むしろ助かる。だが、今回に関しては漁ぎよ夫ふの利は狙ねらうが、不意討ちはしない。“〝決闘デユエル”〟が終わった後、勝った方を殺して全てを奪う…………などという無ぶ粋すいなマネはせんよ」

「ハッ…………いい心がけだ。だが、そこの闇黒卿ダークロードとガキを殺したら、俺は即そくお前を殺やるぜ？」

「好きにしたまえ。抵抗するだけだ。ただし、“〝決闘デユエル”〟中は立会人は絶対中立にして不ふ可か侵しん。故意に攻撃した場合、即反則負けだ」

　兄を牽けん制せいしつつ、彼女は両者の間に立った。

「双そう方ほう、何か不満は？」

「あるね。“〝決闘デユエル”〟に付き合ってやるのはいい。だが、王族の俺が、わざわざ貴族の土ど俵ひようで戦ってやるんだ、ルールは俺が決める。エクストリームルール方式でやれ」

　その言葉に、レギーナが眉まゆ根ねを寄せる。

　同時に、プリエラの傍で、あくまで傍ぼう観かん者しやに徹てつしていた京夜も、また。

「あ、ルイヤ様…………!!」

　緊きん迫ぱくの中、琉妃とエリザもまた、砂すな浜はまにやって来た。

　見向きもしないルイヤの意図を感じとり、京夜はプリエラの傍を離はなれ、彼女達の下へ向かい、戦いの巻まき添ぞえにならず、かつ観戦可能な距離に誘ゆう導どうする。

　状じよう況きようを察したエリザは、夫に事の成り行きを尋たずねた。

「大体想像はつくけれど……殿でん下かと闇黒卿ダークロード戦やり合うのかしら？」

「ああ……しかも、エクストリームルールで、だ」

「何です、それ？」

　琉妃が不安げに侯こう爵しやく夫妻に問う。ルイヤの“〝決闘デユエル”〟には幾いく度どか立ち会ったが、そんなルールは聞いたことがない。

「知らなくて当然よ。今はもう廃すたれて、貴族でも知る者は少ない」

「ルールはいたって簡単。コイントスで、先せん攻こうと後こう攻こうを決め、順番通りに攻こう撃げきし合う。ターン制をとり、相手の攻撃に邪魔をするのは不可。相手の攻撃中、許されるのは、防御だけ。それも防具の類たぐいは使えず、ただ二本の脚あしで踏ん張ばるだけだ」

「そんなの、実質ノーガードで攻撃を受けるだけでしょう!?　そんな無茶…………」

「攻撃は打撃に限定される。武器の類は不可。実質〈領地フイーフ〉もね。だからこそ、今の貴族は野や蛮ばんだと忌き避ひする。しかし、打撃に自身の能力を付ふ与よすることは問題ない。ゆえに、殿下とルイヤにとっては、それこそ一回の攻撃で全てが終わるルールだ」

「でも、それって…………!!」

「そうよ…………すなわち、先攻が絶対有利」

　琉妃の不安を、エリザが代弁する。

　どちらも打撃による一撃必殺が可能、しかも相手の攻撃を防御不可とくれば、全ては先攻・後攻の結果で決まる。

「そんなルール…………あ、それに今…………ルイヤ様は…………」

　主あるじの手札の状態に気づき、琉妃は自分の胸むな元もとからカードを取り出す。《暴力フオース》は──自分が持っている。《黒衣の巫女アナザーシヴイル》の特権で召しよう喚かんしたものの、直接主に手て渡わたさなければ、主はこの攻撃の中ちゆう核かくをなすカードを使えない！

「ルイヤ様…………！」

「来るな」

　自らの下へ駆け寄ろうとした下しも僕べを冷たい一言で制し、ルイヤはただ目の前の敵を見み据すえる。

「どうした？　ビビッたか闇黒卿ダークロード!?」

　揶や揄ゆするジャヴォール。

　無表情のルイヤは、目を閉じて頷うなずく。

「受けよう。ただし──お前には、七大王器レガリアピースと命の他に、『全て』を賭かけてもらう」

「はっ……何だそりゃ？　いーぜ、別に。ど～～せ俺が勝つ」

「……異存なし、だな。立会人、コイントスを」

「わかった。では、これより“〝決闘デユエル”〟を始める。ルールはエクストリームルール形式。賭けるものは、互いの命と七大王器レガリアピース、そして『全て』だ。陛下も、問題はありませんね？」

　虚こ空くうに向けたレギーナの問いに対する答えは、その場の全員に降ふり注そそいだ。



「よかろう」



　レギーナは軽く咳せき払ばらいをした後、懐ふところから取り出したコインを決闘者二人に向ける。ほぼ全ての地域で流通している一ドゥール貨か幣へいは、誰もが知るありふれた品だ。

「では、これから先攻と後攻を決める。無論、私もどちらかに肩かた入いれなどしない。このルールにおいて、ここでの不正は当事者はおろか、立会人の死も意味する。ただ『運』のみが全てを左右する」

「わ～かってる。裏か表か、好きな方を選べ、闇黒卿ダークロード」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんに言い放つジャヴォールに反応を示さず、ルイヤはレギーナに告げる。

「裏だ」

「じゃ、俺は表」

「よろしい。では、始めよう」

　ピン、とレギーナがコインを空に弾はじき、落ちてきたそれを手で掴みとった。開けば、そこで先攻と後攻が決まる。

　皆みんな固かた唾ずを呑のんで見守り、特に琉妃はルイヤの先攻を祈いのる。

　もし、もしも後攻になれば、その時点で──

　レギーナが手を開く。

　出たのは──表!!

「そんな…………!!」

　琉妃の願いは届かず、ジャヴォールの哄こう笑しようが砂浜に響ひびく。

「ハハハッッ、おいおいどうする、戦やる前に負けが決まったなぁ闇黒卿ダークロード!?」

「………………」

「が、決まったことだ。一度受けたものはもう取り消せない」

　ジャヴォールの言うとおり、コイントスの結果が全て。

　あとは、ただ粛しゆく々しゆくと“〝決闘デユエル”〟が進むのみ。

　ゴホ、と軽く咳せき込んだ後、レギーナは二人にルールの確認を行う。

「それでは二人共、一いつ旦たん離はなれて。双方知っているようだが、あらためて言おう。今決めた順番で、それぞれ攻撃のターンが回ってくる。防ぼう御ぎよ側は、これより特とく殊しゆな防備及および相手の攻撃に対する妨ぼう害がい活動を禁ずる。攻撃側は打撃で一回のみ攻撃を許す。追つい撃げきは不可だ。終われば、一旦下がれ。そして防御側が十秒以内に立ち上がれず、戦せん闘とう姿勢をとれない場合は……防御側は攻撃権を喪失し、次のターンは相手側に攻撃権が移る。後はその繰くり返しだ」

　琉妃の顔が青ざめた。

　たとえ一発目で死に至らなくても…………重大なダメージを負えば、まず攻撃権は相手に移る。そして、次のターンで確実に殺やられる。

　何と過か酷こくな……そして、先攻有利のルール！

「どちらかが死んだ場合のみ、“〝決闘デユエル”〟は終しゆう了りようだ。ただし、続行不可能と立わ会た人しが判断した場合はその限りではない」

「すぐに終わるさ。一発でな。そうだろ？」

　ルイヤは答えず、ただ両りよう腕うでをだらりと下げて、相手の攻撃を待つ姿勢に入る。

「何だ、もう諦あきらめたのか？　まあ、当たり前か？　お前、先攻が出ること祈ってただろ？　だが、俺は自分が先攻になることを確信してた。わかるか、俺は生まれつき幸運に恵めぐまれた者、生まれついての王族だからだ」

「………………」

「だからこそ、今までも好き勝手にやってきた。これからもだ。『運』が全てを決めるこのルールは、俺にとって絶対無敵。偶ぐう然ぜんじゃない、必然でお前は負けんだよ!!」

「いいから早くしろ。遅ち延えん行こう為いとみなされたいか？」

　初めてルイヤが口にしたのは、冷静な指し摘てきだった。

　後攻の憂うれいを一切感じさせない口調に、ジャヴォールは押おし黙だまった。

　演技には見えない……まさか、何か策が？

　勝利を確実とするため、ジャヴォールはルイヤを観察した。

　これまでと違ちがい、現れたときからあのインバネスを羽織っているが──それだけだ。

　いや、待て、奴やつはフィリアが死ぬとき、何かカードをかざしていた。

　あの満足げな死に顔──何か、幻げん術じゆつの類か？

　確かにそれは効果的だ。このルールにおいて、攻撃の回かい避ひは許されないが、攻撃側のミスで空から振ぶりをした場合、それでターンは終わる。

　しかし……幻術は、ない。

　軽く唇くちびるを噛かみ切り、痛みを確かめる。痛覚は正常、何より、自分は完全に幻げん覚かくの可能性を認識している。それすらも幻覚だという強固な精神操作なら、そもそも“〝決闘デユエル”〟に頼たよらず自分を殺せる。

　それに姉にかざしたカードは、おそらく今は効力を発揮できない。月の絵え柄がらは、姉が死んだ後白ブ色ラ無ン地クに変化していた。連続使用は不可、しばらく使えないと考えて──間ま違ちがいない。

　では他の要素──足場は、確かに砂浜だけに悪い。油断すれば、蹴けりが空振るかもしれない。だが、気をつければ問題ない。

　では、奴の防御は？

　詳しよう細さいはわからないが、フィリアにかざしたカードを仕し舞まうとき、何か他のカードを数枚いじっていたのが見えた。カードがかすかに光っていた気もする。

　あのインバネス……下に何かを着込んでいるのか？　あるいは、それ自体に絶大な防御力があるとでも？　それとも、何らかの特とく殊しゆ防御が？

　どちらも、“〝決闘デユエル”〟前から仕込んでいれば反則にはなるまい。

　ならば、狙うは露ろ出しゆつした頭。的まとは小さいが、何、外しはしない。

　これで完かん璧ぺき。最初から全力で、ただ一いち撃げきで殺す！　奇跡など起こさせない!!

「イクぜ、闇黒卿ダークロード？　その小こ綺ぎ麗れいな顔、オシャカにしてやる!!」

「では、君のターンだ、兄上」

　どこかしゃがれた声で、レギーナが言った。

　応答するかわりに、自身の靴くつに絡からまる七チ大エ王ー器ンの力を全開で発動し、最大限の熱量を右みぎ脚あしに凝ぎよう縮しゆくする。紅あかく発光していく脚は、それだけで必殺の威い力りよくを予感させた。

「死ね、闇黒卿ダークロード!!」

　死の鎌かまに等しい、上段回し蹴りがルイヤの首を襲おそう。

　当たれば、確実に頭部が砕くだける。

　琉妃は目を覆おおった。

　京夜は天を仰あおぐ。

　エリザが扇おうぎで口元を隠かくす。

　ジャヴォールが残ざん虐ぎやくに笑う。

　これで俺の勝──あれ？

　視界が歪ゆがむ。蹴りが、当たれば完璧に仕し留とめる蹴りが、闇黒卿ダークロードの顔の前をかすめるだけで、外れていく。

　コイツ、避よけて、反則を──違う、避けられたんじゃない、俺が、俺の体が思うように──

　無ぶ様ざまな体勢で、ジャヴォールは砂すな浜はまに転がった。観客達は、蹴りを失敗しての昏こん倒とうかと首を傾かしげているが、事実は違う。

「何だ……これ!?」

　頭が重い。くらくらする。急に咳き込んだ。四し肢しに力が入らない。視界が歪む。体がだるい。吐はき気けがする。

　風か邪ぜ──いや、似ているがもっと重じゆう篤とくだ。とはいえ、どんな病気かと言われれば、答えられない。これは……何だ!?

「闇黒卿ダークロード、君、何を…………!?」

　レギーナもまた、兄と同じ症しよう状じようだった。いや、むしろ体が頑がん強きようでない分、彼女の方が重い。“〝決闘デユエル”〟の開始前から、体調がおかしかった。これは……何だ!?

「反則ではない。この場所全体に、“〝決闘デユエル”〟前から病魔を蔓まん延えんさせてはいけないなんてルール、どこにある？」

　ルイヤの手に光るのはナンバーＸＶ《病イ魔ル》!!

　手にした新たなカードは、立会人をも巻き込み、その場の全存在を病やまいに落とす！

「テメェ、最初からこのつもりで……!?」

「お前は無む駄だに体が丈じよう夫ぶだから、少しばかり自覚するのに時間があった。予定通りだ。俺はそこの立会人が“〝決闘デユエル”〟形式を申し出る前から、お前を含ふくむ周辺に病魔を蔓延させていた。有利になりたいなら、まずは環境を変えるべきだったな」

《病イ魔ル》の背はい後ごから現れる新たなカード──ナンバーIV《王権ラシユト》。

　カードの効果を維い持じするその力で、ルイヤは今ここに至るまで、《病イ魔ル》の力を使い続けた。弱く短いカードの効力を維持し、確実に敵が体調を崩くずすように。

「エクストリームルール……俺も提案する気だった。お前の死に様ざまにはふさわしいルールだからな。手間が省はぶけた、お前から言ってくれて」

「お前…………!!」

「先せん攻こうだの後こう攻こうだのは、どうでもよかった。どちらでも俺が勝つ」

「………………!!」

　最初から──どう足あ掻がいても勝つように。それがルイヤの狙ねらい。

「王族が二人揃そろってだらしない。一番キツイのは、俺じゃない。俺自身も《病イ魔ル》の影えい響きようは受ける。だが、これが守ってくれた」

　ルイヤはインバネス、奈落アビスの闇やみ衣ぎぬの布地を引っ張る。毒伯爵ポイズンカウンテスの毒にもある程度の耐たい性せいを見せたこの服だが、《病イ魔ル》を無効化せしめた理由は──

「お前は、あのクソガキに負ける」

　ルイヤの手に《聖統なる女王フエイテツドクイーン》と《闇黒卿ダークロード》が光る。この二枚の札技コンボは、以前プリエラに語った通り──奈落アビスの闇やみ衣ぎぬの強化!!　闇黒卿ダークロードの正装は、その闇の力でルイヤを《病イ魔ル》の手から守った。

　愕がく然ぜんと地に伏ふすジャヴォールが、未いまだフィリアの亡なき骸がらの傍そばにいるプリエラを見る。

　離はなれた京夜達に異常はなくとも、そこは確実に《病イ魔ル》の影響を受ける距きよ離りだ。

　そこにずっとい続け、なおかつ《聖統なる女王フエイテツドクイーン》の余波を受けた幼き王女は、吐と血けつしていた。おそらくは激痛が体に走り、しかも《病イ魔ル》の影響で肉体は不調そのもの。

　だがそれを一切他に悟さとらせず、彼女はずっと──“〝決闘デユエル”〟の前から耐たえていた。

　全てはルイヤのため、姉のために。

　顔を上げた彼女は、血を吐きながらも、ただ気力のみで吼ほえる。

「言ったはずだ…………お前だけは、絶対に許さない!!」

「あの、ガキ…………!!」

　歯は噛がみするジャヴォール。しかし、もう攻撃権は失った。ルイヤが平然と立っている以上、わざわざカウントを取るまでもない。

「……闇黒卿ダークロード、君のターンだ。とはいえ、さすがに、私もこの状じよう況きようが続くと…………」

「もう必要ない。使い続ければ、あのガキが死ぬ。死ぬなよクソガキ…………死んだら殺すぞ」

　激げき励れいとも言える言葉に、プリエラは雄お々おしく微笑ほほえみ、限界を迎むかえて昏倒した。

「立会人、観客が体調を害したようだ。下がらせて構わんか？」

「認めよう。そこの三人、彼女を」

　レギーナに促うながされ、琉妃達が駆かけ寄より、プリエラとフィリアの亡骸をその場から遠ざける。

　観客の退場の前に、ルイヤは発動させていた全てのカードを一旦カードケースにしまう。

　インバネスもその輪りん郭かくを解とき、ルイヤはいつもの黒シャツ姿に戻もどる。しかし、今日は常にはだけたシャツのボタンはきちんと留められ、首元は純白のネクタイが彩いろどっていた。

　これは受うけ継ついだ先代の正装。

　ここからが本当の、闇黒卿ダークロードの戦い。

　ジャヴォールもよろめきながら立ち上がり、ルイヤの攻撃に備える。

　用よう意い周しゆう到とうな敵だが、もう種明かしは終わった。結局のところ、初回の防御に成功しただけだ。ならば、この攻撃に耐えて、今度こそ！

　王族の威い風ふうを漂ただよわせ、仁に王おう立だちになった瞬間、ルイヤが蹴りを放っていることに気づいた。特段カードを使うでもない、両脚を狙うごくごく普通のローキック。

　愚かな……こんな単純な蹴り、簡単に受け止めて──。

「え…………？」

　その速度と威力は、脳が痛みを認識するのに、しばしの時間を要させる。苦痛が脳に届く前に、ジャヴォールは自分の脚を確認する余よ裕ゆうがあった。

　折れている。

　両脚の骨が、ポッキリと。

　さながら脛すねに新しい関節が増えたような──しかも、膝ひざとは逆向きに曲がるものが。

　さらに折れた骨は──脛を突つき破やぶり、肉の外へ!!

「ギャァァァァァァァッッッッッッッッッ!!」

　天を突く絶ぜつ叫きようが、砂浜にこだまする。ジャヴォールは五体を支える脚を失い、ただそのまま地を転げ回る。その間も、絶叫は止まらない。

　誰だれもが耳を覆いたくなる苦く悶もんの中で、一人静かに、数を数える者がいた。

「一、二、三…………」

　無表情でレギーナは数える。まったくもって公平で、遅おそくも速くもない理想的な速度。

　だが、ジャヴォールは怨えん嗟さのこもった瞳ひとみで妹を見つめる。

　何な故ぜ!?

　何故そんなに平然と数えられる!?

　立てるわけねーだろーが!!

　脚が、両脚が折れ──

「……十、と。攻撃権喪そう失しつ。闇黒卿ダークロード、君のターンだ」

「相手は立っていないが？」

「それは仕方ない。立てない方が悪い。二本の脚で立って踏ふん張ばるのは防ぼう御ぎよ側の権利だが、そうしなければいけないなどというルールはどこにもない」

「おい…………!!」

　ジャヴォールの苦悶に耳を貸さず、ルイヤは彼の傍に立つ。

「ま、待て…………」

　わかるだろ？　脚が折れ──

「ギャァァァァァッッッ!!」

　ルイヤの踏み蹴りが、右の膝に減めり込む。完全に膝が崩ほう壊かいし、右脚が曲がってはいけない方向に曲がる。

　再び王子は絶叫し、絶叫しながら砂浜を転げ回る。

　最も早はや「立つ」という行こう為いすら頭に思い浮うかばない。かろうじて見上げれば、妹が、レギーナが見下ろしていた。

「エクストリームルールの本当の恐おそろしさは、先攻と後攻の問題ではない」

「…………!?」

「先攻と後攻、どちらだろうが、その一方が攻撃し続ける状態になりえるのが問題だ。ゆえに貴族は忌き避ひした。もっとも、それを加味しても、先攻が有利なのは明白だが。本当に、歴史に残る愚おろか者だな」

「お前、お前ぇぇぇ…………！」

「私を怨うらむのは筋すじ違ちがいだ。ルールを指定したのはそちら。立ちたまえ。勝負はまだ始まったばかり…………立つことさえできれば、チャンスはいくらでもある」

　レギーナはニッコリ笑う。

　馬ば鹿かな…………立てるわけが、ない。だって、脚が…………!!

「十秒経過。闇黒卿ダークロード、君のターンだ」

　ルイヤは無表情のまま、今度はジャヴォールの左膝を踏み潰つぶして破は壊かいする。

　絶叫するジャヴォール──でも立てない。

　立てるわけがない。

「十秒経過。君のターンだ、闇黒卿ダークロード」

「や、やめ………………」

　うつ伏せの姿勢から顔を上げて哀あい願がんしたとき、ジャヴォールはルイヤの闇やみ色の瞳に蟠わだかまる感情に気づいた。

　まったくの無関心。

　怒いかりも憎ぞう悪おもそこにはない。

　好きの反対は無関心──そんな言葉を証明するかのような、目の前の対象をそもそも生物としてすら認識しない、究極の残ざん虐ぎやく性。

　これから始まるのは、あくまでもルールに則のつとり、双そう方ほうが合意した“〝決闘デユエル”〟。

　だから──一切容よう赦しや無し!!

「ま、待て！　俺が、俺が悪かっ…………！」

　哀願に似た言葉の途と中ちゆう、爪つま先さきが口に叩たたき込まれ、ジャヴォールは前歯を全てへし折られると共に言葉を喉のどに詰つまらせた。十秒経過。ルイヤのターン。右の指先全てが踏み潰された。十秒経過。ルイヤのターン。左の指先全てが踏み潰された。十秒経過。ルイヤのターン。右の肩かた関かん節せつが踏み潰されて粉ふん砕さいした。十秒経過。ルイヤのターン。左の肩関節が踏み潰されて粉砕した。十秒経過。ルイヤのターン。右の脇わき腹ばらが蹴けられ、肋ろつ骨こつが粉砕された。十秒経過。ルイヤのターン。左の脇腹が蹴られ、肋骨が粉砕された。十秒経過。ルイヤのターン。踵かかとが叩き込まれ、背骨がへし折れた。十秒経過。ルイヤのターン。股こ間かんに蹴りが叩き込まれ、何かが潰れる音がした。十秒経過。ルイヤのターン。肛こう門もんに爪先が減り込み、絶叫と共にジャヴォールの体が転げ回って仰あお向むけになった。十秒経過。ルイヤのターン。腹が踏み潰され、血の混じった吐と瀉しや物が砂すな浜はまに撒まき散ちらされた。十秒経過。ルイヤのターン。呼吸が止まらない程度に、蹴りで喉が破壊された。十秒経過。ルイヤのターン。蹴りで右耳がそがれた。十秒経過。ルイヤのターン。蹴りで左耳がそがれた。十秒経過。ルイヤのターン。蹴りで唇くちびるがそがれた。十秒経過。ルイヤのターン。鼻が潰された。十秒経過。ルイヤのターン。蹴りで頭ず蓋がい骨こつが死なない程度に叩き割られた。十秒経過。ルイヤのターン。燃えるような赤あか髪がみの一部が、蹴りで頭皮ごと剥はぎ取られた。十秒経過。ルイヤのターン。爪先が眼がん窩かに減り込んで左目が潰された。十秒経過。ルイヤのターン。顔全体に蹴りが叩き込まれた。十秒経過。ルイヤのターン。念押しに、もう一度眉み間けんに踵が叩き込まれた。十秒経過。ルイヤのターン。跳とび上がっての両脚の踏み蹴りが顔面に叩き込まれた。

「十秒経過。君のターンだ、闇黒卿ダークロード」

　レギーナはどこまでも正確かつ精せい妙みように十秒を数え、ルイヤもまたルールを遵じゆん守しゆする。

　誰もが認めざるをえない公平な“〝決闘デユエル”〟の中、すでに死体と区別がつかない、かろうじて人型を留とどめたジャヴォールが血まみれの手でルイヤに手を伸のばす。

「も、う…………許、し…………」

「勘かん違ちがいするな。生ゴミに、感情を向ける奴やつがいるか？　怒おこっているのは俺じゃない」

「………………!?」

「聞こえなかったか？　『絶対許さない』って？」

「………………!!」

「お前は、あのクソガキを怒らせた」

　ジャヴォールの口が動く…………その前に、その口に蹴りが叩き込まれ、ジャヴォールは沈ちん黙もくさせられた。

「立会人、もう続行不可能なのではないか？」

「ふむ…………努力と根性でもう少々頑がん張ばってほしいところだが、まあ君が言うのなら」

　続けたければご自由に、そんな意図を隠かくさずレギーナはルイヤに答えた。

「では、君の勝ちということで。おめでとう」

　パチパチと乾かわいた拍はく手しゆを無表情で受け止めながら、ルイヤは砂浜に転がる生ゴミ、もといジャヴォールを指差す。

「立会人、砂浜をゴミで汚よごすのも何なので、俺が始末していいか？」

「構わんよ。負け犬の処理は好きにしたまえ」

　レギーナの許可を受け、ルイヤは賞品とも言える七チ大エ王ー器ンをジャヴォールのブーツから奪うばい取る。抵てい抗こうできない相手に対し、さらにルイヤはブランクのカードを一枚投げつける。

　カードはジャヴォールの額ひたいに突き刺ささった後、瞬しゆん時じにルイヤの手に舞まい戻る。

　浮かび上がる新たな絵え柄がら──それは、猛たけ々だけしく燃える黒い炎ほのお。

　ナンバーＸIX《業火プロミネンス》。

「『全て』を賭かけると言ったな？　お前の王族としての力は、根こそぎもらう」

「……………………」

　すでにジャヴォールに抵抗の意志も気力もない。

　ルイヤはそのまま彼の胴どう体たいを高々と蹴り上げ、空に飛ばす。落ちてくる生ゴミに対し、ルイヤは新たに一枚のカードをかざす。

　ナンバーＸ《暗ワ黒ー星ム》。

　虚こ空くうに生じた黒い球体は、そのまま生ゴミを呑のみ込み、砂浜を汚すことなく闇の彼方かなたへ放ほう逐ちくした。

「……意外に寛大だな。ダメ押しに、もっとズタボロにして、死体になっても蹴るかと思ったが？」

　と、レギーナが冷静に指し摘てきする。実際にやりそうな男だけに、説得力がある。

「《暗ワ黒ー星ム》がどこに繋つながっているかは俺もわからんが、今回に関してだけは、予想がつく。最後の始末をする者は、俺じゃない。これ以上、“〝王ヤツ”〟の思い通りになってたまるか」

　そう言い残し、ルイヤは戦利品を手にプリエラの下へ向かう。

　多少体調が回復した彼女は、未いまだ姉の亡なき骸がらを抱だき締しめている。

「受け取れ」

　ルイヤはプリエラにブレスレットとチェーンを渡す。どちらも、血に塗まみれていた。

「………………」

「“〝王”〟になるとは、こういうことだ。栄光の道でも何でもない。ただ阻はばむ全てを殺し、死した者から託たくされる。王座への階段は、血と死肉でできている。“〝王”〟になるということは、それを一歩一歩踏みしめて、転がる敵を蹴け飛とばしていくこと。その覚かく悟ごはあるのか、お前に？」

「訂てい正せいしろ。覚悟すべきは、お前だ。くだらんことを訊きくな」



    

  
    
      　涙なみだを拭ぬぐい、雄お々おしく答える彼女にルイヤは苦笑した。

　そして、傍かたわらにいる琉妃と目が合う。

　互たがいに、何事か言おうと口を動かす。

　でも、口に出せなかった。

　見つめ合い、沈黙の続く中、京夜があえて明るい声を出す。

「帰ろっか？」

「そうね、お腹も空すいたし、お風ふ呂ろ、お風呂。やはり我わが家が一番だわ」

　物もの憂うげに首を振ふるエリザ。

　マイペースな妻に、京夜は肩かたを竦すくませる。

「それは帰ってから言うセリフじゃない？」

「いや、もっともなのだ！　お姉様を弔とむらってから、皆みんなで帰るのだ!!」

　王女の言葉に束つかの間のやすらぎを見み出いだし、ルイヤとその下しも僕べは、過か酷こくな小旅行を終えた。



    

  
    
      　終章




　気がつくと、広大な大広間にいた。

　この赤い絨じゆう毯たん、天てん井じようから差し込む光──覚えがある。

　ここは、まさか!?

「久しいな」

“〝王”〟がこちらを見下ろしていた。圧あつ倒とう的てきな威い厳げんと風格──比べるだけおこがましい存在は、玉ぎよく座ざからつまらなそうに足元にいる自分を見ている。

「勝てばそれでいいと、人は言う。ゆえに敗北は悪。貴様の所業もまた、ただ悪行と断じられる」

「………………!!」

　這はいずりながら、ジャヴォールは逃にげようとした。だが全身が動かない。折れた両りよう脚あしは言わずもがな、他の部位も、言うことを聞いてくれない。

「余も数えてやろう。十数える間、何もしない。斃たおしたければ、好きにせよ。そうすれば、王座をくれてやる。最短の道だ」

　震ふるえながら、首を振る。

　そもそも、眼前にいる世界の頂点に手を伸のばそうとしたことが──間ま違ちがいだった。

　精せい一いつ杯ぱいの懇こん願がんにも拘らず、“〝王”〟は数えた。

　死へのカウントダウンの間、床ゆかに這い蹲つくばるかつての王子は、ただ恐おそれ、首を振った。

　だが、懇願にも“〝王”〟のカウントは速くもならず、遅おそくもならない。

　正確に、平等に、時を刻む。

　数え終わった“〝王”〟は玉座に腰こし掛かけたまま、そっと靴くつ底ぞこをジャヴォールの頭部に載のせた。

「やめ、許し…………」

「死ね」

　グシャ、とシンプルな音を立てて、勢いよく頭が爆はぜた。

　脳のう漿しようが辺あたりに散乱し、血と体液が赤絨毯を汚よごす。いや、そもそもこの赤絨毯を染め上げたのは、反逆者と──敗者の血なのかもしれない。

「あと四人」

“〝王”〟は、微笑ほほえみとも悲しみともつかぬ表情を見せ、優ゆう雅がに脚あしを組んだ。





「あの…………されないん、ですか？」

　琉る妃きは傍かたわらの主あるじにそう問いかけた。

　京きよう夜や達と共に〈黒こく宵しよう街がい〉に戻もどった夜、いつものように、閨ねやに呼ばれた。

　だが、半はん裸らの主はベッドに入ることは許したのに、何もしてこない。身を起こし、ただ壁かべを見つめている。前まえ髪がみが覆おおいかぶさり、その真意はわからない。

「もしかして、私の体のこと……ですか？　もう、本当に大だい丈じよう夫ぶですよ？　全然元気だし、ルイヤ様とその……しても、何も起こりませんから。薬をくださったんだし、おわかりでしょう？　だから…………」

　言い終わる前に、抱だき締しめられた。

　強く、これまでにないぐらい、強く抱き締められた。

「ルイヤ様…………？」

　返事はない。顔も見えない。ただ、普ふ段だんは感じられないぬくもりだけが伝わってくる。

　互いに頬ほおをすり寄せ、ただお互いを感じあうだけ。

　やがて、琉妃もおずおずと腕うでをルイヤの背に回し、彼を抱き締める。

　だが、主から言葉は返ってこない。

　その夜から、ルイヤが琉妃を閨に呼ぶことはなかった。



    

  
    
      
　あとがき




　どうも十と月づきです。

　皆様のご声援に支えられ、三巻の発売と相成りました。

　ここに来て、ようやく眼鏡アイツの呪じゆ縛ばくからも解き放たれてきたような気がします。前巻で、もう一度眼鏡アイツときちんと向き合う覚悟を決めたからでしょうね。

　そう思って三巻の原稿を渡したら、新キャラを見て担当編集が何か言いたげだったような気がしますが、多分気のせいでしょう。

　あれです、進行が遅かったとかそのへんのことで、けして「今度はこう来たか……」的なことではなかったはずです。多分。というか、例によって進行が遅れてスイマセンでした。ホントに。

　時々、「そもそも眼鏡めがねって何でしょうね？」という哲学的な問いに悩むこともありますが、未いまだ答えは出ていません。書き続けていれば、きっと見えてくるものだと思います（違）。



　とまあ重要課題はさておいて、少々本編のネタバレというか、内容に触れたいと思います。

　今回、ようやく京きよう夜やの〈領地フイーフ〉が初お目見えです。

　ほぼこの作品の企画が動き出したのと同時期に考えついたものなんですが、ホント、どうやって勝ったんでしょうね、ルイヤの奴。実はまだ考えついてな…………何でもないです、ゲフンゲフン。

　この〈領地〉、一昔前ならば、某キングオブポップの世界中を震しん撼かんさせたＰＶを彷ほう彿ふつとさせるのでしょうが、富士見書房的には、皆さん色々と他のものを想像されるかもしれません。

〈領地〉の発動は先でも、京夜の特性は普通に一巻から出てくるわけなので、企画の結構初期の時点で、

「ボク不死身だもん。富士見書房だけに」

　……的なセリフを言わせましょうか？と担当編集に提案したら、

「いや、ないです」

　と即却下されました（実話）。何が悪かったのか、その辺あたりは未だに謎なぞに包まれています。

　そして時が流れ、京夜の〈領地〉発動が具体的になった時点で、

「何かゾンビがテレビで流れてますし、奴の〈領地〉の名前、〈一人学園○示録〉とかにしましょうか？　富士見書房だけに」

　とかなり流行に乗った提案をしたら、

「いや、ないです」

　とこれも即却下されました（実話）。一体何がいけなかったのか、その辺りは未だに謎に包まれています。

　三度目の正直で、

「いっそ疑問形にしましょうか？　これは…………ですか？的な」

　と提案しようかとも思いましたが、前述の二つよりさらに速い、光に近い速度で却下されそうなんで止めました。

　何にせよ、性た質ちの悪さでは富士見書房随ずい一いちのゾンビだと思います。私は絶対敵に回したくないです。勝ち負け以前に、人間の尊そん厳げんが破壊されそうです。

　かわいい顔してやることがエグイ奴ですが、私的には、現時点で全女性キャラ中最もかわいいキャラだと思っています。ちなみに、未来まで含めると十年後のプリエラがトップです。成長すると、あの娘はかなり化けます。

　そもそも京夜は女性キャラじゃねーよという声が聞こえた気もしますが、あくまで女装バージョンです。なお、現時点では女装した京夜が一番かわいい旨むねを担当編集との電話中に告げたら、

「だから十月さんの趣味って…………!!」

　……と、爆笑されました（実話）。

　何か面白いこと言ったのかな…………？　一応こちらも、

「だから美しいものに男とか女とか関係ないんですよ!!」

　……と熱く返しておきました（実話）。

　ちなみに、この作品がスタートして、最初に爆笑されたのは、作品のコンセプトを話したときです。

「麗うるわしい女性キャラが多数出ますが、やはり一番エロいのはルイヤの体なんですよ!!　特に鎖さ骨こつのラインとか……いっそ表紙は半裸で……!!」

　熱く語った後どうなったか、それは皆さんのご想像にお任せします。

　まあ外面がどんなに華きや奢しやな外面でも、内面は闇色の奴ですけれども。

　今回で、彼はその真価を曝さらけ出しました。

　罰ばつというのは、基本的に相手のイヤなことをしないと意味がありません。そして怒らせてはいけない人の怒りに触れ、さらに罪の自覚がないとくると、もう救いようがありません。人を人とも思わない奴は、自分も人間扱いされなくて然しかるべきです。

　……と、珍しく教訓じみたことを言ったところで、次回予告です。



　催もよおされるパーティー。

　ついに姿を現す「次兄」と「長姉」。

　激化する戦いの中で訪れる、別れの時。

　すれ違う男女は共に傷つき、一人は偽いつわりのやすらぎに身を委ゆだね、一人はその心を壊す。

　全てを失い、崩れ落ちる闇黒卿ダークロード。

　絶望的な戦せん禍かの中、姫君の祈りに応え、今一度闇の底から姿を現す反逆者。

　絶望から這はい上がれ──闇黒卿。

　そして全てを取り戻せ。

　追い続けた背に辿たどり着いたとき、もう一度出会えたとき、あの日の少年は無敵になる。



　闇黒卿の核心に触れる物語、是ぜ非ひともお読みください。最後になりますが、先の大震災にて被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。

十月　ユウ　



    

  
    
      ダークロード

３.純白の死神



十と月づきユウ
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